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　深夜のオフィスだった。

　フロアの電気は半分消され、私と彼のいるデスク付近だけが妙に明るい。

　私の腰は彼のデスクに当たっていた。

　逃げ場はないのだと思う。現に、私の頬に触れた彼の大きな手のひらは、意志的にぴたりと吸いついている。

　唇同士が一度触れ合った。まるで、確認するみたい。

　これからなにをするか。してもいいのか。

　唇はすぐに離れた。

「篠しの井い、もうちょっと口開けて」

　低くかすれた声が聞こえた。

　私は唇を開く。

　なに、言いなりになってんの、私。

　そんなことを頭の隅で思ったけれど、気持ちを奮い立たせる。

　八や束つか東はる弥やは私のサインを過あやまたず受け取り、顔の角度を変えると、厚みがあるけれどかたちのいい唇を重ねてきた。

　お互いが深く深く絡み合うように。

　差し入れられてきた舌は熱く、違和感は一瞬だった。

　私をとろかすために巧妙に動き回るそれを、必死に受け止める。

　頬にあった手は後頭部に移動し、私の髪の間に強く五指が食い込む。反対の左手は、私の背に回されていた。

　自分の手の置き場がわからない。いや、戸惑っていたらカッコ悪い。

　私は彼の左肘に、慣れた様子で右手を置いた。ついぎゅっとシャツを握りしめてしまうけれど。

　左手は同じく彼の背に回す。

　身体の密着度が高まると、キスの密度も増した。

　歯列の裏を刺激され、びくんと身体が震えた。

　彼の束縛的なキスが激しくなる。

「逃げんな」

　唇の隙間から言われる。

　断じて逃げてなどいない。

　私は挑戦に応えるために、自らの舌を彼の口こう腔くう深くに侵入させた。

　百戦錬磨の勝負師のように、余裕を持って舌を絡めると、彼がぴくっと反応した。

　驚いた。彼は、デスクに積まれた資料を片手で払う。

　どさどさと音をたてて落ちる書類など気にも留めず、私を抱き上げるとデスクに背から押し倒した。

「社長っ！」

「キス以上しねえよ、バーカ」

　八束社長は私をデスクに押しつけ、キスを再開させた。

　狂おしく激しい動物的なキス。

　私はキスに打ち勝つため、また存分に浸りきるため、自らも彼の唇を味わい続けた。
















第一章　デキる秘書はかく語りき













「いーから、おまえに任せたって言ってんだろ」

　オフィスに響く声は社長のもので、声をかけられた植うえ木きくんは小さく縮み上がった。

　入社一年目の彼が気弱な草食系男子であるという点を差し引いても、社長の声が大きすぎ、迫力がありすぎるのだ。

　現に私は、社長の方向の左耳をふさいだ。

　八束東弥……この会社の社長。

　いっつもこうなんだけど、今日もマジでうるさい。

「あの……先方からの指摘は、ロゴのグリーンをもっと鮮やかに、というもので……。ただ、僕のイメージから言うと、あまりけばけばしいのは、この商品のテーマからぶれるのでは、と……」

「だーかーらー！　おまえの考えでいけって言ってんだよ。シャンプーの広告だぞ。置くのはモード系のサロンだぞ。答え出てんだろ？」

　社長の大声に植木くんがいっそう小さくなる。

　あー、うるさい。やり取りが進まん。

　私は横から口を挟む。

「植木くん、社長は雑で語彙が壊滅的に足りないので、こんな言い方になっていますが、植木くんの考える路線で合っていると言っています。あちらの担当も新人。おそらくは上からの指示を丸まる呑のみで投げてきているのでしょう」

「篠井さん……」

　植木くんが、地獄に仏といった顔で私を見つめる。

「安全策は、あちらの指示通りのデザインをひとつと、植木くんの信念通りのデザインをひとつ、それぞれ提示することです。どちらがいいかは大元のクライアントには一目瞭然でしょうし、新たな意見の擦り合わせもできます」

　私の言葉に植木くんが頷うなずき、今度は社長が口をへの字にした。

「植木ぃ、返事は頷くんじゃなくて『はい』。あと篠井、誰が雑で語彙が足りないんだ？」

「この会社に八束社長以外いないでしょう、そんな人」

　私の言葉に、小さなオフィスがどっと沸いた。

　社長ひとりが口をひん曲げて不服そうだけど。

　うん、放っておこう。

「もーいい。社長を軽んじる社員どもは置いて、俺は外出だ！　篠井、あとは任せたからな」

　植木くんを上から見下ろしていた社長は自分のデスクに向かうと、バッグを乱暴に持ち上げる。横に積まれた決済待ちの資料が何枚か舞った。

　拾い上げ、私はその背中に声をかける。

「十八時までには戻ってください。明日分のファクトリー発注の決済があります」

「おまえ、やっとけ」

「雑」

「今、なんつった」

　私はつーんとそっぽを向くと、自分の業務に戻った。

　私の本来の業務は、この小さなデザイン会社の総務だ。社長の秘書仕事はついでに過ぎない。

　社長はどかどかと豪快な足音をたてて、オフィスを出ていった。

　あのガキ大将、もう少し静かにできないもんか。

　こんな古いオフィスビル、床が抜けるっつうの。うるさい、って他の会社から苦情が来ちゃうっつうの。

　八束デザイン株式会社は、紙媒体の広告からウェブ広告まで広く手がける、小さな小さな会社。

　社長である八束東弥が七年前、大学卒業後に二十三歳で起業。最初は三人きりの会社だったらしい。今は契約社員、パートを合わせて、二十五名を抱える会社に成長している。

「絹きぬさん、ちょっといい？」

　デスクの島は二列。左手から私に声をかけてきたのは沙さ都と子こさんだ。社歴四年のシングルマザーで、主にウェブ広告のデザインを手がけてくれている。ダークブラウンの髪をひとつにまとめた、たおやかな印象の彼女は、ちょっといないレベルの美人だ。

「鮮せん々せんマルシェのネットショップの件なんだけど」

「安あん野の産業からの仕事ですよね」

「うーん、もらった情報が圧倒的に足りないのよね。社長のパソコンにメール来てないかしら」

　私はため息ひとつで、八束社長のパソコンを起動。メールボックスには案の定、たまりにたまったメール。相変わらず、こんな状態でよく仕事を回せているもんだと、妙に感心する。

「沙都子さん、ありましたー。今、転送しまーす」

「ありがと。ついでにこの案件、私がもらっちゃうけどいい？　担当者とのやり取りは社長にｃｃつけるから」

　沙都子さんにあげなきゃ、本件は潰れる。

　いっそ、ｃｃもいらないくらいです。どんどんやっちゃってください。

「よろしくお願いします。万が一遅くなるようでしたら、娘さんのお迎えは私が行きますので」

「納期は明後日あさって。保育延長なしで、ギリいけるかな」

　私が沙都子さんに頭を下げると、後ろから衿えり奈なちゃんが声をかけてくる。

　昨年入社の衿奈ちゃんは、ふわっと緩くパーマをかけたヘアスタイルが似合う、顔のパーツのひとつひとつが小さくて華きゃ奢しゃな可愛い女の子だ。我が社の会計をひとりで取り仕切っている。

　彼女が入るまでは、私と副社長の堂どう上じょうさんという男性が会計をやっていた。彼女が来てくれて大助かりだ。

「絹さーん、社長宛の請求書、出金し忘れってないですかねぇ」

「うーん、ないと思いたい」

「でも、さっき入金ないって電話ありました。大おお井いロジカルから」

　私と衿奈ちゃんは、不在をいいことに社長のデスクを漁あさり始める。

　デスクの上にはあまり物は多くない。しかし、足元のケースや床、引き出しはどこも書類や封書だらけだ。

　衿奈ちゃんが文句を言う。

「社長って、〝適当が服を着て歩いてる〟みたいな人ですよね。私、会社選び失敗したかも」

　うんうん、若わこ人うどよ。正解かもしれない、その考察。

「あれで完全になにもしないならマシなんだけど、全部自分のペースで手ぇ出しまくるからねー。で、すぐに新しい仕事取ってくるでしょ？　タチが悪いったら」

　私もブツブツ日頃の文句を垂れ流す。

　見つからない請求書を探すという毎度の作業に、見かねた同僚たちが口々に声をかけてきた。何人かは手伝い半分、興味半分で捜索に参加してくれる。

「もう、ほっとけよ。篠井」

「社長にやらせなー」

「いや、あの人に任せたら絶対やんないぞ。次の仕事を受けてもらえなくなる」

「篠井、いつも通り頼むよ」

「面倒だろうけど、俺らも路頭に迷いたくないんで、ここはひとつ」

　私は年上も年下も関係なく、社員全員に向かって言った。

「どうにかしますので、みなさんお仕事に戻りやがれですよー」

　私の言葉に、わらわらとメンバーが席に戻っていった。

　いつも通り。これがこの会社の通常運転。仕事はみんなが回してくれる。

　でも、私がやらなきゃ、あの大将の面倒は誰も見ないんだ。

　声がでかくて、態度もでかくて、面倒極まりない社長の管理操縦。それが私、篠井 絹、二十八歳の入社以来デイリーの業務であります。




　約一時間後、探し当てた請求書は、なんとメモなどの裏紙の束の中にあった。

　バカなのか。あいつはバカなのか。大事な請求書を裏紙にする気だったのか。

　私は軽く呪いながら、衿奈ちゃんに請求書を渡し、彼女は銀行にすっ飛んでいった。今ならギリギリ今日の日付で入金できるというお時間。

「篠井、いつもすまん。ありがとうな」

　私の正面のデスクから、副社長の堂上さんが声をかけてくる。

　堂上さんは八束社長の大学時代からの親友で、同い年の三十歳。一緒に起業した仲間だ。紙媒体の広告デザインの責任者でもある。穏やかで線の細い人で、社長とは真逆の性格だ。

「いえ、ところで社長は、十八時に帰ってくると思いますか？」

「今日は安野産業だろ？　そのままあちらの方々と飲みに行っちゃうんじゃないかな」

「ですよねー」

　同感です。そんなこったろうと思ってます。

　紙媒体、布やプラスチックの媒体への広告デザインは印刷会社などに頼むケースも多いけれど、ひとつの案件丸ごと仕事が回ってくることがほとんどの八束デザインは、提携の製作所に委託することになっている。街頭広告や工事現場の覆いなど、大きな広告の制作も同時に進められるということで、特に重宝されている。

　代理店や取引先からＧＯサインが出た時点で製作所に依頼することになっていて、その最終チェックと決済が、うちでいうところの〝ファクトリー決済〟。一応、あのアホ社長の仕事なんだけど……。

「ファクトリー決済の最終チェックは私がしますので、堂上さん、決済をお願いできますか？」

「ま、そうするしかないよね。あいつ帰ってこないんじゃ」

　私たちは顔を見合わせ、苦笑い。

　八束東弥はひとつの組織のトップだけど、緻密なタイプじゃない。例えるなら、漫画に出てくるガキ大将だ。背が高くてがっしりしていて、短めの髪はガテン系のお兄ちゃんみたい。

　性格は粗暴。声が大きくて、態度も大きくて、偉そうにするのはデフォルト。

　仕事ぶりは豪放。とにかくありとあらゆるものに目をつけては、飛び込んでいって仕事に結びつけてしまう。それも社内の人間に振り分けるのがうまい。適材適所を見るスキルがあるのだろう。任せた仕事は確実にものになる。

　情熱があるから、気になる仕事はいつまでも追いかけるし、口も出す。しかし、ひとたび別に面おも白しろそうな仕事が見つかると、そっちに猛ダッシュ。

　情熱と同じくらい、むらっ気もあるから、それをケアする人間も必要で、手間がかかることこの上ない。

　ただ、ひとつ。これだけは間違いないということがある。

　八束東弥は人間的魅力がずば抜けている。

　カリスマというものが持て囃はやされてずいぶん経つけれど、彼もまたその性質の持ち主。ただそこにいるだけで、人を惹ひきつけてやまないタイプなのだ。

「八束は、前に立つタイプだからさ」

「ええ、わかっています。私たちは、裏方ですね」

　光る人間は前に出て話すだけでいい。支えるのはまわりがやる。

　それは、私と堂上さんをはじめ、この会社の社員全員の意見だろう。

　結局のところ、どれだけ文句を言っていたって、社員は八束東弥が好きなのだ。

「あいつは仕事を増やすだけ増やして、どっか行っちゃうだろ。これからも篠井の助けがいると思う」

「あまり助けたくないですが」

「まあまあ、そう言わず。……もし結婚とかの予定があったら、俺にこっそり教えておいてよ。あ、セクハラじゃないから」

　堂上さんの言う意味は、私が会社を抜けたときの、八束社長の補佐役不在の苦労だろう。

　大卒入社から六年近く、総務の仕事と秘書の仕事を両立してきた。確かに、私の不在はこの会社の存続に関わるかもしれない。

「私くらいなら、代わりはたくさんいますよ」

　ま、私ほどはなかなかいないかな。ここまで完璧にデキる女。

　頭で思いながら口では謙遜する。

　はい、嫌な女です、私ー。

「パーフェクト秘書がなに言ってんだか。ともかく頼むよ」

　堂上さんは私を褒めて、コーヒーを取りに行った。

　私は、まんざらでもない気分で仕事に戻る。さて、今月分の勤怠をまとめちゃわなきゃ。

　私、篠井 絹はいわゆるデキる女だ。

　あんな適当社長をうまく操縦し、この会社を回しているのは実質私だ。自負がある。

　大学四年のとき、従兄いとこの敬けい三ぞうさんに『知り合いの会社を手伝ってほしい』と頼まれ、この小さな会社に就職を決めたのも、私という人間が活いきる場を探していたから。

　悪いけど高学歴の才女ですから、下へ手たに大企業の駒になりたくない。仕事の中枢に近づく前に結婚や出産の人生のイベントが挟まって、マミートラックに陥って……そうなるより、小さくても融通が利く会社で、早くから『世界を動かしているぜ！』という喜びを感じたかった。

　まー、あのときは若かった、ってなもんで、現実はちょっと違ったわけです。

　実際この会社に勤めてみたら、人手は足りないし、社長はマックス適当だし、毎日ひいひい言いながら働いている。

　満足はしているけど、やや『これじゃない』感はたまに……。

　八束東弥が魅力的で、パワーに溢あふれた逸材なのはわかる。どんなに私が小こ賢ざかしくても、彼の発するオーラの前にはなんの意味もない。だから、私は知恵を絞って、彼がやりやすいように裏方に徹するのだ。

　私がお膳立てすれば、八束社長は百パーセント以上の仕事をしてくれる。私が描いたことを実現するパワーがある。

　今の私たちの関係はちょうどいい。適当ガキ大将社長と、デキる美人秘書。

　ふふふ。うまく転がして、私のサクセスライフの礎にしてくれるわ。

「篠井、なにニヤけてんだ」

　耳元で響いた、そのでかい声は……。

　私は、ばっとドアのほうを振り向いた。

「社長！　戻ってこられたんですか？」

　そこには八束社長の姿。私の背後から、顔を覗のぞき込んでいる。

「おまえが戻れっつったんだろうがー」

「早すぎです。なんですか？　本当に仕事してたんですか？　ゆっくりめのランチですか？」

「ちゃんと安野産業でおまえの従兄様と打ち合わせしてきたわ！　疑うなら、敬三さんに聞いてみろ！」

　私はスマホを取り出し、安野産業で常務を務める従兄の敬三さんにメッセージアプリで連絡。

「えーと、あ、本当に打ち合わせだったんですね。……ふむふむ、家系ラーメン麺固め油少なめ全部乗っけを食べながら……へー、ほー」

「ランチミーティングっつうな」

「ラーメン屋で。ほー、さすが社長。凡人とは違いますな」

「バカにしてんだろ」

　私たちが小学生男子なら、お互いのほっぺたでもねじり上げながらの会話だっただろう。一応、大人なので、ねめつけ合うだけにしてますけど。

　ま、いいよ、許します。指示通り戻ってきたし！

「では、さっさとお仕事お願いします」

　彼の仕事ケースに決済書類をばさりと置く。今日は結構量が多い。私と堂上さんでやらずに済んでよかった。

「おうよ。なんだおまえ、早く帰りたいのか？」

「どうでしょう。みんな日々忙しいですから」

「意味深だな、おい。リア充アピール半端ないわ」

　私は社長を無視し、自分も仕事をまとめてしまうことにした。

　早く帰れるなら、それに越したことはない。終業後にはお楽しみが待っているのだ。




　二十時。会社がある吉きち祥じょう寺じから中ちゅう央おう線せんでふた駅。武む蔵さし境さかいの駅に着くと、スニーカーにはき替える。

　大きなスーパーを横目に、腕を振って黙々と歩くこと二十分。これは、デスクに座りっぱなし女子の毎日の運動習慣。雪と台風以外はバスには乗らないことにしている。二十代も終盤戦。スタイル維持には涙ぐましい努力がいるのだ。

　景色がだいぶ開けてきて、畑とか見えちゃって郊外感たっぷりになった頃、我が家に到着。

　自宅マンションは築浅のファミリー型賃貸だ。私の部屋は１ＤＫの居心地のいい空間で、就職以来六年間、ここで落ち着いている。郊外も郊外で、都内の相場からしたら安い物件だし、うちの会社は結構お給料がいいから家賃は払えるけれど、それにしたって、ひとり暮らしの同世代女子よりは贅ぜい沢たくな部屋だと思う。

　ささっとシャワーを浴び、フリースパジャマを着ると、髪も乾かさずキッチンへ向かう。

　冷凍ごはんをチン。チゲ風味のカップスープにどぼんと突っ込むと、缶チューハイを片手にワクワクとテレビの前に陣取った。

　リモコンを手に、録りだめしていたドラマを流し始める。まずは今日の朝ドラ。

　今季はいいなぁ。時代もので女子のサクセスストーリーは本当にハズレがない。

　朝ドラ、大河ドラマ、現代劇。ＮＨＫのドラマは非常に優秀だ。さすが国営放送。いいぞ、もっとやれ。

　民放はラブストーリーこそあまり観ないけれど、医療ものや刑事ものは欠かさずチェック。人間ドラマも大好き！

　だって、男のお仕事社会ってワクワクするじゃない。女子が主役ならいっそ、がっつり感情移入して観る。

　自分には縁遠い、まったくの異世界は夢を見せてくれる。

　ああ、絶対ないけど、銃を構えて廃工場で悪党と戦うとか！　妄想するだけでたぎる！　みなぎる！

　社内のみんなは思っている。デキる美人秘書のアフターは、大人の男とカクテル片手に高層階から夜景を眺めているんだろうって。バブリーすぎてへそで茶が沸きそうな世界観。

　実際、私はそういう雰囲気で振る舞っている。イメージは大事だ、うん。すっごく大事。

　しかしてその女の実態は……おうちのテレビでドラマ視聴が趣味の、二十八歳独女ですよ！

　八束社長の前では強がったものの、彼氏はいないし、ぶっちゃけ処女だ。

　彼氏は過去にひとりだけいた。大学一年のときのバイト先の先輩で、見事にキス止まりだった。

　たぶん、プライドがバカみたいに高い私は、『軽々しく肌を許したら安っぽい』と、どこぞの女性誌で読んだような恋愛ハウツーを実践したのだ。よく覚えてないけど！

　結果、三ヵ月で〝ヤらせてくれない女〟の烙らく印いんを押され、捨てられました。はい、無念ー。

　でも、いいの。だって、恋愛はわざわざパワー使うことじゃないし。

　今は仕事のほうが忙しいし。

　努力して婚活とか、カッコ悪いし。

　毎日ドラマ観てワクワクしてたほうが有意義だし。

　枯れてないし！

　強がってないし！

　焦ってないし！

　そりゃ、私にお似合いなイケメンの彼氏くらいいてもいいかもだけど、そういうのってやっぱりご縁なわけで、日々会社と自宅の往復をしているだけでは、ご縁が発生することもなく……。

　いつの間にか朝ドラは終わっていた。

　はっ！　私、途中から自分の心の言い訳に夢中で、あんまり観てないじゃん！　巻き戻し、巻き戻し。

　冷めたごはん入りカップスープをすすりながら、ドラマを観直す。

　従兄の敬三さん夫婦から、この前言われた。

『誰か紹介しようか？』

　自分で思うより重たくのしかかる、そのお言葉。そろそろ、本格的に考えるべきかなぁ。

　私だってわかっている。お高くとまって、なんにもならないプライドを振りかざしていたら、一生ひとり身だ。それこそ、あの八束東弥の面倒を見ているうちにおばあちゃんだ。

　最悪じゃん！　暴君に、寄る年波で偏屈さも加わった社長の面倒を見る老後。想像したくないっ！　その未来を避けるために、やっぱり私も結婚への道を模索すべき？

　でもなぁ、敬三さんと八束社長は旧知の仲。私が婚活を頼んだら、速攻バレるよなぁ。

　ああ、それは嫌だ～！　あのバカ社長にからかわれるのが目に見えてる～。そんな屈辱ない！　憤死する！

　……うん、やっぱりやめた。現状維持でいこうっと。

　私は思考を平へい坦たんに戻し、録画の朝ドラに集中するのだった。




　生きとし生けるものはみな平等。誰もが日々を懸命に生きている過程で、些さ細さいな過ちくらいは起こす。

　それが、八束社長毎度の『ヤッベー、忘れてた』に端を発する急な仕事だったりしても、心の広ーい私は許してあげるわけですよ。

　気づいたのが『よし、帰って明日の午前返却のＤＶＤ観るぞ～』っていう金曜の十九時四十五分だったとしてもね！

「篠井、一いち蓮れん托たく生しょうって言葉を知ってるか」

　キラリと白い歯を光らせ、私の肩にポンと手を置く社長。

「社長と同じ蓮はすの上で生き死にする気はないです」

「そう言うなって。俺ひとりじゃ月曜までかかっちゃうだろ」

　私は社長の腕を振りはらって立ち上がると、あははと陽気に笑う。

「かければいいじゃないですか。どうせ、先方だって今日もらっても見ませんよ」

「甘いな！　年末の印刷所は激混みだ。明日も稼働日なんだよ。もちろん、あちらさんの担当も土曜出勤だーっ！」

　言うなり、でかい図体で私のまわりをくるくる回りだす社長。こんなでかい犬、嫌。

「命令だ！　デザインを俺が作ってる間に、一緒に提出する資料を作れ！」

「嫌ですよ！　私、帰って用事があるんですから！」

　ＤＶＤですが。明日返却の人気刑事ドラマの劇場版ですが。

「もういっそ、俺は頭を下げるぞ！　頼む、手伝ってくれ！」

「絶対に嫌です。何度目ですか、こういうの！」

「埋め合わせは考えてやるから！　な？　頼むよ、篠井さーん！」

　この男は毎度毎度……。甘やかしすぎたかしら。ひとりでできないバカ息子に育てちゃったかしら。

　親心として、ここは思いっきり千尋の谷に突き落として……。

　待てよ？　埋め合わせかぁ。それならバカ高い肉でもおごらせてやろーかな。

　あ！　この前、火曜ドラマシリーズで出てためっちゃ高い京懐石！　あんまり美お味いしそうで、ネットで撮影場所チェックしたんだよね。

　予想通り超高級なお懐石で、政府高官御ご用よう達たしの店だった。二十八歳女子、パトロンなしには到底行けない店。

　よし、社長のポケットマネーであそこをおごらせちゃおう。決ーめた、決めた！

　私は手にした通勤バッグをオフィスチェアに戻した。

「なにをすればいいですか？」

「さすが！　愛してるよ、絹！」

　社長が眉尻を下げ、嬉うれしそうに私の腕にすがりついてきた。その大仰な感激アピールがうっとうしい。

「うるっさい。ハゲてしまえ」

　社長にしか聞こえない声で悪態をつく。

　社長がデザインを作る間に、私はプレゼン用資料と、区役所に出す書類を作ることになった。

　今回の仕事は、駅前の大看板に出す不動産広告。外看板は、仕事をくれる代理店、親の不動産会社、区役所や地域の団体など、方々に提出するものが多い。

　だから締め切りがタイトだっつうのに、なんでこういう仕事を忘れちゃったのかなぁ！

　社長は、芸術系の学部にいる間に経営に興味が出てきちゃって起業した人なので、本職はデザイナーだ。普段は周囲に仕事を振りまくっているけれど、どうにもならなくなると、こうしてひとり深夜に本業を頑張ることになる。

　まあ、だいたいのところは、私がサポートについて脇の書類を作ったりするんだけどね。




　お互い文句を言い合うのも封印し、黙々と仕事をすること三時間。オフィスには社長と私しかいなくなっていた。

　少人数でアットホームで、全員なんだか緩いこの会社。社員たちは自分の業務が片づくと、『じゃ、お先に失礼します～。ファイトで～す』と社長と総務を置いて帰ってしまった。

　いいけど！　私だって、逆の立場ならそうするし！

　オフィスの電気を半分消し、省エネモードにする。逆にエアコンは設定温度を上げた。十二月の夜だ。結構冷え込む。

　はあ。慣れているとはいえ、この男に振り回されるのも飽きてきた今日この頃。次やったら、グーパンチだ。いや、絶対またやるな、うん。何度グーパンチしても足りないな。拳がべこべこになるな。

　やっぱり結婚というイベントで、人生を仕切り直しちゃおうかな。この男の老後を見ることが確定しないように。

　妻として母として、これからは家族のために生きていきます。そして夫について海外へ……っていうのはどう？　手っ取り早く縁も切れていいじゃない。

　いやいや、その前に海外赴任が回ってくる男を捕まえろっちゅう話。

　心の中で妙な打算を繰り広げながら、最後の一文字を打ち終える。

「社長。私、終わりました。確認してください」

「あー、わかった。俺のが終わったら見るわ」

　社長はディスプレイから目を離さずに答える。

「それじゃ、社長が終わるまで帰れないじゃないですか」

　私があからさまに不満げな声を上げると、やはりこちらには目もくれず社長は言うのだ。

「今夜は帰さない」

「頭から真っぷたつに割れろ」

　思わず、悪態をついてしまった。

　元々、社長とは年がふたつしか離れていない。八束デザインの現メンバーは二十三歳から四十五歳という若い会社で、私に同期はいない。変な話だけど、社長と堂上さんが一番年が近いのだ。

　業務上、これほど面倒を見ていると、自然とこういう態度にもなる。この男が、私の悪態に乗っかりこそすれ、本気で怒る器の小さい社長じゃないのも知っている。

「もう少しだから、おとなしく待ってろって」




　その言葉に騙だまされ、そこから一時間。

　おーい、終電行っちゃいますけどー。

「社長っ！　まだですか!?」

　私はイライラとデスクから腰を上げ、斜め前の社長のデスクを睨にらむ。

「できた、ジャストナウ！　よっしゃ、じゃ篠井の作ってくれたのチェックするわ。待っとけ」

「だーかーらー」

　突っ込みかけてやめた。

　もういいや。終電には間に合わないし、タクシー代はこの男に出させる。断じて会社の経費にはさせない。明日は午前中ＤＶＤ観て、午後はぐーぐー眠ればいい。早く終われー。

　呪いながら、それでもコーヒーを淹いれてあげる優しい私。

「篠井さー、今日は男でも来る予定だったのかー？」

　ディスプレイを眺め、淹れたてのコーヒーを飲みながら社長が声をかけてくる。

　自分のやることが終わり、あとはチェックとなった途端、セクハラまがいの雑談を仕掛けてくるあたり。

「そういうこと聞きますか？　ご想像にお任せします」

　含みを持たせて強がっても、事実はなにも変わらない。でも、『帰ってがっつり、ＤＶＤ観るつもりでした』とは言えないですよ。

　それはこいつ相手に限ったことじゃない。私のキャラ的に、そういうのはなしだ。バレたくない。ぼっちな週末なんて。

「一応、年上として忠告するけど、不倫はダメだからな。慰謝料とか結構取られるらしいぞ」

「はぁ？」

　不倫なんかするかってーの。というか、不倫する機会があったら、好条件の彼氏を探しに行くっての。

「不倫ではありませんので、ご安心ください」

「いや。でもおまえさ、男いるっぽくしてるけど、普通の男の影が全然見えないんだよな」

　社長は無邪気な様子で言った。さりげなく、日常会話として。

　ドキッと心臓が跳ねた。

　なにそれ、どうしてそんなことがわかるの？

　私のあと、つけた？　それとも心が読める系のライトノベル的スペック？

　私が背中に冷や汗をかいていることを知らない社長は、続けて言う。

「男がいる幸せ感とか、生活や雰囲気ににじむ男の気配っていうのが、篠井にはない。ってことは、相手は不倫の既婚者かと」

　どうやら、あくまで勘のようだ。危ない、危ない。下手な言い訳をしなくて正解だ。

「社長の推論であれこれ言わないでください。私は――」

「あ、わかった！　実際のところ、ガチで彼氏なしなんだろ！　見栄っ張りの篠井は、彼氏いないとは言いたくないから、それっぽく振る舞ってたんだな」

　言いかけた言葉を遮って、社長が顔を上げた。子どもみたいにいたずらな笑顔だ。

　ドキーン！なんて生易しいものじゃない。ズッキィィィンと心臓に響く衝撃。

　この男、核心突きすぎ。

　声が震えないように生唾を飲み込む。

「なにを言ってるんですか。失礼ですよ」

「だっておまえ、やっぱ彼氏いる女には見えないよ。実は恋愛経験ゼロとか？」

　核心その二です。なにこいつ。

「恋愛経験、豊富なんですよ。こう見えて」

　私は頬をひくつかせていることを必死に隠し、矛先を変える。

「そういう八束社長こそ、あまり恋愛に縁があるようには見えませんけど」

「そうか？　俺はこれでも人並みに――」

「六年お仕事させてもらってますが、女性とお出かけなんて聞いたことないですし。つまりは起業して以来、彼女はいないということですよね。それって〝モテない〟の部類じゃないですか？　まあ、あまり女性に好かれる雰囲気ではないですけど。粗暴で、適当で」

　普通に答えてくる社長に、食い気味に言う。

　彼が顔を意地悪く歪ゆがめた。

「ほぉ、言ってくれるな」

　よし、挑発に引っかかったぞ。このまま、話題をあっちにすり替えてやれ。

　私は張り切って悪態を並べる。

「まず、身体の関係とか、そういったことが想像つかないです。社長って骨格が大きいし、筋肉質だし、にじみ出る荒っぽい感じが、女子的には壊されそうに見えるんですよね。しかも自分勝手じゃないですか。ひとりで気持ちよくなってさっさと終わっちゃいそう」

「手荒く勝手な早漏野郎であると」

　社長の声が低く、視線の温度もぐっと下がったような気はした。でも、言いだした言葉は止まらない。

「案外、女性経験なしとかですか？　あ、素しろ人うと童貞とか？　いますよね、風俗で初体験済ませちゃう男子って。あー、そんな感じしてきた。見た目、なにザイルだよって感じでワイルドリーマン気取ってるくせに、実はお金払わないと女の子に相手してもらえないっていう……」

　そこまで言って、ようやく私は止まった。

　ヤッベー、言いすぎた。全力で言いすぎた。自分の図星を突かれて、焦った結果がこれですよ！

　ゆらあっと社長が立ち上がる。びくっと条件反射ですくみ上がる私。

　しかし彼は、飲み終えたコーヒーマグを洗い物用のカゴに入れただけだった。

　こっわ！　無表情こっわ！

「篠井、こっち来い」

　社長が自分のデスクに戻り、オフィスチェアの背もたれに手をついた姿勢で、こちらを冷たく見つめている。

　挑発しまくったのは私だ。さすがに部下としてやりすぎた。甘んじて怒られるしかない。

　おずおずとデスクまで近づくと、社長は言った。

「そこまで言うなら、試してみろよ。俺とのキス」

「え？」

　今、なんと？

　キス？

　試す？　社長と？

「素人童貞か、経験ゼロか。試してみろよ、経験豊富な篠井サン」

　社長が間近く私を見下ろし、にやっと企たくらんだ笑みを浮かべた。

　わかったぞ。この男、わかりやすく私を挑発している。

『おまえこそ、経験豊富とか言っちゃってるけど、実際は経験ねーだろー』といった悪意ある挑発を感じますよ、わたくし。

「いいですよ、キスくらい」

　受けて立とうではないか、この戦いくさ。

　こんな適当ガキ大将男にナメられてたまるか。絶っっっ対、私のキスでこてんぱんにしてやる。キスくらいなら、大丈夫だもん。経験あるもん。

　私は余裕の表情を作って微ほほ笑えみ、社長の前に近づいた。デスクと社長に挟まれる位置で見上げると、彼がずいっと一歩近づく。

　反射的に一歩下がる。

　おいおい、逃げるな、私。

　そう思いつつ、もう一歩下がってしまう。腰が社長のデスクにぶつかった。

「篠井、顔こっち向けろ」

　……これ以上、逃げ場はない。

　私は再びごくんと生唾を飲み込み、挑むように彼を見上げた。




　唇同士が離れるまでに、いったいどれだけの時間がかかったのかわからない。

　時計を見る暇も、考える余裕もなかった。

　デスクに押し倒された格好で社長のキスを受けていた私は、うっすらと瞳を開け、彼の顔を見つめる。

　キスの余韻が残る濃密な空気。さほど離れていない唇と唇は、すぐにでも再びくっついてしまいそうだ。

　視線が絡む。

　すると、社長はふっと目をそらした。そして、あっさりと私の上から退いた。

「電話……」

　ぼそっと言い、スマホ片手にオフィスを出ていく八束東弥の姿。私はデスクに身体を起こした格好で、呆ぼう然ぜんと見送った。

　こんな深夜に、誰が電話してくるっていうのよ？　ステディなジョーカノでもいるってー？

　言い訳がわかりやすすぎるのよ！　挑発しておいて、キスしておいて、逃げやがった……あの男。

　怒りでぐらぐらしてくる頭と裏腹に、デスクに座ったまま、私は自分の唇に触れていた。

　さっきまで社長としていた濃厚なキスの感触は、まだしっかり残っている。知らず頬が熱くなる。

　そして次の瞬間、はたと我に返った。

　私……なんてことをしちゃったんだろう！

　勢いでとんでもないことをしてしまった。

　社長とキス……あの八束東弥と、がっつり濃い味のエロいキス!!

　ギャー!!　なにやってんだぁぁぁぁ!!

　私はデスクから下りた。

　バッグを手にフロアを出ると、社長の戻りを待つことなくビルを出てタクシーを捕まえた。

　早く帰って寝よう。それから、明日は午前中にレンタルＤＶＤ観て、返却がてら買い物行って、美味しいレトルトカレーでも買って帰ろう。

　うん、それがいい。『そうしよう、そうしよう』とお空のお月さんも言ってるよ。

　私はタクシーに乗っている間、治まらない動どう悸きに胸を押さえながら、ずっと唇を噛かみしめていた。
















第二章　暴君社長の言い分はこうである













　スマホの電波の向こうで篠井 絹が言う。

『――ということで進めますので』

　俺は冷えた冬の空を見上げて答える。

「あー、それじゃ頼む」

『今日は直帰ですか？』

「一度戻る。遅くなるから、閉めて帰っていいぞ」

　篠井の了解を受けて通話を切った。

　帰るっぽい返答だったけれど、あいつもたぶん残るだろうな。仕事を片づけながら、それとなく。あいつはそういう女だ。

　俺はこれから落ち合う取引先の担当に電話をした。今日はあちらの社長も交えて接待飲みだ。

　今どき流は行やらないとは思うけど、うちみたいな小さい会社は、コミュニケーションも仕事のうち。

　八束デザイン株式会社は、俺が大学を出て起たち上げた会社だ。俺の見込んだ連中と組んで、俺が仕切る代わりに、やつらには全力で仕事をしてもらう。

　ま、そういった夢のようなことができたのは、俺の実家に貸せるほどの金があったことと、友人の重しげ松まつ敬三のおかげだと思う。

　重松敬三は大商社、安野産業の若き常務だ。経営のコンサル会で俺と知り合ったときは、まだ部長だったし、俺は大学生で二十歳はたちそこそこの若造だった。彼が安野産業のありとあらゆる部署に繋つなぎを作ってくれた。

　八束デザインの売り上げの実に四割は、安野産業の仕事だ。ありがたいと同時に、期待に応えたいと思うのは、人間として当然。がむしゃらにやっているうちに七年が経っていた。

　とはいえ、俺は仕事を取ってくる営業役で、あとのことはメンバーがやってくれるっつう気楽な身でもあるんだよな。みんなの協力で、俺の会社はどうにか回っている。こんなこと、口に出して礼は言わないけれど。

　待ち合わせの時間まで少しあるので、コーヒーを飲みにチェーンのショップに入る。

　禁煙だからか、女子が多い。大学生くらいか？　まだ会社員が出てくるには一時間ほど早い時刻だ。

　みんな小こ綺ぎ麗れいだ。以前ほど女子のファッションの多様化は見られない。俺たちが大学生だった頃は、もっとすごかった。美大生だったっつうのも特徴かもしれない。

　雑誌から抜け出てきたようなトレンド感はあるけれど、一律な女子たちを横目に、本日のコーヒーを飲む。

　こうして有象無象の女子の集団を見ると、篠井 絹はやはりなかなか美人なのだと思い至る。

　ここにいる女子たちより年上だろうが、篠井のほうが圧倒的に綺麗だ。隙がないけれど適度に女子らしいオフィスカジュアルも、チョコレートブラウンのロングヘアを無造作にまとめた姿もこなれている。

　顔立ちはアイドルグループのセンタークラスの女子よりはるかに整っているし、スタイルも悪くない。顔とスタイルだけなら、狭い社会だが我が社ナンバーワンかもしれない。

　あ、ウェブデザインの沙都子さんといい勝負かな。

　仕事ぶりも充分。というか、あいつが後ろにいるってわかっているから、俺は自由に仕事ができる。

　実務はデザイナーたち。営業は俺。その他のすべてをあいつが統括しているから、俺の仕事の幅が広がるのだ。八束デザインが順風満帆に続いているのは、実質あいつのおかげだ。

　敬三さんの年の離れた従妹だ、とあいつを紹介されたときは、ただのツンとした女子大生くらいにしか思っていなかった。まさかこれほど頼れる存在になるとは。

　先日、古ふる馴な染じみで副社長をやってもらっている堂上から言われたことを思い出す。

『篠井だって年頃の女子なんだから、いつまでも会社にはいないよ。篠井の抱える膨大な業務をシェアしていける人を雇ったらどうだ？』

　そのとき、俺はこう答えた。

『誰かがいないと成り立たないなら、そんな会社は潰れるべきだ。あいつが急に抜けたら、俺が補う。それでどうにかなる』

　いつものビッグマウスを叩たたいてみて、ようやくそこで気づいた。

　そうか、篠井だっていつまでも俺の元にはいない。好きな男と結婚したら、女子というものは人生のステージが変わる。社会的な扶助制度の問題よりも、心情的な部分で、どうしたって夫と子ども優先になる。

　そのとき篠井は、俺のサポートを今と同じようにはこなせないだろう。もしかすると、寿退職ってこともあり得る。

　そもそも篠井には付き合っている男はいるのか？　みんなはいると思っているけど、どうなんだ、実際は。

　……そんなことを考えていたせいだろうか。あんなことをしてしまったのは……。

　頭を抱えたくなる。

　なにをしてしまったのか。……そりゃ、キスだよ、キス。ベロチューだよ。すんごいエロいの。俺、本当になにをしたんだか。

　篠井の悪態もいつものことだ。安い挑発を煽あおり返して、あっちが乗ってきたのが意外だった。

　ふざけた気分で追いつめて、緊張した顔のあいつにちょっとワクワクして、唇を重ねたら止まらなくなってしまった。

　気づいたらデスクに押し倒して、貪むさぼるようにキスしていた。

　篠井は嫌がっていない。むしろ、もっともっと、とねだるように俺の唇に噛みついてくる。

　このままふたりで、いけるとこまでいってみようか。

　俺たちの間にはあの瞬間、暗黙の了解があった。たぶん、俺の思い過ごしではない。

　手があいつの太ももに一瞬触れた。それで、ようやく正気に戻った。

　俺、なにやってんだ。部下で仕事上の相棒である篠井 絹を、このまま抱く気か？

　唇を離し、篠井を見下ろしてクラクラした。

　篠井は俺を見ていた。真っ赤な頬と、濡ぬれそぼり、薄く開いた唇で。潤んだ瞳は、戸惑っているようにも、欲しがっているようにも見えた。

　正直、ものすごくエロかった。ただちにキスを再開しようかと思ったくらい。

　というか、完全にこっちの身体が反応してしまっていた。

　まずい。

　すごくまずい。

　気まずいだけじゃない。俺のフィジカルがまずい。

　俺は電話のふりというバレバレの手法で、その場を逃げだした。オフィスに戻ると、篠井はすでに帰ったあとだったっけ。

　あの晩から、約一週間。オフィスで会う篠井はまったくもっていつも通りで、あんなことはなかったかのよう。

　ま、そうだよな。そういう意味合いのおふざけだったもんな。だから、俺もサクッと忘れるべきなんだよな。

　そう思いながら、胸の疼うずきを止められない。

　たぶん、この疼きのほとんどを占めるのは罪悪感。女兄弟みたいに近しい篠井に、ただの女として触れてしまったことに対する気持ちだ。

　もし、あのまま流れで、想いもなにも伴わないセックスでもしてしまったら、俺たちの関係は元通りとはいかなかっただろう。少なくとも、俺はあいつに対して罪悪感と遠慮をわずかばかりでも覚えてしまう。

　キスで済んでよかったんだ。

　もう二度としなければ、いつか年を取ったときに冗談にできる。『あんなこともあったな。若かったよな』って。

　コーヒーは冷めてしまった。間もなく時間だ。

　俺は冷たくなったブラックコーヒーを飲み込んで、立ち上がった。

　年末の神じん宮ぐう前まえはごみごみと騒々しい。埃ほこりっぽい夜の空気に、ふうっと息をついた。




　今日は、昼をずいぶん過ぎた時刻に手が空いた。

　顔を上げると斜め向かいのデスクで、ちょうど堂上が伸びをしたところだった。オフィスにいることが珍しい俺と目が合う。

「社長、昼メシまだですか？」

　堂上 裕ゆたかは大学の同級生で、親友といっても差し支えない仲だ。みんなの前では名称だけ『社長』と呼んでくる。完全にポーズなので、態度は友人に対するぞんざいなものだ。

「ラーメンにしようか」

　そう言えば伝わる。『まだ』とか、『一緒に行くか』という言葉がなくても。友人はいいものだ。

「毎日じゃん。太るよ。いつまでも、あると思うな、金と基礎代謝」

「うっせー」

　訂正。友人とは厳しいものである。




　結局、堂上と近所のタイ料理店へ行くことにした。

　悔しいのでタイヌードルを頼む俺を尻目に、堂上はグリーンカレーのサラダセットという目に優しいメニューだ。

　それは身体にも優しいのか？　太らないメニューなのか？　……油ギトギトのラーメン、小どんぶり付きよりはマシか。

　おとなしく鶏ダシの細麺をすすっていると、堂上が言う。

「なぁ、八束ぁ。俺、結婚しようと思うんだ」

　むせた。いきなりの告白にむせた。

「え？　相手はリカちゃん？」

「気安く『ちゃん』付け、やめてくんない？」

　堂上には大学時代から付き合っている、ひとつ年下の彼女がいる。さては、三十歳を目前に長すぎた春を責められ、結婚をせっつかれたってところだろう。優やさ男おとこを絵に描いたような堂上が結婚を決意したとは、よっぽどだ。

「よかったじゃん。リカちゃんもホッとしてるだろ、おまえがようやくもらう気になってくれて」

「おー。まあ、一番最初に報告してみた」

　堂上がサラダを咀そ嚼しゃくしてから言う。

「恥ずかしながら、結婚っていうものをやっと真ま面じ目めに考えだしたよ。長く付き合ってる女に責任はあるよな。俺らも、もう三十歳。この会社を一緒に始めた生い駒こまだって、すでに母親なんだぜ」

「いつまでも大学生気分じゃいられない。着実に年は取ってる」

　俺は答えつつ、懐かしい名前に感傷的になる。

　生駒はこの会社の創業メンバーで、翌年転職した。そのあと会社の上司と縁づいて、今や二児の母だ。

　内緒の話だが、俺は生駒のことが少し好きだった時期がある。だから会社に誘ったんだけど、結局気持ちを伝える前にいなくなってしまった。うまくいかないもんだ。

「でさ、俺はようやくそういう大人な考え方ができるようになったわけなんだけど、篠井の件、覚えてる？」

　シノイノケン。

　今度は、むせずに済んだ。でも、なんて話題だ。今、その件、すっげえ話したくない気分。

「年頃の篠井だって、そのうち結婚するって話。総務兼秘書がいなくなったらまずいって話」

「俺がやるって言ったじゃん」

「八束の言葉じゃ現実に即してない。篠井が結婚や出産でこの会社を抜けるかもって、真面目に考えてないだろ」

「あー。でもあいつ、彼氏いないんじゃないか？」

　世慣れていそうに見えてただのクソ真面目な女・篠井 絹が、彼氏がいるのに俺の挑発に乗ってキスするはずがない。あいつの性格上、現時点では特定の男はいないのだろう。

「え？　そうなんだ。それなら好都合」

「なにが？」

　堂上はクリエイターだけあって、ちょいちょい話の流れが見えないことがある。いや、クリエイター云うん々ぬんじゃないか。こいつの性格だな。

　俺が胡う散さんくさそうに見つめていると、口を開きかけた堂上が、盛大にスプーンをグリーンカレーに落下させた。

　話が中断し、俺が見守る中、紙ナプキンでゴシゴシとスプーンを綺麗に拭いている堂上。

　篠井の名前が急に出てきた時点で、だいぶ気になるんだが。

「ごめんごめん。あのさ、篠井が八束の嫁さんになれば、全部解決じゃない？」

　いきなり言われた。今度こそ、口になにも入っていなくてよかった。

　こいつ、なにを言いだした？

「待て。話がまったくわからない」

　俺が頭を抱えて問い返すと、ケロッとした表情で答える堂上。

「八束と篠井は、喧けん嘩かしつつも仲良しのグッドパートナーだと思うんだよね」

「仕事上はな！」

「プライベートでもグッドパートナーになれない？　そうすれば、総務兼秘書はどこにも行かない。八束デザインは超安泰。八束社長のライフも超安泰」

　こいつ……なんつう短絡……。

「あのな、堂上はリカちゃんを愛してないのか？」

「だから気安く『ちゃん』付けで呼ばないでよ。もちろん愛してますよ」

「じゃあわかるだろ。結婚ってのは、愛あるふたりがするもんなんだよ」

「えー？　でも八束は篠井のこと好きだろ？」

　好き？　俺が篠井を？

　待て。変な意味に捉えるな。

「部下としてはな。俺は一度だって、あいつを女として見たことは……」

　言いかけて、はたと止まる。

　ある。ついこの間、思いっきり女として見てしまった。

　抜け目なく堂上が目を細める。

「あるんだ」

「ねえよ！」

　全否定で嘘うそをついておく。

　堂上は残りのカレーをサクサクと食べ進める。そして言った。

「ともかく、一度考えてみたら？　篠井のこと、公私ともに支え合えるパートナーにできるのか」

　考えねーよ、アホか。とは言葉にせずに心で罵ののしる。

「篠井、美人だし。捕まえとくなら早めがいいとは思うけど」

　話にならんというように首を横に振って、俺はタイヌードルを片づけるのだった。




　堂上とふたり、オフィスに戻る。

　こいつの結婚式、どうなるのかな。祝いになにを贈ろうか、など、本人に言えばいいことをぼんやりと頭の中で考える。

　話題にしないのは、また篠井の件を持ち出されたくないからだ。

　篠井を嫁さんに？　なんだそれは。お互い失礼にもほどがあるだろ。

『ずっと俺の仕事を支えてほしい』とか言うのか？

　待て、ダメだ。これじゃ、中途半端にプロポーズっぽい。

　違うんだよ。俺的には多少なりとも、結婚っていうのは愛を誓うって話なんだから、打算とは無縁のところにあって。

　でも、それをはっきり言ったら乙女すぎる。だから、言わないってだけで。見た目以上に、そのあたり堅いんだぞ、俺は。

　ああ、だから後悔してるんだよ。一週間前のキスをさ！

「社長？」

　オフィスのドアを開けると、なんというタイミングか、篠井と鉢合わせした。

　俺の顔色、絶対に変わるなよ。

「篠井、今夜、車出せるか？」

　いきなり仕事の話にシフトしてみる。篠井は表情も変えずに頷いた。

「ええ、大丈夫ですよ。今夜のパーティーでしょう？」

「そうだ。会場が八はち王おう子じ駅からバスで二十分なんだよ。送りだけでも出してくれると助かる」

　取引先の会長が経営するフレンチでのパーティーというのがコンセプトなのだが、要はお付き合いでの遠征接待だ。

　うちには俺所有の車が一台。社用車として近くの月つき極ぎめに置いてある。立地的に郊外の客先には使うことにしている。

　篠井は俺を見上げ、わずかに考えるように唇を尖とがらせた。

　薄い色味のナチュラルなリップが、妙に色っぽい。瞬時に俺は、ちょうど一週間前になるあの夜を思い出した。

　いかんいかん。部下を変な目で見るな。

「二、三時間なら、適当に潰しますよ。帰りもお迎えに行きましょうか？」

「いや、帰りは割り切ってタクシーにする」

　俺の家はこのオフィスの近所のマンション。電車がある時間なら、タクシーで八王子に行って、電車で吉祥寺まで戻ってくればいい。会社までタクシーで帰っても、ポケットマネーなら問題なしだ。

「私でしたらお気になさらず。時間潰すの、得意ですので」

「今日は男と会わないのかよ」

　口にして最高に後悔した。

　セクハラ発言にもタイミングってもんがあるだろ。こいつに恋人はいないと想像しながら、確かめようとカマかけて、ダサいことこの上ない。

「訂正。やっぱ送りだけでいいわ。運転手頼む」

　俺はそう告げて、デスクに戻った。篠井はなにか言いたげな雰囲気は見せたけれど、黙っていた。




　国くに立たち府ふ中ちゅうインターチェンジから中ちゅう央おう道どうへ。俺は助手席。運転席には篠井がいる。

　俺がこの大きめのボックスカーを買ったときは、『車高が高い車は運転したことがない』などと文句ばっかり言っていた篠井だけど、運転している彼女は俺よりさまになっているように見えた。

　たまに運転手を買って出てくれる篠井。彼女が運転しているのを見るのは、結構好きだ。

　一応、パーティー用の仕立てスーツの俺と、フリルシャツにジャケット、ペンシルスカートの篠井。デートには見えない。

「あれ、この曲」

　社内に流れる曲はラジオのセレクトだ。俺が大学時代に流行っていた曲がちょうど流れている。

　最近はこのバンドもあまり名前を聞かないし、活動しているのかもわからないけれど、曲だけは当時の空気を孕はらんで流布されていく。

「懐かしいですね」

　俺とふたつしか年の変わらない篠井が言う。

　ああ、篠井も大学時代に聴いていたんだな。

「俺、ライブ行った。渋しぶ谷やのライブハウスで」

「え、本当ですか？　私、ドームは行ったことありますけど、ライブハウスはないな」

「すっげー出たての頃だよ。当時付き合ってた彼女がジャパニーズロック大好きでさ。連れてかれた」

「そうですか」

　あれ、篠井の声が冷めた。〝当時の彼女〟っていうのがまずかったか？

　待て待て、篠井が気分悪くなる理由もないだろ。俺、ちょっと天てん狗ぐになってるよな。一回キスしたくらいで彼氏気取りかよ。

「私、結構好きだったんです」

「え!?」

　俺は素すっ頓とん狂きょうな声を上げてしまった。篠井が横目で、不審そうにこっちを見る。

「このバンドの話……でいいんですよね」

「うん。いい。……よく聞こえなかったんだよ。エンジン音でさ」

　必死に言い訳する俺、ダサい。『好き』の言葉がどこにかかっているのかわからなくて、一瞬混乱した。

　篠井は頬を少し緩めて、思い出すように言う。

「当時の土曜ドラマの主題歌だったんですよね。ドラマがサスペンス系で、すっごく世界観とマッチしてて、一気に好きになっちゃったんですよ。懐かしいなぁ」

「あー、そういえば。一番売れたのってその主題歌だよな」

「違いますよ。そのあとのＣＭソングのほうが売れてます」

　意外にもだいぶ詳しい篠井に驚く。

　ドームも行ってるって言うし。これは、結構本気のファンだったな。

「残念ながら、私が大学を出た年に解散しちゃいましたけど。今でもたまにＣＤ引っ張り出したり、動画サイトで聴いたりしますよ」

「へえ。篠井みたいな鉄の女にも、そーいう普通の部分があるんだ」

「ええ。私なんか超普通ですよ。こんなやわやわの鉄は存在しないです」

　篠井はうそぶいて微笑んだ。

　こいつって、普段は余裕たっぷりのこなれた女なんだよな。悪く言えば見栄っ張り。本当はただの真面目な努力家。

　ちょっと変わったデキる秘書も、ドラマ観て、主題歌やってるバンドに惚ほれちゃう女だったんだ。意外で面白い。

「あ、ちょっとラジオ消すぞ」

　曲が終わったので俺はラジオを消し、スマホを取り出して動画サイトに繋ぐ。

　最大音量で流れ始めたのは、さっきのバンドのまったく違う曲。

「俺はこの曲が一番好き」

　篠井が驚いた顔をするのが見えた。ワンコーラスを聴いてから、彼女が答える。

「私もこの曲が一番好きです。ミニアルバムの収録曲で、目立つ曲じゃないんですよね。でもライブでは必ずやるんです」

「たぶん初期の曲なんだろうな。俺が行ったライブハウスでもやってたよ。正直、感動して泣けた」

　俺の言葉に篠井が笑う。これはいつもの余裕の笑みじゃない。素の笑顔だ。ふにゃっと、ちょっと気の抜けた顔。

　こいつ、喜んでる。自分の大好きな曲に、他人が同じく価値を見いだしてたってことに。

「社長が泣くとか、あり得ないですね」

「俺、泣き虫だぞ。感動しやすいし」

「バカじゃないですか？」

　篠井が悪態をつきながら笑っているのが、心地いい。

　なんだよ、おまえ。もっとそういう顔しろよ。いつだって、『私、ちゃんとしてますから』みたいな顔してないでさ。

　ふと、気づく。俺があのとき、図に乗ってキスしてしまったのは、こいつの余裕を崩したかったからなのかもしれない。綺麗に取り繕った仮面にヒビを入れてやりたくなったのかもしれない。

　ただ、どんな理由にしたって、あれはまずかった。

　ほら、今だって篠井はちっとも気にしている素振りを見せない。ウジウジ考えているのは俺だけだ。もうあの記憶は頭から追い出せ。




　目的地には一時間少々で到着した。

　フレンチレストランの広い駐車場に車が停止すると、俺は後ろにかけてあった上着を羽織る。

「悪かったな。帰り、気をつけろよ」

「ええ。本当に迎えは大丈夫ですか？」

「子どもじゃねーぞ」

「そうでしたね」と薄く笑う篠井は、俺のことを出来の悪い兄だとでも考えているのかな。

　本当に出来が悪くてすまんと思ってるよ。妹におんぶにだっこの兄貴分でさ。

　だけど、おまえにかける迷惑はこれでも選んでるんだぞ。『そんなことで威張るな』っておまえは言うだろうけど。

　助手席から降りると、座席にスマホが落ちる。

　足元まで落下する前に、と手を伸ばすと、同じことを考えたであろう篠井と手がぶつかった。

　俺の指先に当たる、篠井の手の甲。

　薄暗い車内に眩まぶしいくらいに白く浮かび上がった、篠井 絹の手。

　すぐさま、それは勢いよく引っ込められた。

　うお、すげー過剰反応！　って、俺もスピーディーに手ぇ引っ込めちゃったけど！

　たかが手と手が触れ合っただけで、なにを慌ててるんだ、俺たちは。なにを意識し合ってるんだ。

　はっと顔を見ると、篠井は気まずいことこの上なしというように頬を赤くし、目をそらしていた。触れてしまった右手を胸の前に持っていき、左手で覆っている。

　おいおいおい、なにその態度。えーと……。

「手の甲引ひっ掻かいちゃったな。すまん」

　俺は適当に謝る。言いたいことはそれじゃない。でも、他に言うべき言葉が思いつかない。

　篠井が口の中で小さく、「いいえ」と答えた。

「ありがとな。じゃあ」

　俺は助手席のドアを閉めると、目的地のエントランスに向かって歩きだす。

　篠井はまだこちらを見ているだろうか。どうかさっさと車を発進させてほしい。

　篠井は平気なふりをしているだけだ。

　キスを忘れたふりをしているだけだ。

　それは、あいつなりの後悔からだろう。あいつも同じ気持ちか。まずいことをしちまった、って。

　俺はため息をつく。

　それなら、俺も精いっぱい普通に接するべきだよなぁ。バカなノリでバカなことをするもんじゃない。

　お互い絶妙にダメージを負って、微妙に距離感に戸惑っている。

　これ以上、篠井と変なことにならないようにしよう。堂上の言った提案は二度と考えないようにしよう。

　俺はひそかに誓った。
















第三章　効果は絶大













　癒いやされる。癒やされますなぁ。

　私はテレビの液晶画面を眺め、スープボウルと見まごうほどのマグカップでカフェオレをすする。現在時刻は土曜の十六時。週末は、ためまくったドラマをまとめてチェックする至福の時間。

　土日はほとんど部屋にこもってドラマ漬けなので、一応パジャマからは着替えるものの、格好はジャージです。足元には変な柄のモコモコ靴下です。

　もちろん最低限の買い物や、普段できない家事はする。でも、『女友達と話題のモールにお出かけ。スイーツバイキングしちゃうぞ』とか、『週末は自分磨き。ネイルが終わったらホットヨガに行ってきま～す』みたいな生活はしていない。そもそも友達少ないもん。

　運動も苦手だし、見た目にかけるお金も時間も少ないほうだと思う。ネイルは吉祥寺のクイックネイルサロンで半月に一回で充分だし、ヘアサロンは近所の千円カットに行っちゃう。元々、渋谷の有名サロンにいたお兄さんが個人で始めたカットハウスで、上手なんだ、これが。

　千円であそこまでしてくれるなら、普通のサロン行けませんわ。サロンの予約はカラーとかニュアンスパーマのときくらい？　もう何ヵ月もしていない。

　服も、最近は安くて可愛い通勤服がすぐに見つかる。下着は駅前のでかいスーパーで買うしね。

　つまりは、デキる美人秘書・篠井 絹は、思いっきりロープライスででき上がっているってことよ。

　心の栄養はドラマ視聴じゃい。これで充分じゃい。

　本日ガン見しているのは、女たちの職場でのバトルものだ。女として、仕事も恋も負けられないゾ！的な話ね。

　これ系のジャンルは海外ドラマも面白いし、一時はハマってたんだけど、やっぱり舞台が日本のオフィスのほうが共感できるんだよね。あー、それわかるー、みたいな。

　うちの職場の女子、みんないい人ばっかりだけど。仲良しすぎて、バトル要素ゼロだけど。

　ふと、昨日ウェブデザインの沙都子さんと話した内容が浮かぶ。

『絹さん、元気ない？』

　仕事中、不意に肩を叩かれて、私は『うおっ』と小さく叫んだ。フロアに人が少なくてよかった。

　沙都子さんが、右斜め後ろから私を覗き込んでいた。

『今週、ずっと覇気がないわ。体調悪いの？』

　沙都子さんは長いまつげを伏せ、心配そうな表情。

　ダークブラウンの髪を横流しにひとつまとめにした彼女は、確か三十五歳。シングルマザーではあるけれど、まだ匂い立つほどに美しい人だ。たぶん若い頃はモテまくり、男がよりどりみどりの羨ましい状況だったに違いない。

『大丈夫です！　げ、元気！　イエイ！』

　ニカッと笑ってみせる。もちろん答える前に、近くに社長や堂上さんがいないか確認してからだけど。

　ふたりとも外出中だ。よかった。私の不調の原因である社長には聞かれたくない話題だもん。

『そんな笑い方する絹さん、絶対裏がある』

　沙都子さんは、ふふっと笑った。

　ああ、そうですよね。普段の秘書スマイルはこんなんじゃないもんね！　なんで、あからさまに強がりスマイルしてるんだ、私！

『なにかお手伝いできることは言ってね』

　沙都子さんはそれ以上追及するでもなく、デスクに戻ってしまう。

　大人だ。気になったことは口にするけれど、ワケアリならさっと引く。

　私は恐縮しつつも、仕事を再開した。

　はあ。バレてたのか、私が変だって。たぶん気づいたのは、勘の鋭い沙都子さんくらいだろう。社長には絶対気づかれたくない。

　だって、私の脳をかれこれ一週間フリーズさせているのは、社長との金曜の夜のキスだからだ。

　なんで、なんで、なんであんなことしちゃったの、私！

　売り言葉に買い言葉でした、はい。思いっきり挑発に乗りました、はい。挙句、キスが気持ちよすぎて腰が抜けてました、はい！

　うぉぉぉぉ、バカなのか。相手は八束東弥だぞ。うちのボスだぞ。

　仕事の相棒で、私の日々をだいぶ煩わせてきて、お互いに文句を言い合うあたり、兄妹くらい近い関係だぞ。

　なんで、あんなエロいキスしちゃったかなぁっ!?　あの日の私、死ねぇぇぇぇ！

　今週、私はその事実を封印して過ごした。

『あの金曜深夜の出来事は、全部私の夢でしたのよ』みたいなことを自分に言い聞かせ、普通に仕事をした。

　社長を前にしても、『ああ、あんな夢を見てしまって気まずいけれど、しょせん私の夢なわけで、この男はなにも知らないのよねぇ』っていう自己暗示をかけまくり、どうにかいつもと変わらぬ態度で接することができた。

　自分、偉い。篠井流自己暗示道、初段認定。

　そして社長の態度も変わりはしなかった。

　キスしてわかったけど、あんなエロくて野獣なキスをする男が素人童貞なわけはなく、しかもそこそこ経験も豊富で、私みたいな処女を腰砕けにするくらい造作もないことで……つまりは私、すっごく空回り！

　ただ唯一の救いは、キスに関しては私、頑張ったと思う。

　処女な上、キスだってさほど経験値が高いわけじゃないけど、〝経験豊富な大人の女〟を気取った身として、しょぼいキスはできなかった。社長のキスに負けまいと、必死に唇を重ねた。私が求めれば求めるほど、がむしゃらに返ってくる唇が心地よすぎて。頭の中で、ぱちぱちと星がはじけた。

　社長の息遣いで、私を真剣に欲しがっているって感じたら、もうどうにでもなってしまえ、と一瞬すべてを放棄しかけた。

　あの瞬間、社長と私は完全に男と女だった。お互いの肉体への執着といったらいいのか。もう離れたくない。離したくない。もっと味わいたい。気持ちよくなりたい。そういった感情がキスに溢れていた。

　ああ、しょぼくてつまんないキスだったら、こんなふうに悩まなかった。とろけてなくなりそうなキスだったから、こんなに心が痛い。

　相手は社長なのに。私はあのキスだけ切り取ったら、もう一回したいと思っている。

　なにそれ、最低。身体目当てっすか、自分。

　でもさ、それが社長じゃない人だったらよかったよ。身体だけの関係だって割り切って、またキスしたっていい。処女をもらっていただくのだって、躊ちゅう躇ちょしないかもしれない。

　だけど、最高のキスの相手が社長じゃ、どうにもならない。もう二度とキスなんかしちゃいけない男だ。

　え？　なんでって？　社長だもん。

　私にとって、一番恋愛とはほど遠い存在だもん。相棒で、兄妹みたいなもので、喧嘩仲間で。エロエロラブラブな恋人同士になりようもないじゃない。そんなのは求めていない。これからも一緒に、穏便に会社を動かしていくんだから。

　私は集中できなくなったドラマを一度停止した。

　コーヒーでも飲もうかな。

　はあ、キス効果絶大。私の人生、ひっくり返っちゃったみたいに混乱している。

　昨夜の社長の顔がよみがえる。郊外のレストランまで送って、別れ際の瞬間だ。

　それまで、音楽の話や仕事の話で完全にいつもの空気だった私たちを、なにかが壊した。

　かすかに触れ合った手を、お互い同時に引っ込めたのは、本能的にわかっていたから。これ以上接近しちゃいけない、って。

　でも、少しだけ傷ついた私も、あのとき存在したのだ。社長に浮かんだ表情に罪悪感が見えたから。

　ああ。この人、私に軽々しく手を出したことを、めちゃくちゃ後悔してるんだ。それが感じられた。

　そういえば、キスのあとだってわざとらしく逃げたのはあっちだし、私がなにも気にしていない態度だったことに一番ホッとしていたのは、八束社長なのかもしれない。

　そう思ったら無性に腹が立って、帰り道の高速はずいぶんスピードが出てしまったっけ。

　あはは。バカじゃない、社長。どうせ私の従兄の敬三さんに申し訳ないとか、嫁入り前なのにとか、こいつ本気にならねーだろーなとか、いろいろ頭の中で考えたんでしょ。あなたが意外と頭使ってるのも知ってるんですよ。

　でもね、私のほうが百倍くらい頭を使ってんの。で、賢い私の選択は『なかったことに』っつう、ダイエットサプリも真っ青な結論よ。

　だからー、無駄に傷つける表情とか勘弁してほしい。私は触れ合った手くらいじゃ動揺しない。ゆうべだって冷静な顔をしていた。

　……はずなんだけど、正直その瞬間に頭が沸騰して、わけわかんなくなったんだよね。変な顔とかしてないかな。変な態度じゃなかったかな。

　ダメ、全然思い出せない！

　頭を抱えて呻うめいていると、スマホの着信音が響く。表示は【九ここの重え沙都子】。

「はい、もしもしー」

　電話の向こうからは、可愛い女の子の声が聞こえる。

『きぬちゃんですか？』

「その声は、さやちゃんですか？」

　私は一気に嬉しくなって、いたずらするような声で問う。向こうでくすくす笑う声。沙都子さんの娘の清さや子こちゃんだ。

　すぐに大人の女性の声に代わった。

『絹さん、ごめんなさいね。お休みのところ』

「いーんです。だらっとしてましたから」

『またドラマ観てたんでしょう。朝からずっと』

　図星だ。沙都子さんは社内で唯一、私が超インドアで男日照りで処女だって知っている。なぜかずいぶん前に見破られてしまったのだ。

『今、用事があって武蔵境の駅前に清子といるんだけどね。よければ、お夕飯ご一緒しない？』

「え、行きます。すぐ行きます」

　グッドタイミング。今日は朝イチで福神漬け山盛りレトルトカレーを食べただけだ。ただいまお腹が空ききっているのであります。

　少し話して電話を切るなり、私はテレビの電源を落とし、メイクベースを顔にぎゅーっと伸ばし、眉だけ描いた。

　髪の毛はちゃちゃっとおだんごにして、服はジーンズにトレーナー。そして、値段の割に暖かい量販店のダウン。完全なご近所スタイルでマンションを飛び出した。

　ゆっくりでいいと言われたので、いつもの道をスニーカーで黙々と歩く。駅前のロータリーはタクシーやバスで混み合っている。

　薄暗くなる時間帯。大きなスーパーは煌こう々こうと明かりを発し、その前に沙都子さんと清子ちゃんがいた。

「きぬちゃーん」

　四歳になる清子ちゃんは、私を見つけるとぴょんぴょんと跳ねた。私は可愛い出迎えが嬉しく、小走りになる。

「きぬちゃん見て！　お姫様のパンツ買ったよ」

　清子ちゃんはガサガサと、スーパーのロゴ入り紙袋から今日の戦利品を取り出して見せてくれる。女の子に人気のアニメキャラクターが大きく描かれた綿のパンツだ。

　うんうん、奇遇だねぇ。お姉ちゃんもこのスーパーでよく買うよ、パンツ。

「こら、清子。その前に『こんばんは』でしょ。絹さん、急にごめんなさいね。買い物ついでに呼び出しちゃって」

「いいんです。知っての通り、呼び出してくれる人がいなければ、ずーっとドラマ観てますから」

「枯れてるわ。心配になってきた」

　沙都子さんが真面目な顔をする。瞳の本気度が高くて、いたたまれない。

「ごはん、行きましょ！　ね？　さやちゃん、なに食べたい？」

「ラーメン！」

「ダメ。この前も食べた」

　沙都子さんが厳しくストップをかけ、結局、駅徒歩五分の洋食屋に決定。

　清子ちゃんがお子様ランチを食べる中、私たちは生ビールとアラカルトで乾杯した。

「ストレスの元凶はなくなった？」

　飲みながら沙都子さんが聞いてくる。心配をかけているみたいで申し訳なくなり、うつむいて目をそらす。

「なくなりはしないですけど、気にしないっつう方向で」

「じゃあ、やっぱり八束社長が原因だわね」

　沙都子さんにまたしても図星を指されて、固まる。

　勘よすぎです。私ってば、そこまでわかりやすいのかなぁ。

「なにか、あったの？」

「なにってほどじゃないんですけど、えーと……」

　言うべきか迷う。しかし、どうせもう済んだことだし、沙都子さんにまでこそこそ隠し立てするのは変だ。唇を尖らせて、うまい回答を考える。

「キス？」

　なぜか私が疑問形で言ってしまった言葉に、沙都子さんの切れ長の瞳が、まあるくなる。

「キス、しちゃったの？　社長と？」

「じっ、事故で！　はい、なんか喧嘩のついでに！　かかってこい、みたいな空気になっちゃって！」

　この説明で果たして伝わるのか。しかし沙都子さんは、ほーっとため息をついた。

「なるほどねぇ。その場の空気でしちゃって、気まずいんだ」

　ははあ、仰せの通りにございやす。

「『じゃあ、付き合うか』とか……ならないわね。あなたたちふたりじゃ」

「へぇ、そうですなぁ」

　私と社長の小学生男子レベルのやり取りは、社内のみんなが知っている。本人たち以上に、まわりが知っているのだ。八束と篠井に恋愛感情は皆無だって。異性であることすら忘れているって。

「終わったことなら、忘れるべきよ。絹さんは、キスも初めてだったの？」

　娘の清子ちゃんがいる前で、さらっと大人トークの沙都子さん。

　清子ちゃんも気にせずオレンジジュースを飲んでいる。意味がわかっているのかいないのか、不安だ。

「いえ、キスくらいは……」

　おどおどと小声で告白する私に、沙都子さんが落ち着いた口調で答える。

「そう。キスもバージンも、後生大事にするほどのものじゃないわ。誰とでも経験できるもの」

　さすが私の想像するところのモテ子！　恋愛観がこなれている。

　つーまーり、あんなキスひとつで動揺しまくっている私は、ベビーレベルっつうことですね！　やっぱりねー。うんうん、そうですよねー。

「バージンはね、あまり大事にしすぎると変な男に騙されちゃうんだから。いっそ絹さん、社長と経験してみたら？」

　私は、ぶはあっとビールを吐き出しかけて、おしぼりで口を押さえた。

　沙都子さん、方針が突如ぶっ飛んだんですけれど、酔ってます？

「変な男に騙されろって言うんですか？」

「社長は変な男じゃないわ。男気溢れる素敵な人よ。ちょっと適当で、ちょっと豪快だけど。あと、ちょっと面倒くさいけど」

　後半のマイナス要素が結構大きい。知ってるよね、沙都子さん。知ってて言ってるよね。

「きぬちゃん、社長と結婚するの？」

　清子ちゃんが口を挟んでくる。

　ああもう。賢いな、このお子様は！　要点をがっつり掴つかんで、突っ込んでくる四歳児っているの？

「しないよー、さやちゃん」

「なんで？　結婚したらいいのにねえ、ママ」

　沙都子さんがニッコリと微笑む。

「結婚は素敵だけど、その前にふたりには大事なイベントがいくつもあるのよ。見守りましょう、清子」

「うん！」と元気よく頷く清子ちゃん。

　おーい、娘になにを教えとんのか、お姉さん！

　私はこの数分のやり取りで、すっかりやつれ、首を左右に振りまくった。

「沙都子さん、私、無理。社長とはなにも想像もできないし、今は忘れる方向で調整してます」

「あら、そうなの？　残念ね」

　彼女は全然残念そうじゃない。

「早く調子が戻るといいわ。社長だって、絹さんがそんな感じじゃ、いずれ気にしだすわよ」

　うぐぅ。痛いところを一撃された。

　確かに沙都子さんは勘がいいし、私の本性的な部分を知っている人。でも、実質べったり私と一緒にいる社長だって、私の異変くらいそのうち気づく。

　ああ。ゆうべだって、私的にはうまく乗りきったつもりだけど、やっぱり変な態度を取っちゃってたかも。

　今さらすごく心配になってきた。ため息をつきつつ、メインの料理を選んだ。




　食事が終わったのは十九時と早い時間だったものの、清子ちゃんは疲れて眠くなった様子だ。目をこすり、フラフラしている清子ちゃんを私は抱き上げた。改札まで送ることにする。

「重たいでしょう？」

「うーん、まあまあ。でも、連れて帰る沙都子さんが大変かなって」

　清子ちゃんの身体が、くたりと重力に負ける。私はその頭に頬を寄せた。子どもは体温が高くて温かい。

「電車、それほど混んでないから座れるわ。三み鷹たか駅の駐輪場に自転車を停めてあるし」

「飲酒運転～」

「もう。ちゃんと押して帰るったら」

　寝落ち寸前の清子ちゃんが身じろぎし、私はあわや取り落としそうになって慌てた。沙都子さんが手を伸ばし、サポートする。

　その瞬間、沙都子さんの顔が私にぐっと近づいた。私の唇の左横すぐに押しつけられた、柔らかな唇。

　感触が去っていき、私は彼女を見つめ返す。死ぬほど驚いた顔で、おそらく真っ赤になりながら。

　沙都子さんは目を細め、楽しそうに笑った。

「ね？　キスなんて、いつでも誰とでもできるのよ。大事なことは、そのキスで絹さんの心が動いたか」

　このお姉さんは、全力で私をからかっていらっしゃる……。

　ほっぺとかじゃない。わざと唇にかするか、かすらないかのキス。

「そんな可愛い顔したなら、社長はドキドキしたでしょうね。案外、向こうの心が先に動いちゃってるかも」

「沙都子さんの痴女！」

「お褒めに与あずかり光栄です」

　沙都子さんはいたずら成功が嬉しいらしく、くすくす笑うと、私の手からずり落ちそうな清子ちゃんを受け取った。

　私は痴女姉さんと眠り姫を見送ると、ひとり家に向かって歩きだした。

　心が動いたか。あの晩のキスで。

　……わかんない。ある意味めちゃくちゃ動いたけど、それは『ヤベーッ！』ってことで。相手が社長だってことで。

　でも、あのキスは最高だった。もし許されるなら、相手が社長じゃなければもう一回経験したい。そのくらい、思い出すだけで胸がいっぱいになる。

　心地よくて、温かくて、幸せで。

　なんだ、私。もしや、温度が欲しいだけ？　ただの寂しがり屋？　犬でも飼って毎日チュッチュされていたら、この渇望は癒えるんじゃなかろうか。カニンヘンダックスとか豆まめ柴しばとか、可愛くて小さい彼氏を我が家にお招きしようかしら。

　……いかんいかんいかん。私が犬を飼ったら〝積み〟だ！　もう恋愛しないだろ！　独女とペットの方程式にひそむ危険は、世界の定説だ！

　答えの出ない悩みに悶もん々もんとしながら歩く。

　忘れちゃおうぜー。そんで、帰ってドラマ観ようぜー。ほら、さっきのドラマの続き。あのアラフォーのいい女が年下男をどんな手でゲットするのか、じっくり楽しんでやろうぜー。

「忘れろ、忘れろ……」

　ブツブツと呟つぶやきながら、冷え込む中、家路を急ぐのだった。




　翌週月曜、なんだか私は早朝に出勤してしまっていた。

　決して、日曜も丸々悩んでいたわけじゃない。なんとなく、この現場をもう一度眺めておこうかなと思っただけ。現場ってオフィスですけどね。

　社長のデスクに近づき、指先を乗せる。なんのことはない、いつもの社長のデスク。

　金曜か、土日のどっちかに出勤したときのものが乱雑に置き去りにされている。飲んで置きっぱなしのコーヒー缶や、出しっぱなしの資料。

　この通常の光景を眺めているだけなのに、なんだか頬が、かーっと熱くなってくる。

　キスはかれこれ十年ぶりだった。そしてわかった。十年前のキスは、お子様のキスだった。お決まり通り唇を合わせて、探るようにちょっと舌を入れるだけ。

　その程度のキスしか知らない私に、社長のキスは蜂蜜みたいに甘かった。キスの概念が完全に書き換えられた。

　あんなに気持ちいいものだったなんて。知らなかった自分がいっそ恥ずかしい。

　なかったことにしたい。それと同時に思う。もう一回、してみたい。理性と欲望が混こん沌とんとする。

　まいったなぁ。

　すると、オフィスのドアが内向きに開いた。

　まだ始業まで一時間半ある。誰だ、こんなに早く来るやつ！

　完全に自分のことは棚に上げて、社長のデスクから大きく離れて振り向いた。

「篠井、早いな」

　そこには八束社長本人がいた。

「おはようございます。社長こそ早いですね」

　私は内心のドキドキを押し隠して言った。

　彼は、私の様子はどうでもいいみたい。あくびをしつつ、フロアに入ってくる。

「俺はジムが臨時休館日だったんだよ。家に帰るのもなんだから、そのまま出勤してみた」

　社長は週二日か三日、朝にジムでトレーニングをしてから出勤する。

　背が高く、骨格もがっちりしているこの人。スーツを着るからという理由で、筋肉は大きくせず、引きしめるトレーニングをしているとか。

　そのせいか、社長の身体はボディビルダーやプロレスラーというよりは、格闘家やダンサーのそれに近い。見たことないけど、腹筋くらいは割れていそうだ。ラーメンとかお菓子とか、不摂生をやめたら、もっと締まるんだろうけど。

「篠井、朝メシ食った？」

「えーと、ヨーグルトとシリアルを」

　本当は、昨夜の残りの手作り牛丼を朝からかき込んできたんだけど、イメージが崩れるから言わない。美女の朝食っぽいじゃない、グリーンスムージーとか、フルーツとか。

「運動できないストレスを食欲に還元することにしたから、朝メシに付き合え」

　社長が同行を命令してくる。上着を脱がないのはそういうわけか。

　私は眉間に皺しわを寄せた。

「私はもう食べたって答えましたよね」

「だから、〝付き合え〟」

　社長は当然のように言う。

　やだってば。あー、面倒な男。

「コーヒーおごってやるから。食べたかったら、ケーキでもなんでも」

「食べませんよ、朝からケーキなんて」

　実際は余裕で三つくらい食べられますけどね。

　本音は心の中だけで呟く。

「ほら、あそこのさ、新しん青お梅うめ沿いにできたコーヒーショップ。コーヒー頼むとトーストとかついてくる。なんだっけ？」

「そんなところまで行くんですか？　車出さなきゃじゃないですか。嫌ですよ！」

「じゃあ、すぐそこのファストフードでいいから！」

「可もなく不可もなく、のコーヒーは飲みたくないです」




　結局、折衷案で、モーニングをやっている近所の喫茶店に落ち着いた。

　古いけれど常連ばかりの空間で、社長は何度か打ち合わせで使ったことがあるとか。断るつもりが、結局ノリと勢いで同行してしまった……。

　私はコーヒー。社長はさらにトーストとサラダ、ホットケーキを頼んだ。

　ちょっとお兄さん、がっつりメニューじゃないスか。

「ジム行ってないんでしょう？　たくさん頼むと太りますよ」

　一応突っ込んでみるけれど、彼はむしろ憤慨したように答える。

「ホットケーキだぞ。パンケーキではなく！　食べたくなるだろーが」

　それならトーストをやめればいいのに。予想できる答えは『ホットケーキじゃ足りない』なので、言わないでおく。

　やってきたホットケーキにメープルシロップをたっぷりかけ、真っ先に食べだす社長。子どもか。

　あー、でもいい匂い。美味しそうだなぁ。牛丼を食べたのに、ぐっとくるなぁ。

　こちらも美味しいコーヒーを飲みながら見守る。

「ホットケーキとパンケーキって、どう違うんだ？」

「知りません。自分で調べてください」

「つか、ホットケーキミックスで作ったら、絶対ホットケーキだろ。……天才、ホットケーキミックス考えたやつ」

　この店のものがミックス粉を使っているかもわからないのに、そんなことを言いだす社長。

　でもホットケーキミックスは私も好き。天才っていうのは同感。

　彼は、モグモグと咀嚼し終えてから続きを言う。

「ホットケーキミックスってさ、〝ホケミ〟って略すらしいぞ。すっげー違和感だと思わねえ？」

「あ、それ知ってます。ホケミって、なんのこっちゃですよね。あと、レシピサイトで〝ＨＫＭ〟って略されてて、それもなんだかモヤモヤして……」

　私が言うと、社長がオーバーリアクションで、手をぶんぶん振りまくる。

　なんだその仕草。あんたは近所のおばちゃんか。

「ＨＫＭって、なんだそれ、アイドルグループか！　知らなかったらなにも作れねーじゃん」

「本当ですよ。私、最初ググりましたもん」

　社長が笑い、私が笑った。

　ああ、彼は普段通りに接しようとしてくれているんだ。私に気を遣わせまいと。

　きっとキスをなかったことにしたいのは、社長も一緒。それなら、私たち利害一致ですね。

　うん、私も精いっぱい忘れます。張り切って脳内から追い出します。私たち、今の関係が一番いいもんねぇ。

「ひと口食う？」

　社長が言った。

　いやいやいや、なにをおっしゃるお兄さん。

　私は怪け訝げんな顔をして、遠慮の意思表示に首を横に振る。

　今しがた、ふたりの距離感の考察を済ませた私に、わけのわからん勧めはやめてくださいよ。

「食べませんよ」

「え？　でも、うまいよ？　篠井、食べたそうにしてるし」

「してない！　子どもじゃないんだから！」

　タメ口でキレてしまったのは、図星だったからだ。

　確かに、ふかふかで美味しそうって思った。だけど、バレたくないんだって、そういうの。意地汚く見えるじゃない。

　私のイライラを完全無視で、社長がホットケーキをひと口分ナイフでカットする。フォークに刺して、私の顔の前へ。

「ほら、あーん」

「いりませんって」

「いーから、あーん。落ちるだろ、早く」

　急せかされて困り、『ええい、ままよ！』と私は口を開けた。

　ぱくっとホットケーキを食べると、社長がニッと笑った。

「うまい？」

「美味しいです」

　咀嚼しながら、手で口を押さえて答える。

「それはよかった」

　社長は無邪気に笑っているけど、恋愛経験が中学生くらいの私は、今あることを考えています。

　……間接キスだ!!

　って私、痛々しいくらい子ども。

　でも、考えてしまう。社長の使ったフォークなら、間接キスになるじゃない。

　待て待て、この前ディープキスしてんじゃん。騒ぐ必要ないっしょ。そして、忘れるんでしょ？　そのことは思い出すなって自己暗示かけてるでしょ？

　心を全力でざわめかせたまま、コーヒーをすする私。

　はあ。朝から無駄に疲れる。




　朝食を済ませ、社長と会社に向かって歩きだした。

　すると私たちの少し前を歩く、会計の衿奈ちゃんの姿。駅からの出勤風景だ。

「あ、土つち屋やだ」

　社長が先に気づき、口にしたら、声がでかいもので衿奈ちゃんが振り向いた。

「社長、絹さん……おはようございます」

　彼女が、鳩はとに豆鉄砲的な表情で私たちを見ている。

　え、なにその間ま。微妙な沈黙が流れているけど。

「朝からご一緒……。やっぱり、おふたりはそうだったんですね!?」

　衿奈ちゃんが手袋の両手を頬に当て、キャーッとはしゃぎだす。

　どうした？　若者のテンションがわからない。

「〝そう〟って、なに？」

「お付き合いされていたんですね、社長と絹さん！　仲がいいとは思っていたんですが。今、おふたりの時間を邪魔するようなことをしちゃってすみません！　私、鈍くて！」

　衿奈ちゃんは頭を下げ、またしてもキャアキャア言いだす。

　なんて誤解だ。朝から一緒にいただけで、そんなふうに見えるとは。衿奈ちゃんの脳細胞のせいなのか、一般的にそうなのか、私にはわからない。

　とにかく誤解を解こうと息を吸い込む。しかし私が否定するより先に、横で社長が声を発した。

「俺と篠井が？　ないないない！」

　彼は、からっと笑って言いきった。

　おおう、全否定。いいけど。私も否定するつもりだったし。

「え……そうなんですか？　大丈夫ですよ。私、誰にも言いません」

「なんだその無用な気遣い。おまえ、壮大な勘違いしてるぞ。普通に考えて、ないだろ。俺と篠井が恋仲なんて」

　社長はげらげら笑いながら、バカにしたように言う。

「あ……そっか。そうですよねー！　やだな、私！　早合点しちゃって」

　一瞬固まっていた衿奈ちゃんも、緊張が解けたように笑いだした。

　勘違いかぁ……いいですけどね。

　なんとなく、衿奈ちゃんと話す社長を、ちろんと見てしまう。

　土屋衿奈、二十五歳。もしかして、社長の好みだったりします？　私なんかと付き合ってるって誤解されたくないとか？

　衿奈ちゃんも社長にはしょっちゅう手こずらされて、文句ぶうぶうな割に、なんだか楽しそうに話しているじゃないですか。もしかして、ホッとした？　私と社長が付き合っていなくて。

　いかんいかん。私、邪推ムードだ。よくないよ、こういう思考。

　私は首をプルプル左右に振って、気持ちを元に戻す努力をするのだった。




　モヤモヤッとした気持ちが仕事に影響したわけじゃない。たまたま客先でトラブルがあり、対応で社長と堂上さんが出かけ、方々から来る電話の窓口をしていたせいか、いつもの社内業務が遅れた。

　えーと、まずは相手がいる仕事から片づけよう。

　オフィスのコピー機がおかしいので、リース会社に連絡。先週社長がなにか引っかけて壁紙が剥がれたので、ビル管理会社に連絡と謝罪。来週の社長の出張の日程が変わったので、各方面調整。

　あとは、みんなの有休残数を数えてそれぞれに告知メール。消滅期限も送って、『どこかで有休取ってくれや。ワークライフバランス最悪のブラック企業になるわけにはいかんのよ』という内容を柔らかい文言でアピール。

　それから、三月の社員旅行の場所を探す。

　学生の卒業旅行シーズンなので、なるべくそれらと被らなそうな枯れた感じの温泉にでもしよう。結局のところ、お酒飲んで騒げればいいんだから……。

　はっと気づくと、時刻は二十三時。

　経費が多い会社ではない。みんなにはなるべく電車のある時間内に帰ってもらっているのに、私がのんびりタクシー帰宅じゃいけない。それに週の頭じゃないか。早く帰ろーっと。

　いそいそとパソコンの電源を落とすと、ドアが開いた。社長がひとりでそこに立っていた。

「お疲れさまです。直帰じゃなかったんですか？」

　思いもかけず社長登場で、私はいたずらが見つかったような顔をしてしまう。

「直帰なら早めに連絡するだろ？　もうおまえも帰ったかと思ってた」

　彼は結構疲れているようで、首をパキッと鳴らしフロアに入ってくる。一日中、トラブル対応で走り回っていたのだ。当たり前だろう。

「堂上さんは？」

「リカちゃんとこ行った。直帰」

　リカちゃんというのは、堂上さんと長年お付き合いをされている信金勤務のお姉さんだ。

「仲良しですよね。そろそろご結婚の話が出てたりして」

　帰り仕度をしながらなんとなく会話するのは、夜のオフィスでふたりきりという、あの晩のような環境をごまかしたいからだ。

　社長は自分のデスクにバッグを置くと、頭を掻く。

「そんときは本人が報告するだろ」

　あ、なんか、わけ知り顔。社長と堂上さんは親友みたいな関係だし、案外ふたりの間ではそういう話もしているのかな。

　社長のデスクの前に、私と堂上さんのデスクが向かい合わせになっているため、社長と私の距離は結構近い。早く帰らなきゃ。

「それじゃあ、お先に失礼します」

　デスクにどかっと置いたバッグを手に、踵きびすを返そうとすると、ショルダーストラップがオフィスチェアの背もたれに引っかかる。

　いつもは二十代女子大好きブランドのトートバッグなんだけど、今日に限って職場に膝かけを持ってきたせいで、大きめリュックサックで来たんだった！　わー！　オフィスチェアが倒れる！

　慌てて掴もうと前かがみに腕を伸ばす。ところが、案外鈍くさいタチの私は、オフィスチェアのキャスターにつま先を引っかけた。

「篠井っ！」

　社長が駆け寄ったけれど、私がオフィスチェアの横に無様に転倒するのは止められなかった。

「あたぁ……」

　床はカーペット敷きとはいえ、たいしたクッションにならない。社長が私の横で、カラカラとキャスターを空転させているオフィスチェアをどかす。立て膝になり、私に手を差し伸べた。

「大丈夫か？　どこぶつけた？」

「平気です」

　強がってみるものの、すねの上部をぶつけたようだ。これは青アザになる予感。

「いいから、手ぇ貸せ」

　社長に強引に手を取られる。ぐいっと引き寄せられ、視線をそらす。

　ありがたいけど、なにより恥ずかしい。私、すごくカッコ悪くコケたよね。醜くも足なんか見せてないよね。ううう。

　社長は私を助け起こそうと、左手を私の腰に回した。

　あ、社長の顔がすっごく近い。まつげまでよく見える距離。この前は、まつげを見る余裕なんてなかった。

「ほら、立て。そしたら、痛いところ見せてみろ」

　彼がふっと笑った。こいつ、困ったやつだな。そんな微苦笑。

　次の瞬間のことだった。私は吸い込まれるように、社長の唇に自らのそれを重ねていた。

　柔らかく、まるで触れ合うことが必然というほどに、すんなり合わさる私たちの唇。

　社長が驚いていることが気配でわかる。そして、彼の何百倍も私自身が驚いていた。というか、驚天動地だ。

　自分のやらかしていることが信じられない。現在進行形でまったく意味不明。

　なんで？　どうして私、社長にキスしてんの？　自分から自然にチューッてやってますけど。

　バカなのかぁぁぁ！　死ね、私の欲望！　死ねえっ！

　唇がもたりと離れる。

「篠井……」

　社長が困惑気味に私の名を呼ぶ。

　あああああ、やめて、やめて。そのドン引き顔、やめて。

　私もわかってる。やらかし番長なの、わかってる。はい、私が勝手にキスしましたー。すみませーん。

　だから、その目で私を追いつめないで！

「キスくらいで……慌てないでください……」

　私の口からは、心中の大パニックに反して、余裕たっぷりの言葉が漏もれた。

　自分がなにを言っているのか、わからな……いや、わかる。私は今、なけなしのプライドを総動員して、自分のやらかしたキス事件を遊びの範はん疇ちゅうに収めようとしているのだ。

　すごいな、私の自意識！　一瞬でよく判断した。グッジョブ！

　よし、こうなったら演じてやるぞ。大人の女はキスくらいじゃ動じない。前回のキスも、たった今のキスも、大人の女プレゼンツの遊びだ！

　私はニコッと微笑むと、間近にある社長の顔をさらに引き寄せようと、右手を彼の首に回した。

「こんなことに大きな意味はないんです」

　唇同士が接近する。私は声を落とし、ささやいた。

「気持ちいいなら、してもいいと思いませんか？」

　社長の瞳が本当に近くにある。

　綺麗な二ふた重えの目。鼻だって高い。間近で見ると、本当にカッコいいな。

　ふとそんなことを思った。見た目よりずっと柔らかな唇は、私をとろけさせてくれると知っている。

　社長の表情が変わった。困惑が掻き消え、瞳には凛りんと光が灯る。スイッチが入ったのがわかる。

「条件は、気持ちよくさせることか」

　社長も低くささやく。その声が聞いたことのないもので、ぞくっと身体が震えた。期待している自分を感じる。

「どちらかが、じゃなくて、お互いに。ふたりで気持ちよくなるんです。キスってそういうものでしょう」

　どこから出てきたのか、大人女子の仮面を上手に被った私は、誘う声を発する。

　社長が私の顎を捕らえる。大きく口を開け、捕食するように口づけてきた。

「んっ……！」

　息ができないほどの激しいキスは、なんの前置きもなく始まった。

　本当に性格が出る。社長のキスは自分勝手だ。私の反応を見ずに、一気に私を追い込んでくる。

　だけど、獣のようなキスに、がんじがらめに囚われている私が確かにいるのだ。

　必死に舌を伸ばし、彼の感じるポイントを探る私は、ねだっているようにしか見えないだろう。

　両腕とも彼の首に回し、逃すまいとしがみつく。社長の抱擁は私の欲望を完全に満たす、強くてきついものだ。

　このキスが欲しかった。もう一回、なんとしてもしたかった。

　私って、想像以上に下げ種すかも。キス目当てで、信頼関係を築いてきた上司を襲って。最低かも。

　そう心の中で唱えながら、キスをやめられない。

　社長もまた、私に煽られキスを深くする。舌を深く潜り込ませ、私がくぐもった声を発するのを楽しみ、今度は柔らかくついばむように唇を挟む。

　私が耐えきれなくなって哀願するように舌を出すと、罠わなを張っていたかのごとく食らいついてくる。

　徐々に私の身体に、彼の体重がかかってくるのを感じた。

　そのままカーペットの床に倒れ込むのに時間はかからず、私は押し倒された格好で再び社長のキスを受けた。

　前回とは違う。押し倒され、すぐに気づいた。

　私の髪をもてあそんでいた社長の手が、私の肩に移動した。そして首筋を、長くて大きな指がさわさわとくすぐってくる。うなじや耳まで触れてきて、その感触で私はびくんと身体を揺らした。

　私の反応を見て、社長のキスはいっそう激しさを増す。指が鎖骨周辺も這はい回る。もう少し下れば、バストだ。

「んんっ……やっ……しゃちょぉ……」

　キスの合間に非難とも嬌きょう声せいとも取れる声を漏らすと、彼がわずかにキスを中断する。

「気持ちよくねーなら、やめる」

「いや……それ……は」

　気持ちよくないわけがない。真っ赤になったであろう私の顔から、社長は答えがわかってしまったはずだ。了解したとでもいうようにキスを再開する。

　社長は左肘を床についた格好なので、私と彼の身体はものすごく密着している。右手が私の髪や首筋、頬を触れては離れる。焦じらされているみたい。

　どうしよう、社長とこんなことをしている。

　絶対、恋愛対象としてあり得ない存在の八束東弥と、こんないやらしいことをしている。

　ダメだとわかっている。キスもエッチも、本当は好きな人とすべきだ。そんなのわかっている。

　だけど、このキスの引力に抗えない。

　この年にして初めて知ってしまった喜びを、身体が貪欲に欲している。

　情けない。ダメなんだってば、こんなこと。

　葛藤しつつ社長にしがみつく私は、矛盾の塊だ。

　社長の指がとうとう私の胸の丘に到達した。左胸を指でなぞられ、初めての感触に私は大きく背をのけぞらせた。

　唇同士に隙間ができ、あえかな声が空気を震わせる。

　すると、社長の手が止まった。本当にぴたっと。

「社長……？」

　私は社長の顔を見上げる。

　彼はふうっと息を吐くと、真顔に戻った。さっきまでの熱に浮かされたような表情はなく、スイッチがオフになったのが、はっきりとわかった。

「楽しい気遣いをありがとう」

　社長は言って、私の上から退く。

　あの日のように逃げだしはしない。胡坐あぐら座ざで頭を掻きながら、苦笑してみせる。

「俺が疲れてるからって、サービス？　よく知ってるやつとのキスってのも、刺激的で楽しいな。さすがモテる女だけあるよ。面白かった」

　皮肉ではない。単純に感嘆の言葉として社長が言うから、私は身体を起こし、スカートの裾を整えた。

「私も楽しかったですよ」

　自分自身の憎らしいほどの余裕を恨んだ。

　なに、かましてんだ、私！　処女だろーが！

　社長が立ち上がる前に、すっくと立ち、今度こそリュックを持つと頭を下げた。

「それじゃあ、私はお先に上がらせていただきます。お疲れさまです」

　ニッコリと笑顔を作り、いまだ胡坐をかいたままの社長を残し、颯さっ爽そうとオフィスをあとにした。

　心の中では全力で叫んでいた。

　やらかしたぁぁ！　自分からキスして、遊び慣れた女を気取って、ノリノリで。挙句、社長がさらっと引いて、壮絶にがっかりしているなんて！

　ああああああ！　穴があったら埋まっていたい、永遠に！

　電車はまだあったけれど、完全に正気を失っているため、タクシーを捕まえる。すねも痛いし。

　後部座席で頭を抱え、ひとまず思い出した。

　私が手本にした大人の女は、土日に観ていたドラマだ。あの、お仕事も恋も頑張っちゃうぞ系ドラマだ。あんなフィクションのファンタジーを参考にして、世慣れた女を演じちゃったよ。

　というか、この心の拍子抜け感、どうすりゃいいの!?　それに、すさまじい動悸が、キスからこっちずーっと治まらないんだけど！　誰か、水と動悸の薬持ってきて！

　あー、なかったことになんないかなぁ。今度こそ！　なんないよねぇ！

　頭を抱えたまま微動だにしない私を、タクシーの運転手はたぶん変に思ったに違いない。
















第四章　いろいろ後悔













　俺の視線の先には、間もなく帰る女子社員が三人。ウェブデザインの九重沙都子さん、会計の土屋衿奈、そして総務の篠井 絹だ。

　この三人、今日は女子会だそうだ。あくまで小耳に挟んだだけで詳細は不明である。ともかく、楽しそうに会話しながら仕事のラストスパートに入っている。

　二十五人の社員のうち、女子は八人。彼女たちは比較的仲がいいようだ。特にこの三人は、結構一緒にいるのを見かける。

　普段はお子さんのお迎えで、十七時にはオフィスを飛び出していく沙都子さんが参加というのが珍しいなと思う。

「清子ちゃんのお迎えは誰が行ってるんですか？」

「知り合いがね。どうしても行きたいって言うから」

　土屋が言い、沙都子さんが答える。

「あ、わかりました！　この前、会社にお迎えに来てたイケメンの彼氏さんでしょー！　どこの俳優だよって感じの、綺麗な瞳の人！」

　オフィスだというのに土屋がはしゃいだ声を上げる。

　別にいい。その辺、緩いからな。それに、沙都子さんほど美人で艶っぽいと、シングルマザーでも興きょう味み津しん々しんの男は社内にも何人もいる。

「あの人は彼氏じゃないの。そういう衿奈さんも、カッコいい男の子と歩いてたじゃない」

「でへへ。見られましたか。でも、彼はー、なんていうか、まだそんな感じじゃなくてぇー。やっと友達の距離っていうかー。知り合ったのは飲み会なんですけど」

　沙都子さんがうまくかわし、土屋のほうへ話がいく。

　俺はというと、三人の中で唯一黙って微笑んでいるだけの篠井が話題の中心にならないかと、そわそわしているんだが。

　しかし、土屋の駆けだしたばかりの恋バナが続き、いっこうに篠井に恋愛トークが振られない。

　おい、土屋！　篠井にも振ってやれ。先輩だろ？

「絹さんはぁ……」

　ようやく篠井に話が回った。

　よし、彼氏情報を受け取るこっちの準備はできてるぞ。

「豚足ともつ鍋、どっちがいいですか？」

　土屋の話題は、これから行くであろう居酒屋に移っていた。

　おまえなぁ、なんだ、その二択！　恋バナどこ行った！

「私は豚足でお肌プルプル路線」

　篠井がパソコンをシャットダウンしつつ普通に答え、横ですでに立ち上がっていた沙都子さんが口を挟む。

「もつ鍋のオロチ屋、今年もコラーゲンたっぷり美肌鍋やるって書いてあったわよ」

「え？　本当ですか？　それなら、もつ鍋」

「はい、けってーい」

　嬉しそうに言った土屋が、スマホでクーポンを出して見せる。

　本当に緩いな、こいつら。もう終業後だし、社長の俺も似たような感じなんで許すけど。

「それじゃ、お先に失礼しまーす！」

　オフィスに残る数人に土屋が声を張り上げ、横で沙都子さんが会え釈しゃくする。

　篠井が俺のところへやってきた。これまた普通の顔で。

「社長、決済書類お願いします」

「お、おう」

「明日はエコステーションの件で安野産業に直行です。忘れてないですよね」

「もちろん……なぁ、篠井」

　特に用事もないくせに、声をかけてみる俺。

「五分いいか？　打ち合わせ」

「明日でいーんじゃないですか？」

　篠井がニコッと笑う。こいつは俺の仕事をほとんど把握している。急な案件はないと踏んで答えているのだ。

「いやー、楽しそうな話が聞こえたから妨害してみようかと」

　俺が軽口を交ぜると、篠井がふふっと笑う。

　いつもはこんな笑い方しないくせに。なに、この女。

「ダメですよ。退屈だからって、部下のプライベートを巻き込まないでください」

「社長命令って言っても？」

　俺はニヤニヤ笑って引き下がらない。

　普段の篠井なら、ムーッと顔を渋くして、『手短にしてくださいよ』などと応じるだろう。しかし、今日は貼りつけたようなニコニコ笑顔で答えるのだ。

「お先に失礼します」

　実際、打ち合わせすることはない。篠井が応じてきたら、適当に後づけで仕事を作るだけ。

　彼女はここ数日、完全に俺を避けている。

　仕事上、関わらないわけにはいかないから会話もするし、業務は通常通りだ。しかし、腹が見えない上うわっ面つらだけの笑顔を見せて、俺と距離を取っている。おかげで、いつもなされていた軽口の喧嘩もなくなり、空気がすこぶるよそよそしい。

　さらに、俺とふたりになるのを徹底的に避けているため、終業後はさっさと帰り、朝も俺とかち合おうものなら、オフィスを出ていってしまう。

　なんなんだよ、篠井 絹。

　月曜のキスが悪かったのはわかってる。だけど、誘ってきたのはおまえだろ？

　そう。あれほど誓ったのに、俺は再び篠井とキスしてしまったのだ。

　月曜の夜、ふたりきりのオフィス。コケた彼女を助けたらキスされた。

『キスくらいで驚かないでください』

　余裕たっぷりに言われて、どこかで高揚した。

　キスしてもいい。そう許可されたことがたまらなく嬉しかった。

　二回目のキスも文句なしに気持ちよかった。口腔のいいところを舌で刺激すると、篠井が『んっ』とわずかに喘あえぐ。その声が初う心ぶで可愛いと思った。

　慣れた様子で誘うくせに、キスには全然慣れていない。アンバランスで、もっと知りたくて、鳴かせたくて、夢中になった。

　どうにか踏みとどまれたのは、篠井が驚いたような顔をしたからだ。

　ついその気になって、身体に触れてしまった。彼女は短く声を上げ、困惑した顔を見せた。そこで目が覚めた。

　まずすぎるだろ、俺！　危うく今度こそ抱くところだった。

　慌ててごまかす言葉を吐いて、身体を起こしたけれど、今回もあっさり反応してしまった自分の身体を隠すため、立ち上がることはできなかった。

　ああ、たぶん篠井は気づいていただろうな。遊びのキスで期待しちゃった俺の本能の部分。恥ずかしすぎる。

　そして、そこからだ。篠井が俺を避けるようになったのは。

　もう、なんなんだよ、篠井！　遊びで興奮した俺にドン引いたのか？　キスだけのつもりだったのに、身体に触れられたことを怒っているのか？

　……まさか、万が一にもないとは思うんだが、篠井が俺を拒否する理由が『寸止めだったから』って可能性はないか？

　篠井は、実はキス以上もＯＫのつもりで誘った。それなのに、空気を読まず途中で引いた俺に怒っているとか？　女として恥をかかされたと思っているとか？

　いやいやいやいや！　ないだろ、それは！　どんだけ俺は自分に都合よく解釈してんだっつーの。

　篠井だぞ？　あいつがいかに世慣れた女か知らないし、現時点で彼氏がいないから、キスくらい誰としてもＯＫみたいな気持ちでいたとする。だとしても、いきなりオフィスで『カモン、メイクラブ！』みたいな女じゃないだろ！

　しかも、相手は俺。絶対あいつの中で俺は〝厄介な男〟ってポジションだ。それについては自信がある。篠井が俺にノリで最後まで許すはずがない。

　あー、とにかく、俺は篠井 絹とは今までと変わらぬ関係でいたいんだ。そのために、あんなことをしちゃいけなかった。

　しかし、後悔先に立たずという言葉は、体感してみるまでしっくりこないもんだな。ただ今、身に染みて実感中。

　すでにがっつりキスをしてしまったわけで、それならせめて態度くらいは大人でいたいというのに。

　避けるなよ、篠井。俺は意地でもいつも通りいくからな。おまえに媚こびて、機嫌を取るようなことはしてやらないからな。だから、頼む。早めに通常運転に戻ってくれないか。

　俺は残った連中の仕事の進捗を聞き、あと一時間ほどで自分も上がってしまおうと考える。

　ラーメン食って帰ってやろうかな。背脂系のこってりつけ麺。篠井が『食べすぎ！』とか言うレベルの大盛り。

　小言でもいいから、篠井の素の言葉が聞きたいと思った。




　今年もあと二週間という週の後半、オフィスに敬三さんがやってきた。

　重松敬三。安野産業の常務にして、俺の友人。篠井 絹の従兄。

　身長は百七十センチ少々。肩幅ががっしりしているので、四十代半ばの年齢にしては恰かっ幅ぷくがよく見える。顔立ちは穏やかを絵に描いたような男だけれど、頼りになるビジネスパートナーだ。

　今日は来週の出張の件で打ち合わせがあるので、わざわざ顔を出してくれたのだけど、約束の時刻よりずいぶん早い到着だ。そしてなぜか、オフィスのドアのところで俺を呼ぶ。

「こんちは、敬三さん。打ち合わせ、外でやりましょうか？」

　声をかけ、腰を浮かすと、敬三さんの後ろから懐かしい顔が覗いた。

「生駒？」

　俺は呟く。ひょこっと顔を出したのは、我が社の創業メンバーである生駒沙さ知ち絵えだ。お腹の抱っこ紐ひもには赤ん坊がいて、右手は二歳くらいの女の子と繋がっている。

「懐かしい顔が会社の前に突っ立ってるから、声かけちゃったよ」

　敬三さんが言った。

　彼は俺たちの会社のスタート時から知っている。生駒が広告代理店に転職を考えたとき、会社を紹介したのも敬三さんだ。

「八束くん、ごめんね。仕事中に」

　生駒は遠慮がちに謝る。

　会うのは、上の子が生まれたとき、堂上とお祝いを持って訪ねて以来だから二年半ぶりだ。彼女の長かった髪はショートボブに変わっていて、元からの童顔も手伝い、出会った十八歳の頃のように見えた。赤ん坊と幼児を連れているんだけどな。

「来てくれて嬉しいよ。でも、連絡くれればよかったのに。堂上がさっき出かけたところだよ」

「そうなんだ。あ、八束くん、これ、お土産みやげなの。みなさんで召し上がって」

　遠慮がちに箱入りのマドレーヌを差し出す生駒。彼女がいた頃、この会社は今と同じ吉祥寺にあったけど、もっと小さなオフィスだった。ここは知らない場所だ。落ち着かないだろう。お茶なら外にでも誘おうか。敬三さんには少し待っていてもらってもいい。

　篠井は従妹だし、沙都子さんも敬三さんの紹介で入社している。あのふたりあたりが相手をしてくれるはず。そもそも約束は一時間もあとだ。

「社長」

　ピリッと空気を裂くような声が背後から聞こえた。

　顔だけ振り向くと、篠井が立っている。すっごく無ぶ愛あい想そな表情をしている。

「お客様でしたら、応接へ。立ち話は失礼です」

　なるほど、俺がお客様に無礼を働いていると思っているわけね。篠井は生駒が辞めたあとに入社している。生駒を知らないのだ。

「生駒、こっちは篠井。うちの総務。篠井、彼女はこの会社の創業メンバーの生駒さん。あ、今は仙せん川かわさんだっけ？」

「仙川沙知絵です。ご挨拶が遅れましてすみません」

　生駒が今の名を名乗り、頭を下げる。

　篠井が少し目を見開いた。無愛想だった顔を一転させ、あの貼りつけた人工スマイルを生駒にも見せる。

「こちらこそ失礼いたしました。篠井と申します。どうぞ、こちらへ」

　篠井は生駒一家を簡易応接へ連れていってしまう。俺のことは、ほぼ無視だ。

　狭いワンフロアのオフィスの隅に、パーテーションで区切った簡易応接がある。ふたりがけのソファがひとつと、ひとりがけがふたつ。小さなテーブルがひとつ。それで全部だ。

　敬三さんを俺のデスクに案内し、沙都子さんにお茶出しをお願いする。篠井はサクサクとお茶とお菓子をパーテーションの向こうへ運び、俺に行くよう目で合図すると、二歳児でも飲めるジュースを買いに出ていってしまった。

　あれー、篠井さーん、機嫌悪くない？　俺、またなんかしちゃった系？

　パーテーションから顔を覗かせると、ふたりがけのソファに生駒と娘がいた。赤ん坊も女の子のようだ。よく眠っている。抱っこ紐から、だらっと横にずれた顔が見え、俺は笑った。

「生駒に似てる」

「そう？」

　彼女の前に座りながら、重ねて言う。

「うん。上のお嬢さんはご主人に似てるけど、赤ちゃんは生駒そっくりだよ」

　生駒が照れたように微笑んだ。笑い方も、あの頃となにも変わっていないのに。こいつはもう人妻で母なんだよな。

　未練じゃない。なんだか不思議な置いてきぼり感。不快でもなく、焦りも感じない。もしかすると、わずかに切なさはあるかもしれない。通り過ぎて久しい青春時代への郷愁というか。

　なんとなく懐かしい空気で見つめ合う俺たちの間に、声がかかる。

「失礼します」

　篠井だ。そっと入ってくると、生駒にアレルギーの確認をして、りんごジュースのパックにストローを差す。それまできょとんとしていた生駒の娘が、ジュースを手渡されるとニッコリと笑った。

　篠井は彼女にだけ、〝本物の笑顔〟で笑った。無邪気な二歳児の魅力にほだされたみたいだ。

　でもすぐにキリッとしたいつもの表情に戻ると、さらに俺たちに〝最近ずーっとしている、感じ悪い作り笑い〟を見せて、応接から出ていった。

　もー、なんだよ、あいつ。

「八束くん、本当に、急に押しかけてごめんなさい。年末で忙しいよね」

「いや、大丈夫」

「夫の転勤が決まってね、一月から仙せん台だいなの。すごく遠いわけじゃないけど、東京を離れるから、その前にご挨拶したくて」

　俺は感嘆のため息をつく。

「さてはご主人、ご栄転だな？」

　生駒が再び、照れてはにかむ。

「一応ね。支社長の待遇で行くから」

「すげえな！　やっぱ、生駒は見る目がある。支社長夫人にしてもらえるなんて、いい旦那さん捕まえたよ」

　俺がでかい声で笑うと、娘さんにお菓子を剥むいてあげていた生駒がぽつんと言う。

「八束くんと結婚してたら、私、もっと早く社長夫人になってたよ」

　俺は一瞬、ドキリと固まった。

　生駒のことは好きだった。しかし、それは片想いにしたって淡いもので、本人には伝えていない。

　すると、彼女が続けて言った。

「気づかなかったでしょ。私が八束くんのこと好きだったって」

　突然の告白に、なんと答えたものか迷った。

　いや、生駒は過去形で話しているじゃないか。俺が慌てる必要はない。

「マジで？　すげー光栄」

「もう、そうやって茶化す。だから言わなかったんだよ」

　生駒が苦笑した。ささやくような、か細い笑い声も変わっていないのに。

「今は主人と子ども命ね。でも、せっかくだからお暇いとま乞いのついでに言っちゃった」

「なに、そのサプライズ。嬉しかったけどね。過去形でも」

　なんだ、俺たちの気持ちって、一度は重なっていたんだな。俺、バカだから気づかなかったよ。惜しいことしたって少し思う。

　でも、後悔は不思議とないのだから、時間は確かに良薬になるのだろう。




　世間話をして、生駒を玄関まで送る。

「元気で」

「うん、八束くんも。堂上くんによろしく伝えて」

　娘と手を繋ぎ去っていく、小さな背中を見つめた。

　気をつけて。新しい地でも幸せに。……なんかこれって父親の気分。

「社長」

　振り向くとそこに篠井がいた。またもすっごく無愛想な顔をしている。

　こえーよ、おまえ。

「なに？」

「いえ、なんでも」

「なんだよ、言えって」

「なにも聞いていません」

　さては……生駒とのやり取りが聞こえていたと見える。篠井の席が一番応接に近いもんな。

　だけど、そこで不機嫌になっていると俺も勘違いするぞ。もしや、嫉妬しているのか、とか。

　まあ、いいや。嫉妬のはずはないし、俺が弁解しようものなら、ただの自意識過剰野郎だ。

　俺たちの背後から敬三さんが近づいてくる。

「東弥、このまま外で打ち合わせしよう」

「いいっすけど。篠井もですか？」

　篠井も打ち合わせ同行ってことは何度かあるけれど、来週の出張の件では別にいなくてもいいはず。

「絹にも頼みたいことがあるもんで。ほら、そこのおしゃれカフェでいいや。可愛くラテアートでも飲みながらやろう」

　なんだ、敬三さん。普段なら打ち合わせは時間ギリギリ。タバコくさい喫茶店かラーメン屋かファミレスが定番の場所なのに。なぜ、今日に限って一時間も早くやってきて、おしゃれカフェに誘うんだ？




　カフェに到着し、ラテアートとおごりのベリークランブルケーキを囲んで、いざ打ち合わせとなると、敬三さんが真っ先に頭を下げた。

「すまん、東弥。来週の出張はおまえに任せたい！」

　藪やぶから棒の謝罪に、俺も篠井もポカン顔だ。

　来週は新潟の有名なキノコファーム・大おお沢さわキノコ農園株式会社へ行くことになっている。

　全国展開の大企業なのだが、このたびキノコの有効成分をサプリメントとして大々的に発売することになり、以前から広告分野も拡販分野も手伝ってきた安野産業にプロモーションが依頼されたのだ。

　紙媒体もウェブ媒体も、デザインの下請けは、うちってわけ。なので、敬三さんと俺が現地に挨拶かたがた行くって話になっていたんだけど。

「敬三さんは出張自体に行かないってことですか？」

　一応聞いてみると、彼がすまなそうに、かつはっきりと言う。

「行くには行くし、挨拶はする。でも、午前中には向こうを出たい」

　どういうことだろう。それじゃあとんぼ返りもいいところだ。なにか重要な仕事を残しているのか？

「ずいぶん急な戻りですね。なにかあるんですか？」

　篠井が横で口を開く。彼女もまだ話を聞いていない様子だ。

　しかし、敬三さんの口からは思わぬ言葉が返ってきた。

「唯ゆい人との保育園でクリスマス会があるんだ」

「は？」

　俺と篠井の声が被った。

　唯人っていうのは、敬三さんのご長男。昨年の冬生まれで、先日一歳の誕生日を迎えたばかり。

　四十代半ばでパパになった敬三さんは、それはもう目の中に入れても痛くないほど可愛がりまくっていて、奥さんがちょっと引くぐらい溺愛している。

「保育園のクリスマス会と、キノコファーム出張にどんな関係が……」

　篠井が怪訝な顔で問うと、敬三さんが渋い顔で呟いた。

「サンタをやるんだ」

　サンタ……。保育園で敬三さんがサンタ。なんですか、その呪文。

「もしや、サンタ役を引き受けたから、出張を早帰りしたいと……？」

　遠慮なく問いつめる篠井。敬三さんは、「申し訳ない」と再び頭を下げた。

「すまん！　本当はグループ園の男の先生がやるはずだったんだが、足を折っちゃったそうで。園のパパの中で一番年上で、お迎え回数が少ないから面割れしてない俺に白羽の矢が立ったんだよ」

「そんなこと言って！　敬三さん、唯人を喜ばせたいだけでしょう！」

　血縁なのをいいことに、篠井が十歳以上も年上の従兄をなじる。敬三さんも素直なものだから、「ああ」と頭を抱えて告白する。

「それも否定できないんだ！　初めての保育園でのクリスマス会だろ？　サンタに会えたとき、唯人がどんな顔をするのか!?　俺はそれが見たいんだよ」

「どうせ泣きますよ！　一歳児にはサンタもなまはげも一緒にしか見えません！」

「泣き顔だっていい！　見たい！」

　従兄妹同士の喧嘩をいつまでも傍観しているわけにもいかないので、俺が口を挟む。

「えーと、理由はわかりました」

「納得しちゃうんですか？」

　篠井が今度は俺を責めるので、ため息ひとつで答える。

「仕事で家族を犠牲にするとか、今どき流行らないからさ。敬三さんほどの人がそこまで言うなら、よっぽどのことだ。俺も唯人くんとこに行ってほしい」

　篠井が不満げに鼻を鳴らした。

　この真面目秘書は、仕事を最優先すべきだと思っているだろうな。でも、それって時と場合なんだよ。融通が利くなら、利かせたほうがいいんだ。

「繋ぎだけつけてくれれば、あとは俺がうまくやるんで、敬三さんはクリスマス会に行ってくださいよ」

「ありがとう、東弥。……しかし、おまえだけじゃ心配で任せられない」

　ズバッと俺の人格を否定する敬三さん。

　なんだよ、それ。こっちが気ぃ遣ってんのに、その言い草はないだろ。

　俺が口をひん曲げて微妙な苦笑をしていると、彼は重ねて言った。

「絹、そこでおまえに頼みがある。今回の出張に同行してほしいんだ。俺が帰ったあと、この粗そ忽こつ者ものの八束東弥が大事な商談の現場で粗相をしないか、見張っていてくれないか」

「はぁ!?」

　またしても、俺と篠井の声が被った。

　篠井と出張？　しかも日程は一泊二日だぞ。ふたりで一緒に地方に泊まってこいって言うのか？

「嫌です！　クリスマスイブなんですよ？　私にだって予定くらいあります！」

　篠井が、いの一番に文句を言う。

　そうか、出張はクリスマスに重なるんだ。毎年イベント的に過ごしてこなかったから、気にしていなかったけれど、女子には大事な日だよな。

　というか、クリスマスという日取りを抜きにしても、篠井とふたりで旅行はまずいと思う。

「敬三さーん、俺ひとりでいいっすよ。さすがに俺ももう三み十そ路じなんでね。血が熱い若者と同じ心配はいらんと思うんですがねー」

　粗相なんかしない。一応、社長だからな、俺。

「東弥、悪いが今回は楽観できない。大沢キノコ農園側からは、安野産業と八束デザインで内定は出ているが、それは先方の社長と広報関係者の意見だ。副社長が大手広告代理店のクリエイターズフォレストと昵じっ懇こんなんだ。少しでもこちらに隙や落ち度があれば、つけ入られるぞ」

「たかが挨拶と打ち合わせで、そんな話にはならんでしょう」

「悪いが俺に従ってほしい」

　俺はわずかに息を呑んだ。

　敬三さんは見た目こそのんびりした温厚そうな会社員だが、中身は真逆だ。仕事に関してはものすごく目が利き、勘が働く。

　手回しもうまく、仕事も早い。この男ひとりに泣かされたライバルたちが多くいる。この年で大企業の常務というのは伊だ達てじゃないのだ。俺も実際、彼の忠告で何度も窮地を救われている。

　今回の出張を、敬三さんが『楽観視するな、気を抜くな』と言うなら、それは正しい判断なのだろう。

　とはいえ、そこで篠井と同行っていうのをすんなり呑めるはずもなく……。

「堂上を連れていきますよ。俺よりは冷静で、人当たりもいい」

　妥協案を出してみるが、敬三さんは首を左右に振る。

「堂上には昨日、うちの会社で会った。ひと足先に相談したが、やんごとなき事情ゆえ、今回だけは勘弁してほしいとのことだ」

　ああ、なるほど。堂上はきっと、独身最後のクリスマスに出張を入れようものなら、リカちゃんに殺されると思って逃げたんだろう。

　それに関しちゃ、仕方ない。『逃げたな、てめー！』という文句は本人に言ってやるとするが、家族の用事を優先したいっつうのは、敬三さんも堂上も一緒だ。ひとり許して、もうひとりを許さんというわけにはいかない。

　敬三さんが篠井を見つめて懇願する。

「絹、悪いが、おまえに任せたいんだ。この男が誰とでもうまくやるのを俺も知っている。だけど変な方向から邪魔が入らないように、おまえが控えて見張っていてくれ。おまえはそこそこ賢いし、東弥のことを一番理解している」

「そこそこっていうのが引っかかりますけど」

　篠井が眉をひそめたまま、ぼそぼそと答える。

「そういうことでしたら……私が同行します」

　まさかの回答！　篠井が引き受けるとは！

　俺のほうが驚いて、なんだか挙動不審になりそうだ。

「ありがとう、絹。東弥もよろしく頼む」

　敬三さんが何度目かではあるが頭を下げ、俺は頷いた。

　クリスマスに篠井と泊まりがけ出張……。

　待て待て、変な意味に取るな。仕事だ、仕事。なにも起こらんぞ。絶対に！

　俺はラテアートを豪快にかき混ぜ、一気に飲み干した。




　観光地としても有名なその駅に着いたのは、午前十時。雪の降る中だった。

　そこからタクシーで一時間ほど行くと、目的地である大沢キノコ農園株式会社に到着した。

　大きな工場が二棟並び、隣接した七階建てのビルがオフィスのようだ。周囲は雪を五十センチほど被った田畑で、その真ん中に、にょきっと立つビルは、ちょっとした非現実感。

　敬三さんと篠井とともに通されたのは、オフィス最上階の応接室だ。社長室と隣接しているのが面白い。

　まずは大沢社長をはじめとした重役たち、広報担当者と挨拶をする。

　居並んだ面メン子ツの肩書を見て、この仕事が社運をかけた一大プロジェクトだということが伝わってくる。

　その場は挨拶と名刺交換で終わり、敬三さんは頭を下げつつ、場を辞していった。ここからは俺と篠井の仕事だ。




　広報担当者の行なめ方かたさんに連れられ、近所にある会社運営のレストランで昼食にする。

　キノコ尽くしの内容かと思いきや、メニューは意外と普通。一応、俺はキノコハンバーグセット、篠井はキノコグラタンにしておいたけど。必要だろ、こういう気遣い。

　行方さんは俺よりいくつか上とおぼしき細身の男性だ。この人は、大沢社長とともに安野産業派でいいんだよな。俺たちを邪魔するのでは、という敬三さんの懸念は副社長のほうだったか。

「午後は工場内と、サプリメント開発のラボを見学しましょう。開発責任者を紹介いたします」

「キノコ工場なんて、見るのは初めてですよ」

　俺が答えると、行方さんがニヤッと笑う。

「マスクにゴーグルで入っていただきます。ビニール製の白衣も着て。場合によっては、工場見学はご遠慮いただくこともあるんです」

「厳重ですね。品質管理に厳しいと伺ってはおりましたが、さすがです」

　篠井の言葉に、行方さんが首を横に振った。

「もちろん、食品を扱うということもあるのですが、装備は見学者を守るためのものです。まれに、キノコの胞子にアレルギーを起こされる方がいらっしゃるんですよ。マスクも万全ではないので、体調がおかしいと思ったらすぐにおっしゃってください」

　俺と篠井は、ほーっとため息。ところ変われば品変わるじゃないけれど、業種が変われば予想外のこともあるのか。

　俺たちの前に湯気をたてる料理がやってきた。お、見た目百点。

「ラボは普段着で大丈夫です。そのまま、ラボで打ち合わせをいたしましょう。夜はこのレストランで、ささやかですがクリスマスパーティーを行いますので、ぜひご参加ください」

　今日が泊まりがけの出張なのは、このパーティーが理由でもある。経営陣と仲良くしてこいっつうね。まあ、ひと口食べてみたキノコハンバーグは美味しいし、今夜のパーティーもメシは期待大だな。

　おっと、そんなことを口にしようものなら、篠井に睨まれること請け合い。仕事はしますよ、はいはい。

　行方さんが少し遠慮がちに言う。

「パーティーの招待客は、その……県内の取引先がほとんどなのですが、副社長のお知り合いの方々もいらっしゃる予定でして。御社とはご同業かもしれませんが、本当に副社長のご友人というお立場でいらっしゃいますので。どうか、お気になさらず」

　この件だ。敬三さんが心配していた、広告代理店クリエイターズフォレスト。

　副社長がごり押ししてくれば、安野産業とうちで決まった話がひっくり返るかもしれないと言っていた。

「そういえば、先ほどご挨拶させていただいた役員の方々の中に、副社長のお姿はなかったようですが」

　俺の問いに行方さんは答えようとするけれど、言葉を選んでいるようだ。

「副社長は……大沢社長の奥様なのですが、マイペースといいますか……あまり経営自体に興味がある方ではございませんので。申し訳ありません。パーティーでご挨拶させていただきます」

　なるほどね。社内でもそういう扱いね、副社長こと大沢社長夫人。ま、面倒なことにならなきゃいいか。

　俺は気楽な気持ちで、残りのハンバーグを切り分けた。




　食事のあとはオフィスに戻り、キノコ工場を見学する。

　実際、キノコが生えている菌床部屋から、ベルトコンベアが行き交う流通部門まで、あちこち気軽に見せてくれる。

　パッケージングする工程は、篠井が面白そうに見ていた。かたちの崩れやすいキノコは人の手でパッケージングするそうだ。ずらりと並んだパート職員の女性たちを見守っている。

　たぶん、篠井のことだから、『私もやってみたい』とか、『私ならあの工程は簡略化できる』とか、無駄にアクティブなことを考えているんだろうな。下手にデキる女だと大変だな、脳が忙しくて。

　Ｂ棟端のラボに移動すると、今回のサプリメントを開発した研究グループのメンバーに挨拶をした。

　開発責任者の清きよ塚づかさんという男性は、俺と同じくらいの年に見える。責任者という割に、若い。しかもメガネをかけているけれど、結構なイケメンだ。

　おいおい、賢くってイケメンで責任者って、なに？

「本日は遠路はるばるお越しくださいまして、ありがとうございます」

　声も涼やかで、落ち着いている。

　これ、モテるんだろうな。羨ましい限り。よし、俺の中では〝理系ハイスペックくん〟で決定。

　無駄なことを考えつつ挨拶をする。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　名刺交換し、一礼する。横で篠井が、にこやかに微笑んでいた。




　打ち合わせは、行方さんと清塚さんを交えて行われた。

　大まかな営業戦略や、今後のスケジュール的な部分は、篠井が敬三さんからレクチャーを受けている。安野産業の方針を伝えるのは彼女の役目だった。

　俺はデザインのコンセプトやら、宣材写真のスケジュールやら、いつものノリで営業しただけ。

　あー、本当、篠井がいると楽だ。やっぱ敬三さんの言う通り、連れてきてよかった。

　なんとなーく気に入らないことがあるとすれば、篠井がハイスペック清塚さんをちらちら見ていることだ。

　へー、おまえ、こういう髪の毛さらさら草食理系イケメンがお好みなんだ？　ふーん、意外。

　ま、いーんじゃないか？　未来あるイケメンを旦那候補に選ぶっていうのは、かなり安定志向だ。

　一度は、こいつが既婚者との恋愛に溺れていたらと心配をしたこともある。真っ当な相手ならいいじゃないか。お兄さんは応援するぞ。

　理系ハイスペックくん……ダメだ、本気でこの名前で呼んでしまいそうだから、一回忘れよう。

　清塚さんは見る限り、独身っぽく思える。家庭や妻子のある男の所帯じみた雰囲気はまるでない。指輪もしていない。

　待てよ、研究職だから外しているってこともあるか。よし、その辺は俺の社交術でリサーチしてやろう。万が一、既婚者だったらすぐに教えてやるからな。そのときはお兄さんの胸で泣きたまえ、絹よ。




　打ち合わせが終わったのは十六時。十八時半開催のパーティーにはまだ時間があるため、ホテルのチェックインを先に済ませることにする。

　篠井が手配してくれたのは、新幹線を降りた観光地の駅ではなく、大沢キノコ農園の所在地からタクシーで二十分ほどの駅前のホテル。のどかなところだ。この駅も本数は少ないが、新幹線が停まるらしい。帰りは急ぐ旅でもないので、この駅から特急券を手配してあるそうだ。

「段取りいいっすね、秘書さん」

　ホテルに向かうタクシーの中で言ってみる。口を開いて気づいた。今日初めて、篠井とふたりきりの状況だ。

　間がもたないというわけじゃない。だけど、なんとなく落ち着かない。

「当たり前です。私を誰だと思ってるんですか？」

　篠井が高飛車に答える。

「社長は、パーティーで愛想を振りまくことだけ考えてくださればいいです。あとは、私がやります」

「頼りになる～」

　俺が気のない返事で茶化すと、彼女はおおいに不満そうに鼻を鳴らした。




　到着したホテルは築五十年以上は経っていそうな、古めかしい建物だった。昔、兄貴のピアノの発表会で入った古いホールを思い出す。地元では結婚式や会食にも使われるらしい。

　篠井がフロントで手続きを終え、戻ってくると、俺の手にくすんだプラスチックのバー付きの鍵を握らせる。篠井の持っている鍵とは隣のナンバーだ。

　あ、やっぱりそうだよな。同じ部屋なわけないよな。敬三さんが使う予定だった部屋に、篠井が入るだけだもんな。

　一瞬でも邪よこしまな考えが浮かんだ自分を殴ってやりたい。

　バカか、俺は。出張で同じ部屋の上司と部下って！　どこの不倫エロの構図だよ！　俺と篠井は独身だから不倫は当てはまらないけれども！

　古いエレベーターがチンと鳴って、目的階に停まる。カーペット敷きの床を進むと、目的の客室は廊下の最奥に並んでいた。

「では、十八時にフロントで」

　部屋の前で篠井は言い、ドアの向こうへ消えていった。

　なんか、俺だけがバタバタしている気がする……。ま、いっか。とりあえず休憩時間だ。シャワーでも浴びて、ベッドに転がってみよう。




　十八時二分過ぎにフロントに下りていくと、篠井はぷんぷん怒っていた。

「遅いです！　もうタクシーが来てるんですよ」

　うん、いつもの篠井だ。なんだろう、今日はあの貼りつけたようなニコニコ顔を見ていない気がする。ようやく通常運転に戻す気になってくれたのかな。

　篠井は昼と同じベージュのスーツだけど、シャツをジョーゼットだかシフォンだかのプリーツブラウスに替え、髪をアップスタイルにしている。首元には小さなストーンのついたネックレス。一応パーティーだからか、ビジネススタイルとは分けているようだ。

「篠井、さっきと同じスーツなのに、可愛いなぁ」

　褒めてみると、彼女の顔がぼっと赤くなる。

　てっきり『当然です』みたいな返事が来ると思ったのに。そんな顔をされたら、調子が狂う。

「変ではないですか？」

　しおらしく聞いてくるのも不思議だ。なんだ、篠井。通常運転でもないぞ。

　もしかしてこいつ、非日常に弱いタイプ？　俺とふたり出張でパーティーっつう、今までにない出来事に戸惑っている？

「変じゃない。今日みたいな会ならちょうどいいだろ」

「社長はネクタイ曲がってますけどね」

　篠井が俺のネクタイに手を伸ばしてくる。俺たちの身長差は二十センチ程度。

　ネクタイをいじるとき、背伸びする篠井は少しいい。可愛い奥さんって感じ。

　あー、なんなんだ。俺も弱いのか？　非日常に！




　俺たちはタクシーで、昼食をとったレストランに直接乗りつけた。

　地方の名士たちが集まって……みたいな会合を想像していたけれど、パーティー自体はずいぶんアットホームなもの。役付きの社員と、取引先関係者が主な出席者。

　会議の延長みたいな通常のスーツ姿でワインを片手に談笑する様子は、社員旅行にでも来たかというくらい、くだけた雰囲気だ。サンタに扮ふんした大沢社長と、飛びつくお孫さんの光景もほのぼのとしている。

　俺は早々に関係先すべてに挨拶回りを済ませた。

　こういうの、得意なんだよな。知らない人間だらけのところで、場を盛り上げるの。

　俺は〝東京から来た新プロジェクトの協力者〟という体ていで、あっさり場に馴染んだ。

　会が始まって三十分以上経った頃だ。

「あ、おばあちゃん！」

　大沢社長のお孫さんが駆けていった先には、どうやら今回の敵である副社長の姿。

　派手なパーマのかけられたショートヘアと、ひと目でハイブランドのものとわかるスーツ。きつそうなつり目で周囲を睥へい睨げいしている。

　パーティーにも遅れて登場するわけね。ふーん。

　その横に、五十代後半とおぼしき夫妻がいる。男のほうがクリエイターズフォレストの常務だろう。腰ぎんちゃくみたいに、四十代らしき部下が控えている。

　部下を連れてきて、どこがプライベートだよ。どうやらあちらさん、安野産業とうちからこの仕事を持っていく気満々だ。引かないけど、こっちも。

　俺は堂々と副社長に近づくと、頭を下げた。

「ご挨拶が遅れました。このたびサプリメントプロジェクトの広告デザインを担当します、八束と申します」

　メイクの濃い奥様は、怪訝そうに俺を一いち瞥べつする。

「あら、その件はちょっとねぇ」

　そう言って鼻で笑うときたもんだ。このおばあちゃま、腹立つなー。

「せっかくなので、昼間お話しできなかった分もお時間をいただけますか？」

　俺はニッコリ笑って、副社長の顔を覗き込む。横の常務夫妻が嫌そうな顔をする。

「悪いけれど――」

「副社長、そちらのジュエリーは、今シーズンのギンザ宝飾の新作ではないですか？　あの広告を手がけたのもうちなんですよ」

　副社長の断りの言葉を遮って、ひと際大きい声であとを続けた。

　煙たがられているのを承知で、どんどん副社長に話を振りまくる俺。話しながら気づく。彼女は人を探している。

　どうやら探し人は、大沢社長とサプリメントの開発責任者である清塚さんだ。ふたりをクリエイターズフォレスト側に紹介し、このパーティー中に仲を取り持ってしまおうってところかな。

　でも、俺はすでにふたりがどこにいるか確認済み。ふたりとお孫さんを確保して、エントランスホールのソファで会話しているのは篠井だ。

　事前に篠井が調べたところ、大沢社長と清塚さんは篠井と同じ大学の出身。学閥ってわけじゃないけれど、賢い大学のＯＢ・ＯＧは社会で会うと絆きずなを感じるものだ。

　今回の俺と篠井の分担がこれだった。俺が面倒な反体制派を丸め込み、篠井が反体制派と協力者を接触させないよう隔てる。

　うまくすれば俺が反体制派の副社長を取り込めるし、ダメでも足止めになる。篠井のほうは、賛成派を繋ぎ止める役割だ。

　結果として、この案は成功した。俺は副社長のおばあちゃまと一時間語りつくし、最後は彼女が笑顔を見せざるを得ないところまで話術で落とした。行方さんが隣に貼りつき、適度なパスをくれるのもラッキーだった。

　篠井のほうは大沢社長と清塚さんにべったりで、概おおむね大沢社長の成せい功こう譚たんの聞き役に徹していたようだ。大沢社長はすっかりいい気分で、お孫さんもそっちのけで篠井に語り続けていたらしい。

　クリエイターズフォレストの常務夫妻は、パーティーの間中、大沢社長に接近できなかった様子だ。

　ま、こんなのは一時しのぎに過ぎないけど、今日の仕事としては上々。一応、この場でできる最善は尽くした。

　ひとつだけ気になることがある。仕事とはまったく関係ないけど。

　清塚さんが、篠井のことをだいぶじっくり見つめていた。口数の多いほうではないメガネのイケメンくんは、どうやら篠井 絹に心を動かされている。

　篠井が大沢社長と話しているときも、ずっと篠井の右隣にいる。その姿はときに俺の目の端に映った。

　大沢社長の大きな背中の向こうに、篠井と、隣に寄り添う清塚さん。

　おいおいおい、火ぃついちゃったんじゃないのか？　いや、俺は応援するつもりですよ？　篠井がその気なら。

　そういえば、俺の横で副社長トークの補佐をしてくれていた行方さんに、清塚さんのことを聞きそびれた。

　でも、それに気づいたとき、パーティーは終わっていて、行方さんはすでに大沢社長のそばだ。

　アプローチに出ると、招待客が家族の迎えの車やタクシーに乗り込み、帰っていくところだった。運転代行業者の車も何台かいる。俺と篠井が乗るタクシーもすでに手配されて、到着済みだ。俺は篠井の姿を探す。

　化粧室に行ったと思ったけど、遅いな。

　雪のそぼ降るアプローチを戻り、レストラン内を覗いてみる。やっと見つけた篠井は、まだレストランのエントランスホールにいた。

　その前に立っている背の高い男……清塚さんだ。彼は篠井の手になにかを握らせている。

　おーっと、あれはオールドスタイルにも、自分の連絡先だったり？　やるな！　理系男子！　つか、メッセージアプリのＩＤ交換すりゃいいじゃん。

　清塚さんは遠目に見ても赤い顔をしていて、応ずる篠井の笑顔も明るい。

　マジかよ。恋、生まれちゃったか？　はー、一瞬だな。若いっていいな！

　……そうだ。そういうことなら、邪魔はしちゃまずい。

　俺は先にタクシーに乗り込み、中で篠井を待った。しかし、妙にそわそわと落ち着かない。

　なんだ、この感覚。イライラではない。モヤモヤでもない。

　ああ、そうか。妹分が男にモテて、兄としてちょっと心配してんだな。

　女兄弟がいないから、そういうことを考えるのが初めてで驚く。

「お待たせしました」

　篠井がタクシーの後部座席に入ってくる。

「社長？　どうかしました？」

「なにが？」

　俺が聞き返すと、彼女が不思議そうな顔をしている。

「すごく怖い顔してましたよ」

　怖い顔……まさか。そこまで子どもじゃないだろ、俺は。

　篠井の指摘に、我知らず動揺する自分に気づいた。

「寒かったんだよ」

　ごまかす声が不自然じゃないといい。

　今夜の宿泊先を目指して、ちらちらと雪の落ちる中、タクシーは発車した。

　二十一時過ぎ、田舎いなかの国道は明かりが少ない。というか、商業施設はもちろん、人家も少ないのだ。

　明かりは遠く、山沿いにぽつりぽつり。たまにあるコンビニが煌々と眩しい。あとは稲刈りもとうに済み、数十センチ雪の積もる田んぼが続くばかり。車の通りもわずかなので、十五分とかからず到着してしまいそうだ。

「社長、お腹空いていませんか？」

　篠井が聞いてくる。俺はなんとなくその顔を直視できず、前を向いたまま答える。

「あー、まあまあ。なんだかんだであんまり食えなかったもんな。ホテルの裏にコンビニがあっただろう。寄っていけばいいよ」

「よければなんですが、私、食べるものを少し用意してあります。ご一緒にどうですか？」

　篠井がさらりと言う。

　ご一緒に、っていうのは、ホテルの部屋で？　いいのか？

　いや、もう気にするな。いいだろ、俺と篠井なんだから。普通の仕事仲間の距離ならあることだろ。

「じゃー、もらおうかな。俺も一応、酒は持ってきてんだよな。結構美味しいやつ」

「私もそれ飲みたいです。着いたらいろいろ持って、社長の部屋に行きますので」

　篠井の感情の起伏が薄いので、俺は逆に安心した。彼女は妙に意識はしていない。




　ホテルに到着し、部屋で上着を脱いだりしているうちに、あっという間に篠井はやってきた。

　ドアを開けると、紙袋やら箱やらレジ袋やらを持った篠井。服はジャケットを脱いだだけで、ブラウスとタイトスカートだ。ネックレスは外したようだが、髪はアップのまま。荷物が重いのか、眉間に皺が寄っている。

「大荷物ですね、絹さん」

「ええ、受け取ってくれてもいいんですよ。気の利かない東弥さん」

　普段しない名前呼びも、ふざけてならできるんだよな。

　篠井からレジ袋を受け取る。中身は瓶に入ったビールがいくつか。見たことのない銘柄だ。

「地ビール？」

「はい。この近くのブリュワリーで作っているそうです。こっちは、近くのワイナリーのワイン。少し行くと、雪の中ですけどブドウ畑が見えるんですよ」

　篠井はさらに紙袋から、バゲットやフィリング入りのパンを出す。

「ここの近所のパン屋さんなんですけど、ネットで評判なんで行ってみて、お酒に合いそうなのを見繕ってもらいました」

「まさか、この箱は？」

　俺が丸テーブルに置かれた紙箱を開けると、中にはカシスのムースがふたつ。【Merry Christmas】の小さな紙が刺さっている。

「ホールケーキは食べきれないので」

「……篠井さ、まさかパーティーに行く前の時間、これらの調達をしてたのか？」

　俺が問うと、篠井はきょとんと答える。

「え？　そうですけど？」

　そのきょとん顔がおかしくて、俺は吹き出した。

「おまっ……宴会する気満々じゃねーか!!」

　彼女が瞬時に頬を赤くし、怒りだす。

「だってですねぇ！　こっちはクリスマスイブを潰して出張に来てるんですよ？　地元の美味しいものくらい楽しんだっていいじゃないですか！」

「それにしたって、結構な手間だっただろ？」

　俺はひいひい笑いながら問う。篠井は首を左右に振った。

「お酒もケーキもホテル側が取引があるということで、お願いしたら用意してくれました。パンは散歩がてら買いに行きましたけど……って、私が楽しみたいだけですので！　社長はお付き合いいただかなくてもいいんです！」

　言ってから、またしても怒りだす篠井。怒るなよー。

「いやいや、いただきます。おまえの段取り上手なところ、俺大好き」

「おおいに感謝して、ひざまずいてください」

　鼻を鳴らしながら胸を張る。可愛いんだよ、いちいち。

　俺は備えつけの冷蔵庫の中から、とっておきのワインを出す。

「銘品のロゼ。うまいぞ」

　篠井が、『おおっ』と嬉しそうな顔をする。すごく強いわけじゃないが、彼女は美味しい酒が好きだ。

　ワイングラスも借りてきてある。準備のいい秘書のおかげで、俺たちはワインで乾杯をすることができそうだ。

　小さなテーブルを挟み、それぞれひとりがけのソファに座って向かい合う。カチンと軽い音が響き、グラスの薄赤の液体が揺れた。

「お疲れさまです」

「今日は及第点ってことでいいだろ」

「敬三さんも文句なしの出来だと思います」

　ワインは心地よく、つまみのパンもうまい。

　ロゼはあっという間になくなり、地ビールも地元ワインも封を切る。

　ちょっと前の気まずさや険悪さはない。ひとつのことをふたりで乗り越えると、俺たちの空気はいつものものに戻る。

　なんだ、最初からこれでよかったんだ。下手に足あ掻がかずとも、俺たちは元通りじゃないか。

「ちなみに篠井は今日、誰かと約束があったのか？」

　ノリで聞いてみると、篠井が口を尖らせ、ぼそっと答える。

「……沙都子さんと清子ちゃんと三人で、クリスマスパーティーの予定でした」

「おまえさ、やっぱ現在彼氏なしだろ」

　俺がニヤニヤ突っ込むと、彼女が頬を赤くして、勢いよく反論する。

「今だけです！　今、ちょうど特定の人がいないだけです！」

　篠井の回答が妙に嬉しい。こいつ、とうとう本当のことを言った。

　そうだと思ったんだよな。彼氏がいるのに、他の男とキスするやつじゃない。

　でも、今はフリーなら、清塚さんとの恋愛は充分に可能性ありってところかもな。イケメンだし、有望株だし。新幹線で一時間少々なら遠距離ってほどの距離でもない。

　篠井は……清塚さんともキスできるのかな。俺にしたみたいに、『気持ちいいならしてもいい』って、迫るのかな。

　あの純朴そうな理系男子はイチコロだろ。そんな誘い。

　こいつが本当に世慣れた遊びを得意とする女だとして。俺とのキスが単なるお遊びだったとして。

　もう、する気はないのだろうか。

　俺ともう一回、キスを試してみる気はないのだろうか。

「社長？」

　呼ばれて、はっと気づく。篠井がワイングラスを片手に、俺の顔を覗き込んでいる。

「わりぃ。疲れてるみたいだ。一瞬寝てた」

　俺は強がって笑ってみせる。

　疲れているのは本当だけど、酒の力でタガが変な方向に外れちゃいけない。

　篠井と？　もう一回キス？

　やめとけ。遊びにしたって、俺たちの関係なら三回目はないほうがいい。

　今さっき確認したばかりじゃないか。自分たちのあるべき姿は、ともに困難を乗り越えていく相棒としてのスタイルだ。男女の関係じゃない。

「社長が眠いんでしたら、もうケーキ食べちゃいましょう」

「食べるの保留っていう案は、なしなのな」

「なしです。ケーキは一番楽しみにしていたので」

　篠井がいそいそとケーキの箱を空け、紙皿に移す。手についたムースをぺろりと舐なめるその仕草に、無性に高ぶった。

　まずいな。ムラッときちゃいけない。自制しろ、大人だろ。

　でも、同時に疑問が浮かぶ。

　篠井は俺のこと、どう思ってるんだ？

　過去二回のキス、彼女は嫌がってなんかいない。積極的だった。

　一度考えた可能性が脳裏をよぎる。

　篠井が俺と、男女の関係を持つこともやぶさかではないと思っていたら？　篠井にとっては、そこまで考えてのキスだったとしたら？

「社長、美味しいですよ。早く食べたらどうです？」

　無邪気に言う篠井。ほろ酔いなのか、大きな目がとろんとしている。

　くだけたムードに勘違いしちゃいけない。そう思いつつ、気持ちの一部が加速していく。

　篠井は清塚さんと進展するだろうか。

　キスをするだろうか。

　結婚を前提に考えるだろうか。

　それとも俺が今誘ったら、応えるだろうか。

　今なら、篠井は俺が奪い去れる。捕まえとくなら早めに……堂上にはそう言われた。

　俺は篠井とどうなりたい？

　どうもこうもない。今まで通りのパートナー関係がベスト。

　……本当に？

　誓ってそう言いきれるか？

　篠井 絹が今日みたいに他の男と笑い合っていて、応援するって考えながら面白くない顔をしていたのは、どこの誰だよ。

　……やめろ。篠井にとっては全部遊びの範囲だ。

「社長？　本当に眠いんですか？　ベッド行きますか？」

　だけど、だけど……。俺は今、篠井に触れたい。

「ああ」

　俺は答えて、向かいのソファに座る篠井の手を掴んだ。

　彼女はちょうど紙皿とプラスチックのフォークを丸テーブルに置いたばかりで、俺の顔をぽけっと見ている。

「ベッドに行く」

　俺は篠井を引き寄せ、そのまま抱き上げた。

　軽いその身体をベッドに投げ出すと、両手を篠井の顔の横につく。身体を弾ませ、彼女が俺を見上げていた。

　赤い頬、潤んだ瞳、口紅の剥げた生々しい唇。

　篠井に触れたい。性欲だとしたら、最悪だ。

　だけど、俺はどこかで自覚している。

　……篠井と清塚さんが微笑み合う光景に感じた、やり場のない焦燥を。このどうにもならない気持ちの正体を。

「篠井の言う遊びって、どこまで？　気持ちよくなれれば、制限なし？」

「社長……」と、かすれた声で篠井が呼んだ。

　俺はぐっと顔を近づけ、ささやいた。

「キスより先も、ありか？」

　篠井の顔が一瞬凍りつき、次にくしゃっと歪む。

　驚いた。その顔は子どものように素直に、恐怖と困惑を映していたからだ。

　篠井の手が俺の顔に近づく。両手の指先が震えながら、俺の唇を押さえた。

　ダメ……そういう意味を確実に含んで。

「なしです」

　泣きそうな声だ。

　なんてことだ、篠井は俺におびえている。

　俺はその様子だけで、胸がズタズタになった。

　ビビらせてしまった。彼女が乗ってくると思ったのは、俺の勝手な妄想だったのだ。

　篠井の余裕のない幼児のごとき表情は、その一瞬だけ。すぐに、ニコッと微笑みを見せる。

　ああ、こいつはこうやっていつも取り繕ってしまうのだ。

「酔っていますね、社長。これじゃ業務の範囲も、遊びの範疇も飛び越えてますよ」

　俺はすっかり〝大人の女モード〟になった篠井を解放し、ベッドに腰かけた。

「悪い。酒が入って、少し暴走した」

「この前のキスは、うっかり私からしてしまいましたので、おあいこです。反省したんです、あのあと。あなたとすべきじゃなかったって」

　いちいち、言葉が胸を突く。

　やめろよ、そういう言い訳。

　あの瞬間はあれで完結している。おまえにその気がないなら、ほじくり返すのはやめろ。

「上司で兄にも等しい人に、仕掛ける遊びじゃありませんでしたよね。社長、どうか今後は、今まで通りの八束社長と秘書の篠井に戻らせてください。変な空気にしてしまって、本当にすみません」

　困ったように笑って頭を下げた篠井を見て、俺はとうとう立ち上がった。

　なんだ、この失恋みたいな空気。

　篠井はとっくにその気などなくなっていた。むしろ、今日の新しい出会いが心を満たしていたのかもしれない。

　それなのに、俺が妙なちょっかいを出してしまった。情けないし、恥ずかしいし、それと同時に篠井の顔を見ていられないほどに悔しかった。

　なんだ、男慣れした女に軽くつまみ食いされた程度で怒るなよ、俺。

　でも、どこかで考えてしまう。おまえの顔を金輪際見ないで済むなら、どれほどいいか。

　……淀よどんだ痛みを押し込むように、シャワールームに足を進める。

　振り向かず、ぶっきらぼうに言う。

「シャワー浴びるわ。おやすみ」

「はい。明日は十時の新幹線ですので」

　篠井の声が背中に聞こえた。俺は首を横に振る。

「おまえは先に帰れ。俺はもう一度行方さんと打ち合わせして帰ることになってる。チケットの時間変更なんかは自分でやるから、大丈夫だ」

　嘘八百だけど、篠井が反論することはないと踏んでいた。

　案の定、彼女は「わかりました」と呟き、それっきりなにも言わなかった。




　俺がシャワーを浴びて出てくると、テーブルの上は片づき、篠井の姿もなかった。

　紙皿に乗ったカシスムースだけが、ぽつんと俺を待っていた。
















第五章　新年早々業務です













　オフィス用品はすべてネット注文で、業者がオフィスに直接届けてくれる。しかし、今日はいろいろと足りないものが出てきてしまった。

　なにしろ本日は仕事納め。業務は午前中で締め、午後は大掃除と決めたのだけど、普段デスクワークばかりの男性陣はことごとく役に立たないと痛感する。

　重たい粗大ゴミは持てないわ、デスクやチェストをガードせず天井にハタキをかけだすわ、雑巾入りのバケツをひっくり返すわ。途中でなにかがツボに入ったらしく大笑いでふざけだして、ビルオーナーからもらった花瓶と絵画を落っことす始末。

　花瓶が割れ、絵画の額縁の端っこが欠け、私の雷が男性陣に落ちた時点で、社長と堂上さんが逃げだした。

『挨拶回り忘れてた～』なんて言って。

　……小学生男子の面倒を見るって、こんな感覚かしら。各家庭の奥様方、ご同情申し上げます。

　花瓶の残骸を片づけ、額縁修復のため瞬間接着剤を買いに外へ出た。あと、時計の電池と、まともに掃除を済ませてくれている女性陣への差し入れの生菓子が必要だ。おおいにペナルティのある男性陣へのお菓子は、おつまみあられひとパックずつに決定する。

　最後は缶ビールで乾杯なんだけど、それはすでに買ってあるからＯＫとして……。

　私は年末の空を眺め、ため息。今年が終わる。

　必要なものを買いそろえ、最後にケーキを見繕った。

　ケーキとビールは合わないかな。私はまあ、ありなんだけど。

　そろそろ社長と堂上さんが帰ってくるはずだ。そしたら、『今年もお疲れさまでした』の会を少々やって、本年終了。

　忘年会はクリスマスの日に済ませた。出張から帰ったばかりの私は、想像以上にクタクタで微熱もあったので辞退し、お金関係だけ衿奈ちゃんにお願いして帰宅。

　あとはみんな勝手にやってくれたようだ。飲み会に関しては私以外の人に任せても問題ない。

　あの日、午後に帰社した社長はすっかりいつも通りで、忘年会にも元気に参加していたそうだ。

　クリスマスイブの出来事が、私には重く重くのしかかる。

「私、最低」

　荷物とケーキを手に、ぶらぶらオフィスに戻りながら、もう何度目かの猛省を口にする。

　出張の夜、酔った社長に迫られた。

　ベッドに押し倒され、キスされそうになった。

　私が拒絶しなかったら、たぶん、私は社長に処女を捧ささげることになったのだと思う。

　近づいてきた唇を拒否し、今までの勝手なキスを謝罪した。偉そうな大人女子の仮面を被っての謝罪だったから、彼はきっと嫌な気分だったと思う。

　ともかく、それで終了。

　本当に私、最低だ。社長に勘違いさせたのは私自身なのだ。〝簡単にキスできる女〟だって。

　帰りの新幹線こそ別々にしたものの、彼は金曜も今日の掃除も、まったく普通の態度に戻っていた。私が望んだから、そうしてくれているんだと思う。

　社長に申し訳ない。とはいえ、これ以上の謝り方がわからない。

　仮に私が、自分が処女だとか、キスに興味があって社長を襲ってしまっただとか、正直に告白して謝罪したところで、彼が嫌な思いをしたことには変わりない。それなら社長のためにも、私は今度こそ〝秘書・篠井 絹〟に戻ることが先決なんじゃなかろうか。二度と変なことは仕掛けず、真面目な秘書に戻るべきだ。

『キスより先も、ありか？』

　不意に社長の低いささやき声がよみがえり、我知らず背筋が震えた。

　鼓動が速くなる。恐怖からじゃない。

　あの声を思い出すたび、間近に迫った社長の色っぽい表情を思い出すたび、胸がどうしようもなく高鳴る。こんな自分に戸惑い続けている。

　そう。社長を拒絶しておきながら、私はイブの夜を忘れられないでいるのだ。

　ベッドにお姫様抱っこで運ばれて、押し倒される。キスと、それより先を望まれる。

　自分でもバカだと思う。だけどこのシチュエーションは、恥ずかしくも、頭でっかちな私にとって、萌もえ死んでしまいそうなほどドキドキな体験だった。

　社長が、私を欲しそうに見ている。この前やめてしまった続きを望んでいる。

　厚めの唇が私の肌をたどる想像が、瞬時に頭を駆け巡った。

　ドラマの中で起こるようなロマンティックな夜が、現実になるなんて。しかも、その相手が社長だなんて。はからずも嬉しいと思ってしまった私がいる。

　社長とそんな状況になっていることが、まったく日常とかけ離れていた。だからこそ、すんなりと喜んでしまったのかもしれない。

　パーティーで私に連絡先を渡してきた、イケメン清塚さんが浮かぶ。

　正直モテたことがないから、すごく嬉しかったけど、社長に押し倒されて身体を望まれているほうが何百倍もドキドキした。ずっと家族のように見てきた社長が、ひとりの男の表情をして、私を見下ろしているのだ。

　社長のものになる？　社長にバージンをあげる？

　少し怖いけど、それもいいかもしれない。この人の見たことのない顔が見られるなら、今夜、見てみたい。

　私の脳は高揚と興奮に任せ、瞬時にさまざまな想像を巡らせて、自分の心を納得させた。

　しかし同時に、私は別の計算式にまで、答えをはじき出してしまった。

　〝今の状況×八束東弥と寝てもいいですか？＝ダメ。絶対にダメ〟

　……社長は社長だ。上司で、兄みたいなもので、面倒だけど大切な人だ。

　雰囲気だけでセックスしてしまったらいけない人だ。

　だって、社長は……私を好きだから抱きたいんじゃない。私が〝気軽に遊べる女〟だと思ったから抱こうとしている。

　絶望的な答えだった。自分で作り上げた檻おりに閉じ込められた気分だった。

　世慣れた女のキャラ設定にしなければ、彼は私に触れようとは思わなかっただろう。

　このまま社長に抱かれたら、私は一生後悔する。恋愛とは別次元で大事な人の遊び相手になんか、なっちゃいけない。

　結果、私は正常な思考に立ち戻った。社長を大人ぶって拒絶したのは、そういう事情だ。

　そして自分の浅はかさを罵りながら、あの晩の一瞬の至福を何度も思い浮かべて、赤くなっているってわけ。

　もう、自分が嫌すぎる。死ぬ。もう死ぬ。自己嫌悪って死因にならないかな。

　社長の元同僚の仙川さん？　彼女が来て、昔社長のことが好きだったなんて言っていたのを聞いたときも、ツンケンして自己嫌悪だったけど、今回はそれ以上。

　そもそも出張前のあの辺から、私、ちょっとおかしいよ……。

　私はオフィスの入るビルの前に立ち、深呼吸。

　落ち着け、落ち着け。赤い顔をしてオフィスに戻ることはできない。

　帰って、掃除の出来を確認して、場を締めて、お疲れさまの乾杯の準備をして……。

　そうだ、お正月飾りを飾ってないぞ。フロアのドアにくっつけなきゃ。

「篠井ー、どうしたー？」

　のんきな声が聞こえて振り向くと、そこには堂上さんと社長の姿。

　私は慌てた。今さっきまで、たぶん赤い顔をしていたはずだ。見られていないだろうか。

「買い物か？　偉いぞ、働き者の篠井くん！」

　堂上さんだけでなく、社長も平気な顔で私を覗き込んでくる。

　私の両手の荷物を受け取る気はないようだ。大きなものはないけれど。

「おふたりをはじめとした男性陣による厄介事が、間もなく終息予定です。この野郎！って気分を呑み込んで今年を終えようと思っておりますので、最後くらい協力しやがれです」

　私が答えると、ふたりはケラケラ楽しそうに笑って、私の荷物を持ってくれた。ケーキの箱だけは自分で持ち、エレベーターに乗り込む。

　はあ。私、普通にできたかな。社長が今までと変わらぬ態度を示してくれているんだから、私だってそうしなきゃ。

　オフィスに戻ると、掃除はもう後片づけの段になっていた。そちらはみんなに任せ、私はドアの外側にお正月飾りをつけることにする。

　簡易フックを取りつけていると、にゅっと社長が顔を出した。

「篠井、正月は実家に帰るのか？」

「邪魔ですよ、社長。……ええ、三十日に帰って、新年二日に戻ってくる予定です」

「長野だっけか」

「そうです」

　なんだろ、この不毛な会話。世間話とも違うみたいだし。

　すると、彼がするりと廊下に出てくる。私を見下ろして、いつもとまったく変わらぬトーンで言う。

「新年の三日、ちょっと付き合ってくれ。正月早々、ひとつ仕事があるんだよ」

「一月三日に？　仕事ですか？」

「ああ、そうだ。なにか用事があるか？」

　ふざけているなら、この辺でわかる。しかし社長は、普段仕事を頼むときと同じ雰囲気だ。

「用事はないです。業務でしたら……お付き合いしますが」

「よかったよ、それじゃ同行を頼む。あとでメールを入れておくが、当日は十時に吉祥寺。一応、接待なんで、服は準フォーマルくらいで」

　接待？　どういうことだかわからないけれど、社長が私を指名しているなら、女手がいるのだろう。

　古い考え方だし、セクハラだなんて言われることもあるけれど、接待の場を華やかにしようと、社長が女性社員を連れていくことはたまにある。どこかでお偉いさんと新年会とか？

「わかりました」

「あと、掃除も終わるから、仕事納めの乾杯の準備を頼むわ」

「ああ、はい……」

　私は頷き、まだよくわからないままフロアに戻った。




　そうして年は暮れ、年末年始、私は長野の実家に帰った。この前行った新潟と張るくらいの豪雪地帯の出身である私。今年は雪が少なめだという。

　東京で十年ほど暮らしていると、少なめだろうと多めだろうと一緒に見えてしまうから不思議だ。

　実家はシーズン中ということもあって忙しい。私の実家は……まあその辺はどうでもいいんだけど、とにかく冬はかき入れどき。毎年、年末年始はのんびりしに行くんじゃない。手伝いに行くのだ。

　だから本当の意味でゆっくり休むためには、少し早めに東京の自宅マンションに戻らなければならない。

　一月三日は、その休養のための一日だった。どうも今年は、社長の仕事に付き合うことになっちゃったけど。




　一月三日当日、私たちは十時に吉祥寺駅の改札内で待ち合わせた。

　会うなり社長は、挨拶もそこそこに私を伴って電車で移動。

　どこに行くんだろう。まだ要領を得ない私がいる。

　移動しながら、社長が私の格好をチェックしてくる。

「チャコールグレーのジャケットにスカート。うん、パンツスタイルじゃないところがいい。色はベージュかオフホワイトのほうがよかったかもな。指定すべきだったな、悪い」

　なにが悪いんでしょうか……おじ様ウケの話？　やっぱ明るい色味のほうが接待向きだったかな。

　そんなふうに私を評価する社長自身は、紺のジャケットにブルーのシャツ。パンツは異素材でツイードだ。

　私に準フォーマルって言っておいて、なんだかくだけて見えるのは気のせい？

「篠井、髪さ、ひとつ結びじゃなくてハーフアップにできるか？」

「え？　できますけど」

「じゃ、目的地に行く前にコーヒー飲むから、化粧室で直してこい。ピンとかシュシュとか欲しければ途中で買ってやるから」

　社長が〝ハーフアップ〟という単語を知っていたことに、おおいに驚くけれど、髪型も指定？　もしや、これから会うのは、女子の好みがうるさい方？　ご年配の社長さんとか？

「いえ、今あるものでまとめられますよ」

　謎が深まる一方です。




　四よッつ谷や駅で電車を乗り継ぎ、後こう楽らく園えん駅で下車し、社長の言う通りコーヒーショップに立ち寄る。どうやら時間調整も兼ねる様子だ。

　都心部まで来たけれど、時間的にも場所的にも、お宅訪問な感じだよね。

　髪を早速直し、戻ってくるとカフェラテに口をつける。

「清塚さんとは連絡取ってんのか？」

　不意に言われ、めちゃくちゃ驚いた。なんで社長が清塚さんのことを言いだすのかわからない。

　この前の出張で出会った、開発責任者の清塚さん。彼の視線があからさまだったせいかな。気に入られちゃったっていうのは、傍目にもバレバレなんだ。

「メールを何度か。雪がたくさん降ったとか、新年の挨拶とか、世間話程度ですけど」

「ふうん」

　社長は聞いておきながら、気のない返事をする。

　なんだろ、感じ悪いな。

　でも、私にそんなことを言う権利はない。社長に嫌な思いをさせてしまったクリスマスイブの思い出は、まだ生々しい。今回の新年早々の仕事だって、彼への罪滅ぼし的な気持ちもある。

「付き合うのか？　清塚さんと」

「なに言ってるんですか。取引先の方ですよ？　この前会ったばかりで、そういったことにはなりようがないじゃないですか」

　言い訳がましく答えてしまう。

　清塚さんが、出会ってすぐ私に好意を持ってくれたことは気づいた。そのことは嬉しい。

　男性にモテたことが、本当にないんだもん。出不精すぎて男性のいるところに出向かないから、そもそも出会いがなかったんだけど。

「そんなのわかんねーだろ」

　問いつめるくせに冷たい雰囲気の言葉が、妙に刺さる。

　嫌だな、この話題。もうやめたい。

「おまえの魅力で篭ろう絡らくしとけ。清塚さんはキーパーソンだ。こっちサイドでいてもらったほうが助かる」

　社長はそう言って、コーヒーをすする。

　なるほどね。そういうわけですか。仕事的には、私が繋ぎ止めておいたほうがいいってことね。

　わかるけど、最高に感じ悪い。私は無表情で答えた。

「今週末に、ご用事があって上京されるそうです。食事の約束はしていますので、ご心配なく」

　社長が短く「おう」と答えた。

　しばしの無言が私たちのテーブルに訪れ、彼がようやく、今日の接待について口を開く。

「今日は会食だ。おまえの仕事は、なにを言われても適当にニコニコしていること。下手に答えたり、反論したりする必要はない」

　意味がわからない。なんだろ、お飾りの役目なのだろうか。

　まあ、そうだよね。接待役の若い女子って役で呼ばれたんだろうね。

「なにか話を振られたら、俺が答える。おまえは俺に話を合わせろ。余計なことは一切口にするな」

「はぁ」

　えーと、話好きなおじ様社長さんが、バブル期の武勇伝を語りだしても、変な顔するなっていう類たぐいの注意ね。

　しかし、もうちょっと相手先の情報くらい、くれてもいいんじゃないかなぁ。全部想像で補っているんですけど。




　コーヒーショップを出ると、茗みょう荷が谷だに方面へ坂を上がる。大学のキャンパスやオフィスビルが並ぶ道を右へ折れると一転、住宅地になった。

　低層のマンションや大きな家が続く道。社長は私の少し前を歩き、一軒の邸宅の前で立ち止まった。

　思わずため息が出そうな立派な門構えには、【硲さこ田た】の表札。

　はいはい、硲田さんちなのね。知らないけれど。

　社長がチャイムを鳴らすと、インターホンから相手を尋ねる声が聞こえる。

「東弥です。遅くなりました」

　なぜか社長がファーストネームを名乗った。

　妙だとは感じたけれど、私は初めてのお宅で役割不明瞭で、緊張していた。頭が働いていないせいか、さしたる違和感を覚えなかったのだ。

　門が開錠され、中に入るとすぐに、この家のお手伝いさんとおぼしき年配の女性が走ってくる。

「東弥さん、もう始まってらっしゃいますよ」

「ええ、すみません」

　社長は勝手知ったる様子で、サクサクと敷石を歩いていく。

　お手伝いさんが私のことをちらりと見るけれど、詮索はしないといった様子で後ろに控えた。

　門から家屋まで何歩行くんだ！というくらい広い敷地には、大きな平屋の日本家屋がそびえ立っていた。

　平屋なんだけど、あまりの迫力に〝そびえて〟見えるのよ！

　アプローチは玉砂利に敷石。松が並び、その向こうに日本庭園があるだろうことは容易に想像がつく。玄関だけでも、馬一頭余裕で置けそうな広さ。

　おじゃまして、ピカピカに磨き上げられた幅広の廊下を進むと、人の話す声が聞こえてくる。

　すでに始まっているっていうのは、新年会？　年賀の挨拶程度よりは規模が大きそうだ。

　襖ふすまを勢いよく開け、社長は室内に入った。私はその行動にぎょっとしながら、あとに続いて室内へ。

　三十畳はあろうかという和室には、ずらりと居並ぶ人々。ざっと数えただけでも、五十人ほどいる。〝会社関係者〟といった雰囲気ではない。〝一族〟といったところだ。

　最奥の席には、老齢の女性が着物姿で座椅子に腰かけている。

「東弥かい？」

　低く通る声が、その女性から発せられたものだと、最初はわからなかった。

　なにしろ女性はずいぶん高齢に見え、まさかそれほど張りのある声が出せるとは思わなかったからだ。

「はい」

　社長は答え、私を伴い、座卓に着く人々の間を悠々と進む。

　途中、小さく「東弥！」と呼ぶ女性の声を聞いた。

　私が横目で見ると、六十代に届くほどの着物姿の女性が、社長を驚いた顔で見上げていた。横にいるのは同じくらいの年齢の男性と、三十代とおぼしき若い男性。若いほうの男性は、社長と面差しが似ている気がした。

　もしかして、社長のご家族？　それじゃ、この会は……。

　社長は呼ぶ声に振り向かず、老齢の女性の前に立つと、うやうやしくひざまずいた。

「大おばあ様、ごぶさたしております。遅くなりまして、申し訳ありません」

　大おばあ様だぁ!?

　ってことは、やっぱりこの会は一族の新年会？　しかも、すんごい資産家一族と見たよ！

　私は勢いよく社長を見た。しかし彼は私も無視し、大おばあ様と話し始める。

「お元気そうでなによりです」

　女性は膝の温かそうな毛布を、細い指でちょいと持ち上げてみせる。

「あんたねぇ、膝かけを送ってくれるより、顔を見せにいらっしゃい」

「すみません。ばば様孝行が足りませんね」

　社長のひいおばあちゃんってことは、今おいくつなのだろう。

　目の前にいる小柄な女性は足が弱いらしく、座椅子に座っているものの、若々しく喋しゃべり、凛とした目をしている。

　八十代？　いや、もっと上のはずなんだけど。

「私の可愛い末の曽ひ孫まごは、そろそろ玄孫やしゃごでも見せてくれる気になったのかい？」

　大おばあ様が私をじろりと見つめ、私はすくみ上がった。眼力がすごい。

　社長がニッコリと笑うのが見えた。立ち上がると、横に立ちすくんでいた私の肩をいきなり抱き寄せる。そして得意の大声で言い放った。

「そうなんです。大おばあ様に一番にお知らせしたくて、この場に連れてきてしまいました」

　場がざわっと揺れたのが肌でわかる。

　この男……なにを言いだす気？　もう想像ついたけど！

「俺の婚約者の絹です。玄孫はもう少し待ってくださいね」

　笑顔ですごい大ボラきたー!!

　なに言ってんの？　なに大々的にご一族の前で発表しちゃってんの？　このアホ社長！　アホ傲慢男！

　なんなの？　『キスしたら婚約』が、あなたのおうちの決まりなの？　しきたりなの？　いつの間に私と婚約したんだっつうの！　初耳この上ない！

　思いきり狼ろう狽ばいし、心中叫びまくりながらも、社長との『余計なことを言うな』っていう約束が頭にあり、言葉が出ない私。

　それを守る義理ないじゃん！と思いつつ、この場をめちゃくちゃにできない、という理性的な大人の心理が働く。

　だって、私が『違います！』とか言って社長に食ってかかったら、大騒ぎになっちゃうよねぇ!?

「ははあ、綺麗なお嬢さんを連れてきたね。おまえにしては上出来だ」

　大おばあ様は感心したように言う。

　お褒めの言葉だけいただいておきますが、曾孫の嫁は、現在大パニックです。

「身を固めるってことは、〝さこた屋〟に加わる気になったのかい？」

　ふっと笑って大おばあ様が言った言葉が、耳についた。

　さこた屋？　それって、銀ぎん座ざとか日に本ほん橋ばしにある、さこた屋デパートのこと？

　門扉にあった表札が浮かぶ。

　硲田……さこた屋。もしかして……私が足を踏み入れた社長のご一族って……老舗しにせ百貨店の経営者一族!?

　私のパニックが極地に至りそうになったとき、社長がのんきな声で答えた。

「いやぁ、すみません。俺はやっぱり、今経営している自分の会社が大事です。絹に会えたのも、会社のおかげだし」

「そんな小さい会社、とっととお友達に譲っちまいな。おまえが幸ゆき弥やに〝着物のさこた〟を譲ったときから、私はこっちに来てくれると思ってたんだがね」

　険があるというよりは、皮肉っぽく大おばあ様が言い、社長は平気な顔で微笑んでいる。

　少し考えるように間を空け、周囲の注目を一手に集めてから、彼は言った。

「絹の実家は、長野で旅館をやっているんですよ。万が一、会社を友人に譲るとしたら、絹の家族を手伝わなきゃならなくなったときですかね」

　なんでそれを知っているの!?

　叫びそうになった言葉を呑み込む。

　私は自分の実家の話なんてしたことはない。敬三さんだろうか。ああ、そうに違いない。

　なんで、そういうこと喋っちゃうのかなぁ！　旅館といったって、冬はスキー、夏は大学生の合宿に使われるような、お安めおんぼろ旅館なんだから！　クールビューティーキャラと合わないから、絶対言いたくなかったのに！

「そうかい。ま、まだあんたは若いからね。気持ちも変わるさね。聡そう明めいな嫁さんなら、おまえの道しるべにもなってくれるだろうさ。結婚に関しちゃ、婆ばあはなにも言わないよ。おめでとう。……絹さん」

　大おばあ様が私を見る。

　眼光の鋭さにたじろぐけれど、適当にニコニコという社長の指示が思い浮かぶ。

「はい」

　かすれずに出た声。落ち着いた微笑を精いっぱい浮かべる私。

「東弥はちょっとバカだが、可愛い子でね。あんたは賢そうだから、よろしく頼むね。捨てないでやっておくれよ」

　私は誠心誠意を込めて頷いた。

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　嘘の緊張感で眩暈めまいがした。




　そのあと、私は社長のご家族の隣で、会食のお膳をいただくこととなった。

　もう正直、味はわからない上に、社長のお母様がまあさまざまなお話を振ってくださるのだ。

『いきなりで驚いたわ』

『でも、東弥にいい人ができて嬉しい』

『ご実家は旅館なのね』

『結婚式については、なにかご希望はある？』

『東弥の実家の家業はご存じよねえ』

　元々話好きな方である様子で、さらには次男のお嫁さんに初体面とあって、緊張から多弁なのだろうと感じられた。

　私は社長の指示通り、曖昧かつ感じよく相あい槌づちを打ち続け、どうしても困ったときは横の社長をちらりと見た。助け舟は一応出されるものの、お母様のトークは止まらず、根本的な解決にはならない。

　お母様の隣がお父様、その隣にいるのがお兄さんの幸弥さんだそうだ。

　東弥が嫁を連れてきた、と大おばあ様は上機嫌で、一族の皆様の視線も痛いほど感じる。

　全部嘘なのに。

　視線が苦しい。も、もうそろそろ限界かも……。

　そう思ったとき、社長が立ち上がった。私の手を引き、大おばあ様の前に再び推参すると、暇乞いをして踵を返す。

　その間、ほんの三十秒ほど。一族の皆様の視線の中、私は社長に手を引かれたまま、部屋を退場することとなった。

　玄関先でお母様が追いついてくる。

「東弥！　あんたって子は、本当に！　新年の会くらい最後まで参加しなさい！」

「すみません、母さん。ですが、俺も仕事があるので」

　社長は冷淡というほどではないにしろ、感情薄く詫わびる。それがお母様を苛立たせているようだった。

　結局、親子の会話はそこで終わり、社長は革靴を引っかけて先に玄関を出てしまった。あとを追おうと、お母様に頭を下げる。すると、彼女が私の右腕をがしっと掴んだ。おののきながらも、反射で笑顔を作る私。

　自分でも、器用で本当びっくりですわ。

　小柄なお母様は私を見上げ、強めの口調で言った。

「絹さん、東弥の将来のこと、考えてくださるわね？」

　意味がわからなかった。というか、この場に来てから、ほとんどのことが呑み込めていないし、整理がついていない。

「は……はい」

　ひとまず、お母様のあまりに真剣な瞳に気け圧おされ、私は頷いた。




「ありゃ、大ばあちゃん気づいてたな」

　敷地を出るなり、社長が天を仰いで言った。からっと明るく。

　私は信じられない気持ちでその背中を見つめた。

　あんた、今さぁ、なにしでかしてきたかわかる!?　なんで清すが々すがしい顔してんだよっ！

「私はいつから、八束社長の婚約者になったんですか？」

　怒りをにじませ、低く唸うなると、前を行く社長がくるりと振り返る。

「今日この場で、めでたく婚約しました」

「クソくだらない冗談はやめてください」

　社長は動ずることなく、微笑んだまま短い髪を掻き上げる。

「……毎年この新年会のたびに、大ばあちゃんと母親に結婚はまだなのかって言われ続けて、ずっと辟へき易えきしてたんだよな。で、今年はもう文句言わせねーぞっていうサプライズを……」

「私にとってもサプライズでしたよ!!」

　私はとうとう怒鳴った。

「なんなんですか!?　社長がなんだか、すごいご一族の出身なのはわかりましたけど、なんで私が婚約者役にまつり上げられなければならないんですか!?　大勢のご親戚の前で、あんな大ボラ吹いて！　百歩譲って、ご高齢の大おばあ様を安心させたい気持ちはわかりますが、バレバレな嘘なら意味ないじゃないですか！　今すぐ訂正してきてください！　す、ぐ、に！」

「おまえ、長ゼリフだなー！　よく覚えた！　偉い！」

　一いっ気き呵か成せいに責め立て、肩で息をしている私。楽しそうにケラケラ笑っている社長。

　暖簾のれんに腕押しってこんな感じ？　私の怒りは増す一方だ。

「本音を言ってください」

「なにが？」

「たくさんの人をからかうようなことをした本音です。あなたがなにもなくやるわけない」

　私のドスの利いた詰問すら、彼は笑顔で受け流す。

「買い被りすぎ。そうだな、強いて言うなら可愛い仕返しかな」

　仕返し。その言葉が存外重たく響く。〝可愛い〟をつけても意味がないくらい。

「仕返しって……」

「百戦錬磨の美女にからかわれた仕返し」

　社長が近づいてきて、私の唇に親指で触れた。

「乾燥してる。緊張してたからか？　リップ塗っとけよ、美人秘書」

　私は大きな手を振りはらい、そこではっとする。百戦錬磨の美女という言葉が指すのが私だと、ようやく理解したのだ。

　社長のこのタチの悪いドッキリは……出張の夜の仕返しなんだ。社長にしてみれば、誘っておいてバカにして逃げた私を許せるわけがなかったんだ。

　表面上、普通を装って、裏でこんな悪どい仕返しを画策していたなんて。

　ああ、結局私が悪い。彼みたいな男が、プライドを傷つけられて黙っているはずがなかった。

　だけど、こんな方法しかなかったの!?

「あなたの自尊心を傷つけたのは、私が至らないせいです。本当に申し訳ないと思っています。だけど、このやり方は最低ですよ」

　後悔、申し訳なさ、その百倍くらいの怒り。

　私だけならまだしも、何人巻き込んでんのよ！　このバカ！

「社長のお母様は完全に信じているんですよ！　どうするつもりですか!?」

「ほとぼりが冷めた頃、家族には言うさ。親戚連中ならいい。若い男女の婚約がばらけるなんて、よくある話だ。大ばあちゃんは気づいてるからなぁ。言い訳も不要だろ」

「事態はそんなに簡単とは思えませんけど？　軽はずみすぎます！」

「ははは。軽はずみにキスなんかしたからかなぁ。俺がこんなに軽い男になっちゃったのは」

　社長は私に皮肉を言い、まだニヤニヤ笑っていた。

「私が……キスしたからですね」

　怒りが臨界点に近く、言わなくてもいい言葉が出てくる。やめとけ、と思いながらやめられない。

「都合よく遊べない女で、すみませんでした！　社長に復ふく讐しゅうされても、私に文句を言う資格はないのかもしれません。でも……」

　最低な社長と、同罪なくらい嫌な女、私。

　一度言葉を切って、睨んだ。

「今日は、もう顔を見たくありません。失礼します」

「明日は通常通りだから、よろしく」

　まったくこたえていないであろう社長の言葉を背中で聞きながら、私は坂を下る。

　後楽園の駅を通り過ぎ、水すい道どう橋ばしを目指す。帰り道が社長と被りたくなかったからだ。各停で帰ろう。

　タチの悪い男！　そして、私の大バカ！

　キスなんてしなければよかった！　嘘になんて加担しなければよかった！

　いろんなことがままならなくなって、私たちの関係もぐちゃぐちゃ変化してきて。新年早々、どうすりゃいいのよ！

　ああ、心身ともに禊みそぎしたい！

　明日は休みを取って、滝行にでも行ったろうかしら！




　今朝は氷が張るくらい寒かった。

　夜の新しん宿じゅくに向かって中央線に乗る私は、自分の髪を手て櫛ぐしで梳といた。一日まとめていたから、変な癖がついているかも、とストレートに下ろした髪を引っ張る。

　メイクは、会社を出る前に直してきた。今日は夜の食事のため、少しだけよそ行きっぽいニットワンピースを着ていたけれど、誰も突っ込みを入れてこなかったからセーフだ。いつものオフィス用カーディガンを着ていたし。

　定時と同時にオフィスを出るとき、一瞬、社長と目が合った。

　思いっきりそらしました。あー、また険悪な空気作りに励んでしまった。

　あの新年会から五日が過ぎていた。社長とはずっと、まともに口をきいていない。仕事の話はする。だけど、それだけだ。

　社長もあえて私に絡んでこないから、私たちの関係は一気にひんやりしたように見える。同僚の何人かは、私たちの険悪な空気を察しているんじゃなかろうか。

　子どもっぽいとは思う。だけど、あんな家族関係の嘘に巻き込まれて、ほいほい許せないっつうの。

　同時に思う。社長は、やっぱり怒っていたんだ。

　出張の夜、私が拒絶したことを。大人の女ぶって、『遊ぶ相手を間違えた』的なことを言った私を。

　それは私が悪いと思う……。私の態度って結局、自分自身を守るためのものなんだよね。

　でもさ！　でもですよ！　新年会の件はひどくない!?

　突然の家族会に放り込んで、慌てさせて満足？　嫌な女にひと泡吹かせられて、さぞ楽しかったでしょーよ！

　あーもう！　腹立つ！　社長がっていうか、嫌なことの応酬をしている私たちの今の関係が！

　はっと我に返る私。

　やめよう、今日は社長のことは忘れるんだ。きれいさっぱり頭から追い出して、楽しく食事をしてくるんだから。

　そして新宿駅の南口改札に到着した。

　電車が大幅に遅れているときとか、よくここから中継があるよねーという場所で、清塚さんは待っていた。改札から出てくる私を見つけ、伸び上がって手を振る姿は子どもみたいだ。

　清塚博ひろ之ゆきさん、三十二歳。大沢キノコ農園株式会社の開発課主任。私と同じ大学出身。私が知っているパーソナルデータって、そのくらい。

「篠井さん、あけましておめでとうございます。今日はありがとうございます」

　生真面目に頭を下げる彼と、私はこれから食事に行くのだ。

「近くのイタリアンを予約してみたんですけど。お嫌いではなかったですか？」

　私が問うと、清塚さんが勢いよく答える。

「いえ！　好きです。……大丈夫です」

　最初の『いえ！』が大きい。それを恥じるように清塚さんの声音は小さくなった。彼の緊張感が伝わってくる。

　たぶん……清塚さんは私を悪しからず思っている。

　クリスマスイブの出張で連絡先をもらってから、私たちは何度かメールのやり取りをした。他愛ない日常のことや、仕事のことも少し。

　今日、研修で上京することになった清塚さんに食事を誘われたのも、自然の流れだ。

「清塚さん、大学時代はどちらにお住まいだったんですか？」

　歩きながら彼を見上げる。社長と同じくらい背が高い。百八十五センチはありそう。

「あ、大学の近所の寮に。院時代なんか、研究室が家みたいなもんでした」

「あはは、よく聞きます。そういうの」

　清塚さんが車のたてる騒音に一瞬黙ってから、続きを返す。

「篠井さんは文学部でしたっけ。在学、被ってたんですよね」

「大きい大学ですしね。卒業して社会で会って、『え？　同級生？』ってこともよくあるんじゃないですか？」

「大学時代に出会っていればなぁ」

　ぽつんと新宿の夜に放出された、小さな小さな呟き。ドキッと心臓が鳴った。

　なに、今の。えーと、清塚さん的な口説き文句なのかな。そうだよね。こういうときってどう返すのが普通なの？

　私がアワアワと焦っているうちに、目的の店は目の前。

「こっ……ここです！　最近できたばかりなんですけど、美味しいって評判なんです」

　私は雑誌で調べまくった店を、さも知っているかのように案内した。

　席に着くと、最初から決めていた通り簡単なコースを頼む。初対面の人の好みを聞きながら、どのくらい食べられるかもわからず、大皿を頼みまくるのは恐怖だ。シェアする気遣いや手間も。面倒とかいうより、緊張感と微妙な距離感が歯がゆいのだ。

　なにしろ私は友達が少ない。最近遊んでくれるのは沙都子さんと衿奈ちゃんくらいだし、大学時代の友人はほとんど地方に戻っちゃっているし。こっちにいても、子育て始めました！みたいな状態で時間が合わない。

　そうすると、飲み会や食事会に誘ってくれる友人はほぼゼロ。仕事以外で他人とごはんっていうのが、極端になくなってくるわけよ！

　今日だって仕事の延長とはいえ、一応はメンズとふたりきりだし、あまり気を遣い合いたくない。イタリアンを嫌いな人間は少ないはず！と決めて、清塚さんも好きだって言ってくれた。うんうん、いいチョイスだぞ、私。

　飲み物を聞かれ、赤ワインをフルボトルで一本頼む。

「篠井さんは、信しん州しゅうのお生まれでしたよね。やはり雪は多いんでしょうね」

　清塚さんが口を開く。無口なタイプなのかなと思っていたものの、ふたりきりになると割と喋る人だ。出張の最後までわからなかったけれど。

「ええ、清塚さんのお住まいと同じくらいには降ると思います。オリンピックで有名な白はく馬ばのあたりなんですけど」

「篠井さんたちがお越しになったときと比べて、こちらの積雪は三倍くらいになりましたよ」

「ふふ、想像つきます。そうなんですよね。どかんと降って、あっという間に景色が変わるんでしたね」

　清塚さんがワイングラスを傾ける。客観的に見て、彼はイケメンという部類だろう。

「僕は学生時代しか地元を離れていないので、あちらの景色が普通なんですが、篠井さんはずっと東京でしょう？」

　ふっと笑う姿も、素敵だ。ほら、なんだっけ、俳優のあの人。この前、変わった医者の役やっててー。ラーメンのＣＭとかもハマっちゃうあの人。

　ダメだ、ぱっと名前が出てこない。とにかく、その俳優さんに似ているわけなんだから、清塚さん実は激モテですよね。絶対そうですよね。私なんかを誘う理由はなんでしょうか。

　私も顔はそこそこ悪くないと自負はあるけど、男子と飲み会などなどの実地試験をしていないわけで。実際モテるかというと、その辺は自信はないわけで……。

「もう、雪国は遠い記憶ですよね」

「そんなことないですよ。毎年、年末年始は帰りますし、東京に出てからのほうが、不思議とあの雪景色を懐かしく思い出します」

　頭の中でまったく違うことを考えつつ、会話の答えを用意する私。

　器用だわ、我ながら。

「心の中に、あの風景があるって感じですか？　……はは、少しロマンティックすぎたかな」

「いえ。清塚さんのおっしゃる言葉でドンピシャです。住んでいた頃は、雪かきは大変だし、通学もスカートの下にジャージをはくしで、苦労も多かったんですけどね。離れてみると優しい気持ちで愛いとしく思える」

「兄弟みたいなものですね」

「ええ……」

　なぜか、脳裏に八束社長の顔が浮かんだ。

　近すぎたらイライラする。だけど、離れたら……優しくなれる？

　待って待って。今は清塚さんとごはんしてんの！　故郷の雪の話をしてんの！　あんな男のことを思い出すのはやめ！　なし！

　だって考えてみてよ。私にとって久しぶりの男性とのデートよ？　ちょっと仕事絡みだけどさ。

　目の前に、非の打ちどころのないイケメンがいる。理系の草食男子で、どっかのうるさいガキ大将社長とは真逆だ。しかも、ちょっとあちらの好意的なものも感じる。

　もういいじゃない、社長はさ！　この前のことでお互い手打ちってことで、忘れましょう。

　そうだ、本格的に清塚さんとお付き合いできそうか考えてみよう。年齢的にも同世代に入ると思うし、学歴、仕事はばっちりじゃない。性格は純情そうなところがいいし、顔もカッコいい！

　私ともっと喋りたい、私のことを知りたいってオーラも出ている。東京と新潟だけど、愛を育むのが新幹線だっていいよね。

　これは……篠井 絹、一生に一度あるかないかの良縁の予感！

「僕は大沢社長も、あの仕事も好きなんです」

　不意に清塚さんが言った。

「大学院を出て、東京でメーカーの研究職に就くことも考えたんですが、ＯＢでもある社長がわざわざ僕を誘いに来てくれました。あの人は、本当に魅力的な人です」

　サンタ姿の大沢社長が思い浮かぶ。

　最後に見たのが、その姿だったんだよね。

「研究室に閉じこもっていた僕を、『遊び足りない！』って怒るんです。飲みに連れていってくれたり、パチンコやマージャンも教えられたりしました。休みの日は釣りだ、って早朝に迎えに来て……」

「結構、アクティブに振り回されてるんじゃないですか？　清塚さん、全然断らないでしょう」

　私が笑って言うと、彼が照れたように答える。

「僕は振り回されるのも嬉しいかな。僕にとって、大沢社長はやんちゃな父親って感じなんです」

　それから、清塚さんは両手をテーブルの上で固く結び、決意の表情で話した。

「仕事の話で申し訳ありません。でも、今回のサプリメントプロジェクトは、会社にとって一大転機になると思うんです。僕は社長に抜ばっ擢てきされた責務を果たしたい。社長の描くビジョンを助けたいんです」

　清塚さんが語る大沢社長。確かに人がよくて、大胆で、話も面白いおじ様だった。

　一代で会社を大きくした傑物には見えなかったけれど、清塚さんは大沢社長のいい面をたくさん知って、ついていきたいと思っているんだろうな。

　敬愛するトップを盛り立てていきたい。風に帆を張り、ともに大海原を進んでいきたい。

　清塚さん、私もその気持ちがわかってしまう。

　今、思い浮かべている人は、さっき『今日は思い出さない』と決めた人。

　あーあ。結局、八束社長が頭から離れない私は、どこかおかしいのだろうか。




　私たちはいろいろな話をして、二時間ほどをイタリアンのリストランテで過ごした。

　そろそろ……といった空気が流れたとき、清塚さんがグラスを置き、両手を膝についた。私をじいっと見つめる。

「またお誘いしてもいいですか？」

　そう言った彼の頬は、イブのパーティーのときみたいに赤かった。

　私は頷く。ためらう理由は、ない。

「ええ……」

　本当は『ええ、ぜひ』と答えるつもりだった。

　しかし、私の口は途中で止まってしまった。




　イタリアンを出ると、寒さが深まり軽く湿度を感じる空気に、これから雪がちらつくだろうと予想できた。

「雪が降りそうですね」

　同じことを考えていたらしい清塚さんが呟いた。彼は西新宿のホテルに宿を取っているそうだ。

　ドラマなら、ここでホテルのバーラウンジで飲み直して、部屋に誘われ、ベッドイン！　うん、この流れはおおいにあるぞ。いつの間にやら惹かれ合った男女は、大きな波などなくても、身体を重ねるものだ。

　でも、清塚さんは誘ってこない。やっぱり草食系で紳士だ。

　なにより、誘われたら私の狼狽は尋常じゃなかったこと請け合い。当然お断りする。無理だ、処女にはハードルが高すぎるもん。

　そのときだ。背の高いビルと、その隙間の夜空を眺めていた清塚さんの身体が、ぐらっと傾かしいだ。

「危ない！」

　私は咄とっ嗟さに腕を伸ばす。

　清塚さんが本気で倒れたら、私には支えられない。しかし、彼は二、三歩よろめいただけだった。

　私は清塚さんの左腕を抱きしめた格好で、安あん堵どの息をつく。彼は何度か頭を振り、恥ずかしそうにうつむいた。

「すみません、実はお酒があまり強くないほうで。上を向いていたら、くらっときてしまいました」

「今日はフルボトル飲んじゃいましたもんね」

「カッコ悪いなぁ」

　苦笑いする清塚さんの顔が近い。

　カッコ悪くないけど。むしろほとんどの女子が母性本能をくすぐられそうだけど。

　……でも、なんでだろう。私、全然ドキドキしない。

　こんなにくっついているのに。こんなにイケメンなのに。恋してみようかなって、思っているのに……。

　私はやってきたタクシーを捕まえ、清塚さんを乗せた。

　車窓に向かって手を振ると、彼が柔らかく微笑んで、手を振り返してくれた。

　その顔はやっぱりあの俳優に似ていて、文句なしに素敵なんだけど……。

　私の胸は異常なし。動悸もなけりゃ、キュンと痛くもなっていない。

　それって、とても変な感じだった。




　やってらんないずぇ。

　水曜の外出帰りに、ひとり心の中で呟く二十八歳女子。

『ずぇ』なのは喉がイガイガするから。ガラガラ声しか出ないから。可愛く呟くこともできないんだずぇ。

　清塚さんとの食事のあと、私は体調を崩した。熱っぽくて喉と鼻がおかしい。土日は寝込み、ドラマもあんまり観られなかったくらい。

　だけど休みが明けてみたら、それほどでもなかった。仕方ないからマスクをして出社した。ちゃんと休んだのに治りが悪くて困る。

　火曜の今日は鼻水は止まったものの、喉だけ変なまま。

　あー、やっぱり休みを取って病院に行こうかな。冬の内科って、何時間かかるんだろう。待っているだけで具合悪くなりそうだなぁ。

　でも、イブのあとも熱出したし、治すときはきちんと治すべきではあるよね。

　社長との今朝の会話が脳裏をよぎる。

『いつまで変な声出してんだ。具合悪いんなら休め』

　朝のミーティングを兼ねて、堂上さんと三人で話していたときのことだ。

　社長の断罪するようなもの言い。私たちの険悪なムードに、堂上さんはぴしっと黙ってしまった。

『大丈夫です。もう治ります』

　私が答えると、社長はため息をついた。

『有休使え。治るまで会社に来るな』

　しらーっと冷たい表情で、『まわりにうつすなよ。迷惑なんだよ』的雰囲気が伝わってきて。

　さらには『おまえの顔、別に見たくないから』的邪推もしてしまいそうで。

　私はキーッと怒りだすのを呑み込み、ささーっとマスクをしたんだった。

　ああ、いい加減、この嫌な感じを終わりにしたい。今週の社長、なんだかツンツン系じゃない？

　清塚さんとごはんに行った件は、なぜか堂上さんに首尾を聞かれたけれど、もしかしてそのあたりが、社長としては面白くなかったりします？

　なによ、繋ぎ止めとけって言ったのは社長じゃない。楽しくイタリアンしてきたっつうの！

　寒空の一月、時刻は十八時半。吉祥寺の駅前はいつも通り混み合っていた。陽射しがないから余計、凍いてつく風が喉につらい。

　今日の外出は、お客様の忘れ物を届けに日本橋まで行ってきた。風邪っぴきにはつらい寒空外出でしたけどね。

　マスクをし直して、会社に戻るため歩きだす。

「あの、すみません」

　会社の真ん前までやってきたところで、声をかけられた。振り向くと、スーツ姿の細身の男性が立っている。

　何者？　ただのサラリーマンっぽくも見えない。

　というか私、この人をどこかで見かけたことがあるような……。

「篠井 絹さんですよね」

　フルネームで呼ばれ、焦る。

　え？　本当に誰だっけ？

　とかいって、まったく知らない人だったら怖いから、怪訝そうに答える。

「ええ、そうですが」

「私は八束東弥の兄です。先日の新年会で、ご挨拶だけさせていただいた……」

「あ！　ああっ！　お兄様ですね！」

　心底慌てた。ようやく思い出した。

　新年会でお会いした、社長のお兄さんだ！　確か幸弥さん。

「えーと、幸弥さん……。はっ、東弥さんにご用ですか？　たぶん社内にいるので、ご案内しますよ」

　私が突っかかりながら案内しようとすると、幸弥さんが片手で制した。

「いえ、今日はあなたに会いに来ました」

　静かだけど有無を言わせない決意を持って、幸弥さんの声は響いた。私はびくびくと頷き、ひとまず会社の前から離れることに決めた。

　吉祥寺駅に戻る格好で歩き、チェーンのコーヒーショップに入る。帰宅前のサラリーマンや、デート中のカップルで店内はにぎわっていた。

　コーヒーとロイヤルミルクティーで向かい合う。意外にもミルクティーにオーガニックシュガーを二本入れているのは、幸弥さんのほうだ。

「絹さん、とお呼びしてもいいですよね」

「もちろんですよ！　幸弥さんはお兄様なんですから！」

　声が引きつっているんじゃないかと不安になる。

　ああ、いつか社長が本当のことを言ったあかつきには、あらためて謝罪させていただきます。

「それなんですけどね……。違っていたら大変申し訳ないのですが」

　幸弥さんは本当に静かな声で喋る。社長とは対照的だ。

　その静かな声で幸弥さんは、はっきりと問うた。

「あの、東弥との婚約という話、嘘ではないですか？」

　心臓が口から出て、マグカップに落ちるかと思った。

　大げさかもしれないけど、本当にそう思ったの！　なんでお兄様ったら、そんなことがわかるのー!?

「あ、やっぱりそうなんですね」

　幸弥さんが困ったように眉尻を下げて笑った。情けないことに、私の顔色で理解してしまったようだ。

「すみませんでした……。嘘をついておりました」

「謝るのはこちらです。きっと、東弥があなたに頼み込むか、上司命令とでも言ったんでしょう。そういう強引なところがあるんですよ、あいつは」

　いえ、強引というか、サプライズでした。

　心の中だけで答え、がばっと頭を下げた。

「ご家族やご一族のみなさんを騙すかたちになってしまって……本当に申し訳ありません」

「いえいえ、頭を上げてください。秘書をされているんでしたよね。いつも東弥の面倒を見ているのは絹さんでしょう。本当に不肖の弟で、申し訳なく思っています」

　幸弥さんの口調は柔らかく、本当に怒っていないばかりか、社長への愛情すら窺うかがえる。

「今日来たのはですね、僕からあなたへの謝罪です。東弥の気まぐれで巻き込んでしまった絹さんに謝りたくて来ました」

「私にですか？」

　不可解な謝罪の構図に、首を傾げた。

　私は社長の嘘に加担した側ですけど。

「東弥が婚約なんて嘘をついたのは、なにより私のためなんですよ」

「え？」

　お兄さんのために婚約した？　なにそれ。

　要領を得ない顔をする私のために、幸弥さんはゆっくりと語りだした。

「うちの家業はご存じでしたか？」

「いえ、恥ずかしながら、先日の新年会で初めて知りました。さこた屋デパートの経営をされているんですね」

「うちは分家です。亡き祖父は曾祖母の三男で、代々呉服屋を営んでいた八束の家に婿入りしました。その際、グループ企業として、着物のさこたを開業したんです。さこた屋デパートには必ず店舗を構え、路面店のみならず、近年は地方のショッピングモールにも店舗を持てるまでに成長しました。現在の社長は父。私も手伝いはしています。東弥は着物のさこたの正統な後継者なんです」

　正統な？　その言い方が気になった。そういえば、大おばあ様も『幸弥に譲った』という言い方をしていたことを思い出す。

「幸弥さんも、社員ってことではないんですか？」

「着物のさこたの経営を、一応は部長のひとりとして手伝っています。ですが」

　彼は言葉を切って、また困ったように笑った。

「私は妾しょう腹ふくですから。東弥が正統というのは、そういう意味です」

　私は息を呑んだ。とても『へー、そうなんですかー』なんて気軽に相槌を打てない、ヘビーな告白だった。

　妾腹ってことは、この前お会いしたお母様とは、血が繋がっていないということだよね。

　でも、幸弥さんは重たい告白をしつつも笑顔だ。どちらかというと、のほほんとしている。

　この人の元々の性格もありそうだけど、今はことさら暗い雰囲気にしたくないのかもれない。

「義母は硲田の家の遠縁です。早いうちから、父と義母の結婚は決まっていました。でも、父には学生時代から付き合う恋人がいて、義母と結婚しても切れなかったようです。それが私の母です。母は愛人の身で私を産みました」

　幸弥さんがミルクティーをすする。

　社長と似ているけど、雰囲気が違うとは思っていた。口にしないでよかった。それは、血の繋がり方が少し違うからなのだ。

「母も私も、硲田と八束の家には関わらずに生きていくつもりだったんですが、私が中学に上がる年、母が病で呆あっ気けなく逝いってしまいました。行くあてのない私を、八束の父が拾ってくれたんです。義母を説得し、迎えてくれた父を恨むことはできません」

　裏を返せば、幸弥さんは父親を恨んでいた時期もあったということだろう。

　そりゃそうだよね。幸弥さんからしたら、自分と母を幸せにできなかった父に怒りくらい覚えて当然だ。

「私を救ってくれたのは、三歳下の東弥でした」

　幸弥さんが明るく言った。その言葉の持つ温かみに、やはりこの人が社長を大事に思っていることが伝わってくる。

「東弥は本当にいい子なんです。私が家に来たとき、東弥は小学生でした。急に現れた私を『兄ちゃん、兄ちゃん』と慕ってくれて、義母との間に軋あつ轢れきが生まれないようにと、自分が道化役を演じてでも父母を笑わせてくれました。私が世を恨まず大きくなれたのは、東弥がいたからです」

「社長が……。そうだったんですか」

　ガキ大将みたいに騒がしく、我わが儘ままかつ勝手で、迷惑をかけるのが日にち常じょう茶さ飯はん事じな八束東弥が、そこまで気のつく子どもだったとは。

　言われてみれば、少しだけ想像がつく。あの人が魅力的なのは、人を笑顔にさせるのが上手だからだ。

　基盤は家庭にあったのか。家族を笑わせたい……それがあの人の魅力の根源だとは思いも寄らなかったよ。

「東弥が高校二年で進路を決めるとき、『美術系の大学に行きたい。将来はその方面で仕事をしたい』と言いだしました。義母は大反対しましたが、東弥は聞かず進学。そして、父に話をつけて資金調達をし、八束デザインを起ち上げてしまいました。それもすべて私のためです」

「幸弥さんのために？」

「ええ。東弥は私に、着物のさこたの後継者の座を譲るため、出奔したのです。一度だけ東弥が言いました。『会社は兄ちゃんに任せたい』と。妾腹で、一族に居場所のない私に、なぜそこまでしてくれるのかと問うたら、東弥は言いました。『兄ちゃんなら、会社をもっとでかくできる。俺は兄ちゃんの力を、親戚連中に見せつけてやりたい』って」

　幸弥さんにそう言いきった、若い社長の姿が浮かぶ。

　そんなことを考えていたんだ。それじゃ、この前の嘘婚約発表は……。

　再び幸弥さんが頭を下げた。

「東弥が一族の集まりで、絹さんを巻き込んで婚約発表したのは、〝着物のさこた〟を継ぐ余地がないというアピールです。絹さんのご実家の話を持ち出したのも、そのためでしょう。東弥は私の地位を確立するために、あんなことをしました。どうか許してください」

「幸弥さん、頭を上げてください」

「曾祖母とも話してきました。曾祖母はすでに気づいていましたが、東弥を責める気はないそうです。優しい子だから、と笑っていました。義母や父など、あとのことは私が始末をつけます」

　幸弥さんだって優しい。私はそう思う。

　境遇を恨まず、謙虚で、腹違いの弟を本当に大事に思っている。こんなお兄さんだから、社長は居場所を作ってあげたかったんだろう。

「仲がいいんですね」

「いえ、私が勝手に東弥に感謝しているだけです」

「社長……東弥さんは、今の会社で本当にのびのびと仕事をしています。きっと、幸弥さんがいたから、東弥さんは自分を活かせる世界を見つけられたんだと思います」

　私の言葉に、幸弥さんがまた困ったように笑う。

「それでも、東弥の人生を歪めてしまったように思えてなりません」

「そんなことは、ないです」

　私は、はっきりと言いきる。

「だって、私は東弥さんの元で働けて、毎日楽しいですもん。他の社員だってそうです。社長があの会社を作ってくれなかったら、出会えませんでした」

　それは本音だ。社長が作ってくれた八束デザインが、私たちの船。

　居心地がよくて、波に負けなくて、風を味方にするのがうまくて。そうして水平線に向かって進んでいく。私たちは、あの退屈とはほど遠い会社の一員で、最高に幸せなのだ。

　幸弥さんが嬉しそうにため息をついた。

「絹さんが本物の婚約者ならよかった」

「え!?」

　思わぬ言葉に焦る私をよそに、上品に微笑んだ幸弥さんが言った。

「あなたが東弥を愛してくれたら、私はもうなにも心配しないのに。……ふふ、勝手なことを言いました。忘れてください。兄バカなんです」

　兄バカですか。

　でも、ものすごく自分が赤い顔をしているようで、恥ずかしいです。

　なんか、期待しているふうに見えたら困るなぁ。




　幸弥さんと私はミルクティーとコーヒーを飲み終え、連絡先を交換して別れた。

　オフィスに戻ると、社長はいない。残っていた堂上さんが言うには、夕食がてら出かけたけど、ひとりで飲んでいるんじゃないかということ。定時はとうに過ぎ、オフィスにはやむを得ず残業の面子が数人。

　私は残った仕事をしながら少し待ってみたけれど、社長は戻らない。

　二十一時半になった。パソコンの電源を落とし、施錠を堂上さんに任せて退勤した。

　社長のマンションの部屋は知っている。堂上さんとふたりで、酔った社長を運び込んだこともある。行ってみようか。

　いや、この時間ならまだ帰っていないかもしれない。社長がひとりで行くなら……あそこかな。

　駅とも社長のマンションとも反対方向に歩く。

　井いの頭かしら公園の森を左手に見て、三鷹方面に少し行くとある右手の雑居ビル。

　私も何度か来たことのあるそこはバーだ。地下に下り、〝バー・サムロ〟のドアを押し開けた。

　静かでオールドスタイルなバーは、社長のお気に入りの場所だ。あんなにうるさい人なのに、ひとりのときは静かに飲みたいんだって。

　カウンターが八席、ボックスシートがふた組。あとはマスターである初老の紳士・佐さ室むろさんと、そうそうたるバックバーで全部。

　社長はカウンターに座っていた。私はマスターに会釈し、社長の背に声をかけた。

「八束社長」

「うお、びっくりした。篠井か」

　振り向いた彼が、私を見てのけぞる。

　たいして飲んでいないのかな。グラスにはロックアイスと、下に薄く残る琥こ珀はく色いろの液体。

　なにか用事かと尋ねられたらどうしよう。だって、私に確たる用事はない。

　しかし社長は私の顔を見ると、なにを聞くでもなく、横のスツールをポンポンと叩く。ここに座れって意味みたい。

「マスター、篠井にもなにか作ってあげて」

　マスターが微笑んだ。

「かしこまりました。篠井さん、お外はずいぶん寒かったでしょう。なにか温かいものにしましょうか」

　私の様子が『飲みに来た』といった雰囲気じゃないのを、マスターはちゃんと感じ取っている。

　私が席に着くと、ほどなく温かなウイスキーベースのお酒がやってきた。クローブの香りが心地いい。

　両手で包むように持ってひと口。少し甘い。お酒も薄く、痛む喉に優しい。緊張感が柔らかくほどける。

　そこまでまったく喋らなかった社長が、口を開いた。

「うまい？」

「はい。美味しいです」

「声、ちょっとマシになったな」

「おかげさまで」

　会話が途切れる。私は少し間を置いて言った。

「今日、お兄様の幸弥さんとお会いしました」

　社長の気配がわずかに変わった。構わず、私は続ける。

「私に会いにいらしたそうで、少しお話をしました。幸弥さんが、おっしゃっていました。社長が婚約の嘘をついたのは、幸弥さんのためだって。私にすまなかったと頭を下げられて……」

　たっぷり深呼吸ふたつ分くらいの間を置いて、社長が答える。どこか観念したような口調で。

「兄貴にはさ、高校生の頃から付き合ってる同い年の彼女がいるんだよ。もう十七年も付き合ってる。いい加減けじめつけねーと逃げられるぞって言ってんのに、結婚しないんだよな。それって、俺のせいなんだよ」

「社長のせい？」

「兄貴は自分が先に家庭を作って地盤を固めたら、俺が着物のさこたに戻りづらくなるって思ってるんだ。まだ、俺が正統な後継ぎだって思ってんの。だから、俺が結婚するって言えば、あの人も結婚できるんだろうな、と」

　社長の本音はこれなのか。ようやく合点がいく。

　幸弥さんの地位確立はもちろん、幸弥さんに家族を作らせてあげたいって気持ちがあったんだ。

「でも……社長はご実家を継がれないんですよね」

　確認するように顔を覗くと、見たこともないくらいひっそりと笑う彼がいた。

「ああ。兄貴は俺よりずっと経営者向き。着物のさこたっつう、でかい組織の舵かじ取とりは俺にはできない。早くから俺も親おや父じも、後継者の資質は兄貴のほうにあるってわかってたよ」

「幸弥さんの境遇は、ご本人から伺いました。社長は、幸弥さんに居場所を作ろうと、跡目を譲ってくれたって」

　社長はやっぱり静かに笑う。そうやって笑うと幸弥さんに似ていて、ふたりの血の繋がりを確かに感じられた。

「たいしたことじゃない。あっちは優れてる上に、兄貴なんだ。誰が継ぐかなんて、聞かなくてもわかるさ。そのために俺もわかりやすく進路を変えたんだけどなー」

　なにも考えず、私への仕返しだけで、あんなことをする人じゃないとは思っていた。

　社長は本当に幸弥さんを思って行動してきたんだ。自分の進路まで変えて。

　だけど今、八束デザインを経営しているっていうことは、進路は変えられても、経営者としての魂は消せなかったってことじゃないのかな。

　社長が残り少なくなったグラスを手にし、中の氷を回す。からんという音が響く。

「俺の名前、東弥だろ？　〝東〟って字にはさ、正統な後継者って意味があるんだよ。うちの母親は、親父の愛人が先に男の子を産んだって知ってて、俺にこの名前をつけた。重くね？　すげーきついだろ？」

　新年会でのお母様の姿が浮かぶ。『東弥の将来を』と言っていたお母様は、たぶんまだ幸弥さんが着物のさこたを継ぐことを面白く思っていない。それは私にだってわかる。

「兄貴はさ、憎まれてると知りながら、俺の母親に本当に尽くしてくれるんだ。中学生の頃から『お母さん』って呼んで、母親の気に入るように勉強も家事もなんでもしてきた。だけど母親の立場的に、どんなに兄貴がいいやつでも、認める心境にはならないだろ。そうすると、みんな不幸でかわいそうなんだ」

　社長の言葉が痛々しかった。

　たぶん、その『不幸でかわいそう』に誰より胸を痛めてきたのが、社長なのだろう。

「もう、思春期の頃は親父を恨んだわ。てめー、中途半端なことしやがってー、って。まあ、あの人も環境的に好きな相手と結ばれなかったっつう同情の点はあるけどな」

　社長の家庭の事情の全容。それは、幸弥さんの言葉と社長の言葉とではだいぶ印象が違った。

　たぶん、社長のほうがすでに達観している。考えつくしたあとだから、こんなに穏やかに語れる。

　兄と母の確執。

　父への憤り。

　その中で、必死に和を保とうと手を広げてきた八束東弥。

　小さな少年には、どれほど大変なことだっただろうか。考えるだけで、胸がきゅうっと締めつけられた。

「兄貴は人がいいから、俺が身を引いただのなんだの、べた褒めしてただろ？　でも俺はさ、才能も資質も器量もあるあの人が、環境的に恵まれないのが不満だっただけ。口さがない一族のバカどもを見返してやってほしいんだよ。母親だって、本当はわかってんだ。兄貴が継ぐのが一番だって」

　そこまで言って、社長が私に向き直った。スツールの上で右膝をこっちに向け、半身になって。

「篠井をあの場に連れてったのは、俺の仕返しだから謝んねーぞ。でも、嘘つかされて、うちのゴタゴタに巻き込まれて気分よくねぇよな。そこは悪かった」

　私はぶんぶんと首を左右に振った。なんだか、泣いてしまいたいくらい申し訳ない気持ちだった。

「違うんです。元はといえば私が悪くて。社長に仕返しされたのは、当然のことですし。おうちの事情で、社長がそこまで考えて起こした行動だって気づけなくて……勝手に怒って感じ悪くて……すみませんでした」

「感じは、俺も悪かった気がする。すまん」

「社長、いろんなこと、本当にごめんなさい」

　頭を下げて、ゆるゆると顔を上げると、社長の笑顔が目の前にあった。元々魅力的な人だけど、その眩しい笑顔はとびきり輝いていた。

　本音で話し合ったせいかな。この一瞬で、すごく多くのことが伝わったような気がする。

　急激に心音が速くなった。なんだろ、この感覚。

　社長が心からの笑顔を見せているってことが、ものすごく胸にくる。

　〝キュン〟っていう表現は……この感覚が近いかもしれない。

「じゃあさ、おあいこってことで、いいか？」

　社長が眩しい笑顔をいたずらに歪め、問う。私はしっかりと頷く。

「はい。いいです」

「もうツンツンするの、なしな」

「はい」

　私たちは見つめ合って、こぼれるように笑った。




　もう一杯ずつお酒を飲んで、ふたりでバーを出る。

　私は駅へ、社長は自宅マンションへ向かう。ほぼ同じルートなので、並んで歩く。ふわふわと不思議な足取りだった。

　おかしいな。酔うほど飲んでいない。体調だって、完全に戻っているわけでもない。なんだろう、このワクワクした感じ。

　ああ、そうか。一応だけど、社長と仲直りできたからだ。

　私たち、これでもう元通りですね。社長と秘書で、相棒で喧嘩仲間。これで元に戻れますね。

「社長」

「なんだ？」

「幸弥さんは、お母様には自分が話すと言ってました。でも、少し待ってもらうのはどうでしょう。お母様が後継者について納得してくれるまで。私は婚約者ごっこくらいなら、いつでも付き合えますからね」

　社長が歩きながら私を見下ろす。少し驚いた顔をしていた。

「いいのかよ」

「乗りかかった船……えーと、乗せられたんですけど、まあ大丈夫です。社長補佐も仕事ですから」

　言いながら歩く私。ふと、社長が足を止めている。

　ん？　何事？

　数歩先から踵を返し、彼に歩み寄る。

「どうしたんですか？」

　社長は考えるような難しい表情だった。

　なんだろう。なにかまた、困ったことでも思い出したのかな。

　下から顔を覗き込むと、彼が私の両手をぎゅっと握った。向かい合い、手を繋ぎ、見つめ合う。

　なに、この構図。

　またしても、胸が早鐘を打ちだした。

　ええい。お酒のせいかな、この動悸、息切れは！

「婚約者っぽいだろ」

「ふざけてるんですか？　もう」

　社長の声がふざけていないって、私はちゃんと知っていた。瞳が穏やかに凪ないでいるのも、酔っていない証拠。

　それからゆっくりと社長の唇が降ってきた。

　私の唇と重なる。

　柔らかく触れ合った唇同士は、ほんの一瞬温もりを共有して、すぐに離れた。

　優しいキスだ。過去二回のキスとは全然違う。だけど、今までで一番胸が苦しい。

「やっと、またキスできた」

　社長がぽつりと言って、鮮やかに笑った。

　私は手を振りはらうこともできず、しばらくその笑顔に見入っていた。

　公園の木々が揺れ、風が吹いてきた。

　空気が冴さえる。

　夜は目が覚めたように美しかった。
















第六章　気持ちの在あり処か













　一月も半ば。正月ムードも徐々に失せ、我が社も変わらず稼働している。

　年末のキノコファームの案件は、敬三さんがうまく進めてくれているようで、現在は大きな動きはない。平和だ、平和。

　俺が窓際でオフィスチェアにふんぞり返ってあくびをしていると、頭にどすんと衝撃。チョップを繰り出しているのは篠井だ。

「のんきですね。今日はもうお仕事なしなんですか？」

「おー、あるよ。だけど、あくびをする暇もあるんだよ」

「たるんでます。みんなにあくびがうつるので、キリキリ仕事してください」

　篠井は俺の頭をぐいぐい起こし、オフィスチェアをコロコロ押すと、俺をデスク前に移動させる。

　ママか、おまえは。

「絹ちゃん、コーヒーください」

「セルフサービスです。今どき、上司のお茶淹れとかをやる女性社員は絶滅危惧種ですよ」

「それは言いすぎなんじゃ……」

「いーから、はい！」

　篠井は俺の右手をマウスにオン。周囲の社員たちから笑い声が漏れる。

「社長ー、真面目にやってくださいよー」

「篠井も忙しいんだから、困らせないでやって」

「つか、今日は外出から帰ってから、全然働いてないじゃないスかー」

　あー、俺の会社、小こ姑じゅうとが多すぎる。

　俺、のびのび育ってきたんですけどー。締めつけとか苦手なんですけどー。

「あんまりいじめると、俺もう帰っちゃうぞ」

　デスクにいる社員たちに言うと、会計の土屋が言った。

「社長が帰っても、今日のところ問題なさそうですよ」

　冷たい。

　すると、デスクにコトンと俺のマグカップが置かれる。中ではインスタントコーヒーが湯気をたてているじゃないか。

　篠井がふふん、と偉そうな顔で笑っていた。

「サービスです」

「絹ちゃん……好きよ！」

「いつからオネエキャラに……キモ」

　篠井は吐き捨てるように言って、さっさとデスクに戻ってしまう。表情が柔らかい。

　篠井と三回目のキスをしたのは、先週の水曜だ。うちの兄貴と会った彼女が、俺を探しにバーに来てくれて……帰り道にキスをした。

『やっと、またキスできた』

　そんなことを言ってしまった。なんだかすごく篠井とキスしたかったみたいじゃないか。恥ずかしい男だな。

　でも、あのとき、なんだか篠井といろいろな気持ちが通じたように感じて、嬉しかったんだ。

　俺を拒否したり、怒ったりと忙しかった篠井が、俺とその家族を慮おもんぱかって、優しい瞳で見つめてきた。それが、ものすごく嬉しかった。

　キスはまたしても勢いだったけど、今回は後悔していない。やっちゃったとは思うけど、やめときゃよかったとは思わない。

　それに今回は、篠井の態度が違う。キスのあとはぎくしゃく、がここ最近の流れだったのに。彼女は機嫌がよく、態度に変なところはない。キスする前に戻ったみたいだ。

　なんか……今の俺たち、よくないか？

　仕事上の信頼関係と同時に、少しだけ男女としてお互いを知っているっつうか。

　いや、俺、落ち着け。

　篠井は現在、清塚さんっつうイケメンと恋愛になるかならないかってところだ。詳細は聞いていないけど、堂上経由の情報だと、『好意は感じるが、付き合うかは不明』ってところらしい。

　っていっても、篠井が堂上にどこまで本当の話をしたかはわからない。もしかして彼女の機嫌のよさは、清塚さんとの仲が順調に進展しているからなのかもしれないじゃないか。

　ここで俺が変なちょっかいを出したら、クリスマスイブの二の舞だ。現状維持、現状維持。

「社長、ちょっといいですか？」

　俺のデスクの横にやってきたのは、沙都子さんだ。

「社長のメールに、パエーゼ・デル・バンビーノからなにか来てませんか？」

「あー、あのネット通販サイトの？」

　俺はスリープ状態のパソコンをようやく復帰させる。

　パエーゼ・デル・バンビーノは子ども服のネット通販サイトで、若いママが三人で運営している。

　通常、うちはウェブ広告のデザインなら請け負うが、サイトの設定や構築はやっていない。畑違いだ。

　しかし、沙都子さんの経歴は元ＳＥ。世話になった知り合いづてに、安くサイトシステムを作りたいと依頼があり、沙都子さんができるというので請けた仕事だ。運用してからのシステム管理は沙都子さんと俺で、基本的な操作方法はクライアントのママさんに伝授しに行ったっけ。

「えーと、【誤発注が発生しています。原因不明です。クレームと返品がすごくて大変です。至急、ご連絡ください】。うお、緊急事態」

　メールの日時は今日の午後だ。

「本来なら私にもメールが来るんですが、あちらもパニックみたいで、社長にしか送ってないみたいです。おそらく電話をする余裕もないのでしょう。今さっき、私がサイトをチェックしに行って異常に気づきました」

　俺は朝から外出して、午後に帰ってきて、『平和ー』とか思ってのんびりしていたからなぁ。全然平和じゃねーじゃん。

「沙都子さん、悪い。本当すまん。今から作業できる？」

　俺が両手を合わせて頼んでみると、沙都子さんの後ろから、話を聞いていた篠井が顔を出す。

「もう十七時になりますよ。沙都子さんは清子ちゃんのお迎えがあります」

　沙都子さんが、綺麗な顔を少し困惑げに歪めた。

　彼女は娘さんが小さく、頼るあての少ないシングルマザー。うちの会社も勤務時間の関係で契約社員扱いだが、能力的にはウェブデザインチームで一番仕事がデキる。

　今回に関しては、デザインが主ではない。ネットワークシステムの問題だ。俺が代わってやることができない。やはり、人材の代わりがいない仕事を安易に請けるべきじゃなかったかな。しかし、古くから世話になっている人の紹介だったしな……。

「私が清子ちゃんをお迎えに行きます」

　篠井が名乗りを上げた。沙都子さんが困った顔で答える。

「悪いわ、絹さん」

「でも、緊急事態ですし。ほら、私、何度かお迎えに行ってるから、保育園側も知ってるでしょう？」

　今日は沙都子さんに動いてもらうしかない。それなら……。

「沙都子さん、清子は俺と篠井で迎えに行く。会社か、俺のうちで面倒見とくから。頼む」

　沙都子さんは少し考えたものの、他に手がない様子で、「お願いします」と頷いた。




　それから、俺と篠井は隣の三鷹駅にある保育園に向かった。

　本当は車を出すところなんだけど、道中で事故渋滞があるということで、お迎え時間に間に合わなそうだった。仕方なく電車移動だ。

「社長までついてこなくていいんですよ」

　駅まで歩く道すがら、篠井が言う。俺は頑として言い張る。

「今後もこういうことがあったときのために、保育園側に俺の顔も覚えてもらおう。なんなら、保護者の登録用紙も書くぞ」

「今後はこういうことがないのが一番なんですけどね～」

　嫌味を言われ、返す言葉がない。

　まあ、そうだな。すぐメールに気づけば、こんなことになってねーもんな。

　三鷹駅から五分。保育園に到着すると、清子が【あひる】とクラス名が書かれた部屋から飛び出してきた。

「きぬちゃん！　社長ー！」

「さやちゃん、お迎えに来たよ」

　清子と篠井が抱き合ってきゃあきゃあしている。仲いいんだよな、こいつら。

「今日は社長のせいでママがお仕事だから、美味しいごはんをおごってもらおうね。とっておきのお店、予約してあるから」

「そうなの？　社長」

　清子が俺を見上げてきて、俺は渋面で頷いた。

　おいおい、俺のミスを幼児に暴露すんな。そして、ごはんをおごってもらうってなんだ？　もう予約したって？　さっき、電車で数分の間にスマホをいじり倒していたときに？　別にいいけどさ。おごるけどさ。

「うん、いいよ。清子、待ってるよ。ごはんはどこに行くの？　きぬちゃんのセンスと社長の経済力に期待ね」

　保育士さんにお支度してもらいながらニッコリと笑い、清子が答えた。

　なに、この四歳児。返しが賢すぎる。




　保育園を出ると、三鷹駅まで歩く。吉祥寺までは中央線でひと区間だ。その間、清子は俺と篠井の間に挟まって両手を繋いでいた。

「きぬちゃん元気？　またＤＶＤばっか観てない？」

　清子が篠井を見上げ、軽口を叩く。

「ちょっと、さやちゃんたら。そんなことないから」

　篠井が少し焦った声で返す。

　なんだ、俺の知らない話をしているな、こいつら。

「きぬちゃん、社長。ぶーらんこして」

　清子は機嫌がいい。沙都子さんの入社時には赤ん坊だった清子は、すっかり幼児だ。というか〝女子〟だ。言葉も急激に達者になって、会うたび驚かされる。

「ブランコは遊具だぞ」

「ぶーらんこ、知らないのー？　きぬちゃんと社長があたしの手を持ってね」

　清子は俺たちの手にぶら下がり、ぴょんと小さくジャンプしてみせる。

　どうやら、俺たちに持ち上げてジャンプさせろってことらしい。あーはいはい、理解理解。

　俺は篠井に目配せして、せーので清子を持ち上げた。空中で足をバタバタさせて、清子が甲高く笑う。

「もう一回！　もう一回！」

　終わるなりせがむ清子は、生意気な口をきいたってまだまだ幼児だ。

　ふふん、単純な遊びに夢中になりおって。造作もないわ、お嬢ちゃん。

「ほら、もう駅に着くぞ」

「やだぁ、もう一回！」

　俺と篠井は帰宅する人たちを避け、もう一回清子をジャンプさせる。こちらも笑ってしまうほど、清子はきゃあきゃあはしゃぐ。

　そうか、この〝ぶーらんこ〟なる遊びは、大人がふたりそろわないとできないんだ。清子は沙都子さんにお願いできないことを、俺たちにせがんでいるんだ。

　しぶとく「もう一回！」を繰り返す清子が可愛くて、俺と篠井は清子を三たび持ち上げる。

「なんか家族みたい」

　篠井がくすくす笑いながら言う。その言葉に、どくんと胸が鳴った。

　本当だ。俺たち、まるで家族みたいだ。父親と母親とひとり娘って感じ。妙な感動を覚える。

　うちの両親は親父の愛人問題もあったし、仲がいいとは言えなかった。兄貴が来てからはやっと、家族っていいなって思えるようになったけど、それまで家はつまんない場所だった。

　幸せな家庭を築きたいなんて思ったこともなかったけど、清子を見ていると、人並みに子どももいいなぁとか考えてしまう。

　つうか今、母親役を務めている篠井が自然なんだよ。こうして、俺と篠井の間に子どもがいる図って、すごく〝あり〟に見えないか？

「あ、沙都子さんから電話」

　篠井の言葉をきっかけに、俺は妄想世界からダッシュで帰ってくる。彼女は少し離れ、通話を始めた。沙都子さんの声が聞こえたら、清子が寂しくなるだろうと気遣っているようだ。俺は清子と、自動販売機の新商品を眺めつつ待つことになった。

　今年はホットの炭酸出ないのかな。あれ、好きなんだけどな。

「ねえ、社長」

　清子が俺を見上げる。俺はかがみ込み、彼女と目線を合わせた。

「なんだ、清子」

「社長ときぬちゃんは結婚するの？」

　幼児からの予想外の質問に、情けなくも狼狽した。

　いつの間に、そんなことになっているんだ？　当事者の俺、まっっったく聞いていないけど!!

「清子、それ誰から聞いた？」

「ママときぬちゃんが喋ってたー」

　おいおいおい、沙都子さんと篠井の間でどんな会話がなされてるんだよ！

　え？　もしかして、篠井は俺と結婚したいとか、沙都子さんに相談してんの？

　ないだろ！　それはないだろ！　婚約者ごっこのときですらガンギレだった篠井が、恋愛を飛び越して俺と結婚したいとか思ってたら、もはや一大スペクタクルだぞ！

　でも俺たちが、ここ最近ちょっといい感じなのも事実だ。何年も相棒として仕事をしてきた俺たち。積み重ねてきたものを、ワンステップ上に進める時機が来たんだとしたら？　もしかして、篠井も同じことを……？

「清子!!」

　俺と清子の背後から、鋭い声が降ってきた。振り向くとそこにはひとりの男。

　年は俺と同じくらいか。暗褐色の髪に、恐ろしいほど整った顔立ちは、理系ハイスペック・清塚さんの上をいくかもしれない。日本人なのかわからないイエローグリーンの瞳が印象的だ。

　格好はカーキ色のモッズコートにジーンズだ。会社員ではないな。っつうか、誰？　この人。

「あんた、誰だ。清子から離れろ」

　その男は険しい表情と、怒りすら感じるような瞳で俺を睨む。声は人でも殺しそうにドスが利いている。

「あ！　おじちゃん！」

　清子が俺の陰から顔を出し、相手を視認した。

　おじちゃん？　向こうも清子の名前を呼んでいるし、知り合いだよな。

「えーと、俺は……」

　立ち上がりながら説明しようとすると、清子がぴょこぴょこ跳ねながら言葉を奪う。

「社長だよ！　ママの社長！」

　男が首をひねって反はん芻すうする。

「沙都子さんの？」

　えーと、事実なんだけど、その言い方って、パトロン的な感じに聞こえない？　現に、彼の不審者を見るような目が解除されていない！

　そこへ、篠井が慌てた様子で駆け寄ってくる。

「葦あし原はらさん！　違うんです！　変な人じゃありません！」

　はい、変な人じゃありません。……篠井の説明もひどくないか？

「篠井さん」

　葦原と呼ばれた男は、篠井を見てわずかに瞳を見開いた。




　清子はその葦原という男に引き取られ、自宅に帰っていった。沙都子さんからの電話はその件だったらしい。

　心配はしていない。清子がとにかくなついているし、篠井も顔見知り。沙都子さん本人の指示なら大丈夫だろう。

「なあ、篠井」

「はい」

「さっきの男って、沙都子さんの彼氏？」

　三鷹駅のホームで電車を待ちながら聞く。篠井が答えに迷ったあと、口を開く。

「そんなところですかねぇ」

　どうやら、篠井は沙都子さんちの事情をいろいろ知っているようだ。そして、どこまで喋っていいものか悩んでいる様子。

「つか、清子の父親だろ、あの人」

「あ、わかっちゃいました？」

　詮索する気はないけれど、気づいてしまったから一応確認するだけだ。

「清子と同じ目だった。ちょっと変わった色の」

　篠井がうんうんと頷く。とっておきの秘密を共有できる相手が見つかって嬉しいようだ。

「そうなんですよね。さやちゃん、顔は沙都子さんに瓜うりふたつなんですけど、イエローグリーンの目がパパの遺伝なんですって。沙都子さんは『よりにもよって一番目立つところが似ちゃったわ』ってプリプリしてましたけど」

「結婚しないんだな」

「いろいろあるみたいですよ。恋愛は本人たちにしかわからないこともありますから」

　篠井が口を尖らせて、こなれたことを言うので、俺は思わず吹き出す。

　最近、ちょいちょい化けの皮が剥がれてきているんだよな、この大人女子。

「さすが、恋愛経験が豊富だと言うことが違いますね、篠井先生」

「ま……そうですね。ええ」

　微妙に焦っているのがわかってしまう。

　ああ、こいつのこういうとこが可愛いって、気づいちまった。まずい、まずい。

「なあ、メシの予約しちゃったんだろ」

　わざとらしく話を変える。ちょうどやってきた電車に乗り込みながら。

　篠井がスマホで店の情報を見せてくる。

「ここなんです。美味しいって人気のビストロ。せっかく食べに行けるチャンスだったのに」

　清子をダシにおごらせる気だったな、こいつ。まー、いいけど。急な仕事を頼んだとき、メシおごるとか約束した気がするし。

「あのさ、今日は沙都子さんに悪いからキャンセルしよう。でさ」

「明日、予約し直して一緒に行きませんか？」

　俺が言おうとしていた言葉を、篠井が口にした。見れば、彼女は少しだけ上気した頬で俺を見つめている。

　それって……おいおい、こっちも誤解するぞ。いいのか？

「俺もそう言おうと思ってた」

「気が合いますね。以前のおごりの約束を果たしてもらいます」

　そうそう、おごりの約束のためな。だけど、おまえから誘いを受けたら、俺も嬉しいんだよ。

「じゃあ、明日」

「ええ、明日。残業しないでくださいよ」

「わかってるっつうの」

　そして吉祥寺に着くと、残っている連中に差し入れを買って帰ることにした。会社とは反対側の出口から出て、ふたりでハモニカ横よこ丁ちょうを突っ切る。

　小さな老舗の和菓子屋で、まだ売り切れていなかった最も中なかを購入した。ここは羊よう羹かんが有名だけど、最中だってうまい。

　自分も食べる気満々のほくほく顔で、最中の箱を持つ篠井を横目に、俺は考えた。

　明日、篠井と食事。約束を果たすためとはいえ、ふたりで食事だ。

　ここまで考えてきたことがある。彼女の気持ちは一度横へ置いて、俺の気持ち的な問題。

　篠井に言おうか。

『清塚さんと付き合うのは、やめとけ』

　これはあくまで俺サイドの意見で要望。篠井が清塚さんにすでに気持ちがあるなら、こんなことを言っても困らせるばかりだろう。せっかく今、お互いの関係がいい距離のときに、イブみたいな失敗はしたくない。

　でも、このまま見ていることに歯がゆさも感じるのだ。篠井が他の男と恋に落ちていく図が、これほど面白くないものだとは思わなかった。

　いい加減、俺は認めなければならないのかもしれない。胸の中に巣食う独占欲の正体を。

「よし」

　俺が呟くと、篠井が最中を抱えた格好で、きょとんと俺を見る。

「どうしましたか？」

「なんでもねーよ」

　明日言おう。

　どこまでかは置いておいて、ともかく清塚さんとのことに対しては俺の気持ちを言おう。あいつとデートみたいなことすんな、って。きちんと伝えよう。

　そして会社に戻って、残った連中に差し入れの最中を配る。沙都子さんにはお詫びかたがた、清子とあの葦原って男の分も。こんなもんじゃ足りないけど。

　トラブルが起こっていた通販サイトは、沙都子さんのさすがの手腕により、夜半に復旧した。




　一月某日の木曜。今日はちょっとした勝負だ。

　安野産業内のミーティングルームで、俺は敬三さんと打ち合わせをしながら思う。篠井と約束をしたのは今夜。ふたりでおしゃれなビストロでメシだ。

　少しだけ本音を喋って、彼女の様子を窺うという、思ったよりコスい手でトライしてみる。うまくいきそうなら、そこから踏み込んでいけばいい。

　俺ってこういう臆病なキャラだっけ。でも恋愛に関しちゃ、生駒の件しかり結構硬派で真面目なんだよな。我ながら歯がゆいほどに。

　篠井が挑発的に近寄ってこなければ、俺はしばらくぶりに誰かとキスすることもなく、今こうして悩んでいることもないのだろう。

「おい、東弥。おまえ、聞いてるのか？」

　敬三さんが不審げに俺を覗き込む。

「聞いてますよ。例の大沢キノコ農園、ゴーサイン出てるんでしょ？　明日、堂上たちも連れてくるんで、そっちの特販部と会議やりましょう。代理店の仕事も特販部がやるんでしょ？　中にどこも挟まないっすよね」

「それはいいんだけど、どうもクリエイターズフォレストの動きがクサいんだよ」

　あー、副社長である奥様とべったりの広告代理店ね。

「うちで本決まりなんスよね。契約書は？」

「来週交わす予定で、行方さんとやってる。でも行方さん情報なんだよ。副社長が、何人か役員を引き込んでるみたいで、これ見よがしに特別チームを作ってる、って。なにをやらせるか不明らしいんだけど」

「なにか仕掛けてくる前に、こっちが話決めちゃえばいいんスよ。あとはなにを言われても聞こえないふりしときましょうよ」

　敬三さんが、「おまえは気楽でいいなぁ」なんて言うけど、俺だってそこそこ考えているんですけどね。力押しが得意なのは、今に始まったことでもないし。

「あ、そういえばな……まあいいか」

　彼がなにか言いかけてやめた。

「なに言おうとしたんですか？　気持ち悪いでしょ」

「俺が口を突っ込むことじゃないよな、と思っただけ。仕事と関係ないし」

　その言い方。もしかして、篠井の関係になにか？

　いいや。敬三さんがなにか勘づいたとしても、俺たちの関係がはっきりするわけでもない。今は話題としては引っ込めてもらおう。




　そのあとは別件の打ち合わせを済ませ、俺が帰社したのは十六時くらいだった。篠井との約束は十九時にそのビストロ。社員たちに変に思われないように、現地集合という念の入れようだ。

　確かに、まだ俺たちにその気があるかどうかもわからないのに、他の社員に妙な揶や揄ゆをされたくない。さっさと仕事をまとめて、篠井とは時間差で職場を出られるよう調整しとこう。

「社長……」

　俺を困惑げに呼ぶ声のほうを見ると、当の篠井が青い顔をして立っていた。

　うおお、どうした。具合悪いのか？

「篠井？」

「お母様がいらしてます」

　篠井が顔を近づけ、ささやくように言った。

　は？　誰のお母様だって？

　俺がオフィスチェアを転がし、出入口を覗くと、そこには俺の母・八束珠たま代よがいた。薄紅の訪問着を着ていて、ちょうど土屋が応接スペースに案内するところだ。

　マジか。マジっすか。

　篠井が素早く小声で問う。

「幸弥さんは、社長と私のことを話したんでしょうか？」

「篠井の言葉に甘えて、兄貴にはまだ口止めしてある。なるべく早く、俺から謝罪するってことで」

　でも、その謝罪っていうのは、兄貴の立場ありきだ。

　俺が母に婚約の嘘をついたのは、俺が着物のさこたを継がないとアピールするため。兄貴が跡目を継ぐことと兄貴の結婚を、母が納得し、了承してからでなければ意味がない。

　今、暴露したら、母は俺の嘘を兄貴のせいにでもしかねない。余計に兄貴の立場が悪くなる。

「社長、婚約者で通しましょう」

　篠井には俺の考えるところが先読みできたようだ。

　本当、頼りになるよ、おまえはさ。

　俺はもったいぶって、のんびりと簡易応接に顔を出した。後ろには篠井が控え、俺がソファに着くと、彼女も横にちょこんと座る。

「お母様、こんにちは」

　篠井が先に微笑んだ。

「母さん、どうしたんだ？　こんなところまで」

　ソファにふんぞり返って、後ろめたいことは一個もないという余裕の表情で俺は母を見た。

　彼女は思いつめたような顔をしていた。鬼気迫るというか。元々顔立ちがはっきりしているから、メイクと相まって迫力がある。

「母さん？」

　俺が問いかけると、母がぎりっと俺を睨んだ。

　こえぇぇ。母ちゃん、こえぇぇ。

「東弥、絹さん！　私はおばあ様に会ってきましたよ！」

「え？」

「あなたたちの婚約はおそらく嘘だと、おばあ様は言うんです！　今日はそれを確かめに来たのよ！」

　篠井が慌てた顔をしたのは、母の声がでかかったからだけじゃない。ちょうどお茶を運んできた土屋が、驚きょう愕がくの表情でその言葉を聞いていたからだ。

「お母様」

　それでも篠井は落ち着きを取り戻し、土屋がパーテーションの向こうに消えたあとに答える。

「東弥さんとは、結婚を前提にお付き合いさせていただいております」

「大ばあちゃんになにを吹き込まれたか知らないけど、俺と絹は本当に結婚するつもりで付き合ってるよ」

　俺も加勢するけれど、母は首を横に振るばかり。

「東弥の魂胆はわかるわ。幸弥に着物のさこたを継がせたいから、そんなことを言っているのでしょう」

　正解。だけど、ここは俺も譲れない。

「それとこれとは別の話だろ、母さん。着物のさこたは兄貴が継ぐべきだ。親父は口にしづらいだろうけど、心の中じゃそう思ってる。俺じゃ、着物のさこたを潰しちまうよ」

「なにを言っているの！　あなたが八束の家の正当な跡取りです！　幸弥じゃダメなのよ！」

　母がエキサイトしてくる。俺のでかい声は母親似だなと、こんなときに場違いなことを考える。

「兄貴のどこがダメなんだよ。俺の百倍くらい頭も性格もいいじゃねーか。大ばあちゃんだって、そこは兄貴を認めてる。いい加減聞き分けてくれよ」

「卑いやしい血の入った者は、八束の家にも硲田の家にもいらないのよ！」

　卑しい血ってさ、どこの選民思想だよ。俺たち、選ばれた一族でもなんでもねーぞ。

　兄貴への無意味な敵意を感じ、次第に苛立ってきた。それでも必死に声を押し殺す。

「母さんはさ、兄貴がどれだけ認められたい、愛されたいと思ってるか、気づかねぇんだ」

　実の母親を睨みたくはない。だけど、兄貴も俺にとってはたったひとりの兄弟なんだよ。

「この前の誕生日、兄貴が母さんに贈った時計。あれは兄貴と恋人の真ま冬ふゆさんが選んだもんだぞ。母さんに似合うものを、ってふたりで選んだんだぞ。どうして、兄貴のことを見てやんねぇんだよ。恋こい敵がたきなんか、もうこの世にいねぇだろ？　兄貴はあんたの息子になりたいと思ってんだぞ！　伸ばされた手を払いのけ続けて、楽しいのか!?」

　勢いよく怒鳴った俺の言葉は、きっとパーテーションの外にも聞こえてしまっているだろう。

　母の目には涙がにじんでいた。

　母だって、わかっているのだ。血の繋がらない息子がどれほどの献身を見せてくれているか。

　しかし、母のプライドはこんなことでは折れなかった。

　折れるわけにもいかないのは、母の性格上わかっている。それが悲しい。彼女は小柄な背を怒りで丸め、さらに俺を強い瞳で睨みつける。

「お母様、私と東弥さんの結婚は、お許しいただけないのでしょうか？」

　篠井が冷静かつ、穏やかに口を挟む。ブレた論点を戻すため、また、険悪な親子を止めるための言葉だ。

　母はわずかに視線を篠井にずらしたけれど、すぐに顔を伏せた。

「絹さんは、東弥に言いくるめられて協力しているのでしょう？　後を継ぎたくない東弥の我儘に加担しているのね」

「そんなことありません！」

　篠井が誠心誠意といった純真な表情で、母に言い募る。

　しかし、母は再び首を左右に振った。

「では、同じことが言えるか試してみましょう」

　どういうことだろう。

　母の言う意味がわからず、首をひねる俺たちの元に、今度は新人の植木が顔を出した。緊張の面持ちで言う。

「篠井さん……お客様です」

「入っていただいて！」

　答えたのは篠井じゃない。うちの母だ。

　なんだ？　状況が読めない。

　ドンドン！という大股な足音が近づいてくる。先に篠井が青い顔をしたのは、状況が読めたからに他ならない。

「お父さん……」

　篠井が呟いてすぐに、パーテーションからヒグマのような体格のいい壮年男性が現れた。

　えーと、お父さんって言ったよな。ってことは、こちら、絹さんのお父様でいらっしゃる？

　あんまり似てねーなぁ。……じゃなくて、俺の母が呼んだのか？

　それ以外、考えられないけど！

「絹、どういうことだ。お父さんはなにも聞いてないぞ」

　ゆらりとパーテーションの中に入ってきた絹の親父さんは、挨拶どころではないようだ。じりじりと俺と篠井のほうに詰め寄ってくる。

　篠井が慌てた声を出す。

「なんで来たの？　仕事は？」

「仕事どころじゃねぇだろうが！　こちらの奥様にご連絡をもらって、すっ飛んできたぞ！　婚約ってのはどういうことだ!?」

　親父さんが吼ほえる。

　ああ、俺も含めてだけど、みんな声でかすぎ。絶対、社員全員が応接に向かって耳をすませているに違いない。

「正月に来たときはなにも言ってなかっただろう!?　なんでいきなり、勤め先の社長と婚約してんだ、おまえはぁ！」

「ちょっと、お父さん落ち着いて！」

「おまえはうちの旅館を継ぐんじゃなかったのかぁ!?　そういうつもりで俺は東京の大学まで行かせてやったんだぞ！」

「小学生の頃の夢を持ち出さないでよ」

　篠井ひとりが声をひそめても、もうなにも意味を成さない怒鳴り声。助長するように、脇から母が言う。

「東弥！　こちらのお父様を前に、同じことを言ってごらんなさい！　絹さんと婚約しているって！　言えないでしょ!?　ほら、嘘なんかついて！」

「嘘だと!?　絹、きちんと本当のことを言え!!」

　篠井が口を開こうとして迷う。こいつは自分のことじゃなく、俺と兄貴のことを思って答えを探している。

　俺は篠井がなにか言う前に、それを制した。頭には『なんとかこの場を丸く収めたい』という思いがあった。

　しかし、目の前に篠井の親父さんがいる。わざわざ長野から、仕事を投げ出して娘のために飛んできた親父さんに、生半可なことを言いたくない。はっきり言えば、俺の本当の気持ちを聞いてもらいたい。

　結果として俺は、穏便に、という気持ちを捨てた。

　いや、気づいたら言っていたのだ。

「お父さん、俺は絹さんに惚れています」

　親父さんの鬼瓦みたいな顔が、ぐりんとこちらを向く。俺は立ち上がり、親父さんの剣幕に負けないように叫んだ。

「絹さんさえよければ、結婚したいと思っています！　お父さん、絹さんをください！」

　パーテーションの向こうで、ざっとオフィスチェアを引く音。次に拍手と歓声が沸き上がった。

　立ち上がったから見えるけど、社員たちが俺の告白に盛大な拍手を送っているという状況。

　出たな、脳内お花畑社員ども！　タイミングばっちりすぎるだろ!!

　待て待て、俺はなにを先走っているんだ。確かに本音だけれども、篠井にはなんの了承も取っていない。彼女は、俺が本気なのかごまかしたいのか、まったく判別がつかないだろう。

　つうか、篠井が好きだって気づいたなら、先に本人に言うべきだろうが！

　でもさ。でも、言いたかったんだよ！　篠井の親父さんに認めてもらうには今しかないって思っちゃったんだよ！

　……そこで俺の思考は中断された。

　親父さんの拳が、俺の左頬に炸さく裂れつしたからだった。

　体重のありそうな親父さんのパンチに、パーテーションや観葉植物の鉢をなぎ倒しながら派手にぶっ飛ばされる俺。

　ぼんやりした意識で思った。あ、これ、人生初修羅場だ、って。




　意識が飛んだのは一瞬だったけれど、次に俺が身体を起こしたとき、篠井の親父さんの姿はなかった。

　俺は床に座り込み、ソファの座面に背中を預けた格好であたりを見回す。フロアは応接スペース付近がしっちゃかめっちゃかになっている。

　篠井の怒声が遠くで聞こえる。どうやら彼女は親父さんを社外に追い出したようだ。母はどこかのタイミングでぷいっと帰ってしまった様子。

　土屋が俺の頬に氷ひょう嚢のうをゴリゴリ押し当てる。氷がごつごつとして痛い。

　倒れたり、ひっくり返ったりしたものを直し、壊れた湯飲みを片づける社員たちに申し訳ない気持ちになった。

　みんな、すまん。完全にうちのお家騒動に全員巻き込んだよな。

　すると、一番巻き込まれたかたちの篠井が、フロアに飛び込んでくるなり俺の元へすっ飛んできた。

「社長、大丈夫ですか？　本当にすみませんでした！」

　彼女は半泣きだ。おいおい、泣くなよ。おまえのせいじゃないだろ。

　どうにか慰めたくて、俺の目の前にある篠井の頬にかかる髪を、さらっと梳く。

　衆人環視の中なんだけどな。

　土屋が「きゃあ！」と色めき立ち、植木あたりはちょっとショックな顔で見ている。沙都子さんは堪こらえきれずニヤニヤしているし、他の野郎どもはすでに「おめでとうございます！」なんて口々に言い立てている。

　めでたくないんだよ。実質まだ片想いだからさ。

「さっきのは、いろいろ事情があって方便です！」

　篠井が周囲に真っ赤な顔で説明するけれど、誰も聞いちゃいない。

　囃し立てる声の中で、彼女に問う。

「篠井、親父さんは？」

「弟が迎えに来るそうです。今、堂上さんが近くのホテルを取って、そちらに案内してくれました。……父はあんなナリですが、喧嘩とか、たぶん初めてで……。今、ちょっとパニック状態で」

　篠井が涙ぐんだ瞳で見つめてくる。そして俺の腫れ始めている頬に触れた。

　みんな見てるけど、いいのか？　篠井。俺は全然いいけど。むしろおまえの手、冷たくて気持ちいい。できればもう少し、ぺたっと触ってほしい。

「えーと、もう定時だよな。うん」

　俺の言葉に篠井が困惑げに頷く。

　大丈夫。打ちどころは悪くない。

「これから、もう一度親父さんと話してくるよ。誤解を解いて謝罪したい」

「いいんです。私が行きますから」

　篠井が止める理由は、また親父さんが怒りだして喧嘩になるとでも思っているからだろう。

　俺は首を左右に振った。

「きちんと話したい。篠井も一緒に来てくれるか？」

　彼女は困ったように視線をさまよわせ、そのあとにしっかりと頷いた。

　よし、ここからひと勝負だ。気合入れろよ、俺。
















第七章　せかいがかわる













　堂上さんが手配してくれたのは、近所の吉祥寺第二ホテル。私と社長は父に会いに、そこを目指して歩いている。

　混み合う帰宅時間帯の路上を進む足取りは重い。少なくとも私は。

　もう、今日はどうしてこんなことになっちゃったのか。本当は、社長とごはんに行く予定だったのに。

　いきなりお母様が乗り込んできて、うちの父まで現れて。挙句、父が社長をぶん殴っちゃって。わけがわからない。結構涙目なんだけど、私。

　一番わからないのは、社長の言葉だ。父にあそこまで言う必要はなかったのに。私と結婚したい、だなんて無茶な言い訳をして。結局こうして謝りに行くわけでしょ？

　絶対、父は『絹を弄もてあそんだのか!!』って再び怒りだすに決まっている。

　どうしよう。どうやって、収拾つけよう。

　でも、さっきの社長の言葉、実はちょっとだけ嬉しかった。

　あんなふうにプロポーズされて、それがお芝居でもキュンとくるなんて。私、やっぱり経験値の低いバカなんだな。悪い男に騙されるタイプの。

　それに、あんなことを言ったから、社長は殴られちゃって。

　ああ、大変なことになった。

　父に対する怒り、自分の立ち位置の微妙さ、社長への不可解な気持ち。頭がごちゃごちゃだ。

「社長、痛くないですか？　このあと、病院に行きましょう」

　横を歩く社長に言うけれど、彼は首を横に振る。腫れた頬には湿布が一枚くっついているだけだ。

「たいしたことない。歯も骨も折れてないし。つうかさ、篠井の親父さん渾こん身しんのパンチだろ？　受け止めなかったら損だ」

「その論理、わかんないです」

「娘が変な男にたぶらかされたと思って、普段は虫も殺さぬ親父さんが、本気で殴りに来たんだ。いい親父さんじゃん。娘をもらう身としては、甘んじて食らうもんだろ」

　だからー、いつまでもそのノリでいたらまずいでしょ？　父に事情説明しに行くんでしょ？

「篠井。俺、本当のことを全部言うから、聞いててくれよ」

　社長がニッと笑って言いきるので、私は渋々頷くのだった。

　痛そうな頬のせいで、笑顔がアシンメトリーだよ、社長。




　シングルルームの一室。父は背を丸めてベッドに腰かけていた。

　私と社長が、堂上さんとバトンタッチで部屋に入ると、父が顔を上げた。社長の姿を見て、その表情がにわかに険しくなる。

「お父さん、社長の話を聞いて！」

　牽けん制せいのために、私は鋭く言う。父は殴りかかってはこないものの、ベッドに座ったまま膝で拳を握り、私たちに睨みを利かせている。

　社長が一歩進み出た。

「お父さん、このたびは我が家の事情に巻き込んでしまって、すみませんでした」

　頭を下げた社長に、父が吐き捨てるように言った。

「絹と婚約ってのは嘘か。あんたの事情で嘘をつかせたのか？　でもな、一度でも女にそういう話が立つってことは、どういう意味かわかるか」

　やっぱり父は、私が根も葉もない嘘で傷つけられたと思っているみたいだ。父の立場からしたらそうかもしれないけど、私本人はノーダメージなんだってば。これ以上大おお事ごとにせずに、ふたりとも鉾ほこを納めてほしい。

「全部、お話しさせてください」

　私がなにか言う前に、社長が口を開く。

　それから社長は、八束家の事情をつまびらかに父に語った。

　自分の立場。お兄さんの幸弥さんの立場。お母様の考え。幸弥さんのためについた嘘に、私を巻き込んだこと。

　話し終えるまで、父は黙って聞いていた。

「申し訳ありませんでした」

　社長があらためて頭を下げるけど、父は険しい顔のままだ。

「あんたの家の話はわかった。俺と絹がとばっちりを食ったっていうのもな」

　父は厳しい声音で言う。

「やはり、絹は早々に実家に戻そうと思う。どっちみち近所から婿をもらって、うちの旅館を継がせる気でいた娘だ」

「お父さん！　旅館は宗そう太たが継ぐんでしょう？　私は東京で仕事を続けるよ！」

　弟の宗太は実家暮らし。近くの会社に勤めながら、繁忙期は旅館を手伝っている。弟が旅館を継ぐことで、家族も旅館の従業員も認識が一致しているというのに。

　つまりは、父は私を引っ張って帰りたいあまりに、こんなことを言いだしたのだ。

「私はこの会社で働けて、毎日充実してるの。敬三さんからはなにも聞いてないの？　そんな理由で連れ戻さないで！」

「そんな理由とはなんだ！」

　父がさらに声を険しくする。すると、社長が割って入るようにはっきりと言った。

「お父さん、申し訳ありませんが、それは俺が困ります。絹さんは実家に帰せません」

　そりゃそうだよ。私がいなかったら、この人、仕事でパンクしちゃうもん。

　しかし、続けられた言葉は予想外のもの。

「婚約の話は嘘でしたが、俺が絹さんに惚れているのは本当です」

　……え？

　今なんと？

　私が首がねじ切れるくらいのスピードで振り向くと、堂々と言い放った彼の真顔。冗談ではなさそうだ。

「とはいえ、絹さんにはまだＯＫをもらっていません。俺はこれから、絹さんに振り向いてもらえるよう、誠心誠意努力するつもりです。絹さんに実家に帰られては、俺はアプローチの機会を逸してしまいます」

「あんたなぁ……いったいなにを言ってるんだ」

　さすがに父も引きつった顔で、目の前の青年を見ている。こんな途方もないことを言いだすとは思わなかったようだ。

　私も思わなかったけどね！

「どうか、お父さん。絹さんに告白するお許しをください。愛を誓う時間を俺にください」

　社長はまっすぐに父を見つめ、それから深々と頭を下げた。

　なによ、これ。お芝居だよね。きっと、私を会社に引き止めてくれるためのお芝居なんだよね。

　それなのに、ものすごく嬉しくて胸がいっぱいの私がいる。

「お父さん、私にも時間をください」

　私は社長の横に立つと、身体を最敬礼に折り、父に頭を下げた。

「東弥さんの気持ちについて、真剣に考える時間をください」

　父はずいぶん長いこと黙っていた。私と社長が見守る中、窓の外を眺めて。何分も時間が経ったように思う。

「好きにしろ」

　ようやく呟いた父の声は、小さくかすれていた。

「絹、そいつを振るなら帰ってこい。付き合うようになったら、正式にうちまで挨拶に来い」

　それは、父なりのＯＫだった。むすっとしているけど、父に社長の気持ちが届いたのだ。

「ありがとう、お父さん」

「ありがとうございます！　お父さん」

　父は私たちのお礼も無視して、ツンと外を向いてしまった。




　間もなく弟から、あと一時間ほどで到着するという連絡が入り、私たちは部屋をあとにした。

　ホテルを出ると、時刻は十九時半。会社に戻ろうか、このまま帰ろうかという微妙な時間だ。ディナーの予約はとっくにキャンセルしてしまった。残っている社員にからかわれるのもなんだし、今日は帰ってしまおうかな。

　ほっぺたを腫らして絶賛負傷中の社長は、どうするのかな。ファクトリー決済があるんだけど、堂上さんがやっておいてくれるって連絡があった。

　ていうか……気まずい。社長はなにを思って、父にあんなことを言ったんだろう。

　この前のキスが脳裏をよぎる。

　もしかして、そこにある感情は、イミテーションじゃないのだろうか。

　……ダメだ、私の都合よく解釈するな。

「うちの母親には、明後日の土曜にでも説明に行く」

　隣を歩く社長がふと言った。私の側からだと、湿布が邪魔して彼の表情がわかりづらい。

「説明ですか……」

「兄貴と俺のこと、きちんと母親に納得させてくる。あと……」

　社長が言葉を切った。

「おまえとのことも話してくる」

　それはどんなふうに話すんですか？

　父に言ったみたいに言うんですか？

　それじゃごまかしになりませんか？

「篠井」

　社長の真摯な声に、私ははじかれたように顔を向けた。

　雑踏を避けて立ち止まった社長。くっきりとした二重の瞳が、凛と私を見ていた。

「順序が違うよな」

「なにが……」

「親父さんに、先に言っちゃってさ。おまえに言うべきことを」

　それって。

　期待しすぎて胸がパンクしそう。死にそうな顔で、言葉を待ってしまう。

「篠井が好きだ」

　たぶん、それはずっと聞きたかった言葉。

「……そんな冗談……」

「最初にしたキスから、こっちは完全にモード変わってんだよ。気づけ、バカ」

　社長の言葉に、どんどん鼓動が速まる。このままだったら、心臓が活動限界を超えて止まっちゃうかもしれない。

「今日だって、おまえとメシっつうことで、いろいろ張り切ってたんだぞ。正直、今日の時点でここまで言うつもりはなかったけど」

　頭を掻いて、照れた様子の社長。

　どうしよう。めちゃくちゃに嬉しい。

　でも、なんて答えたらいい？　私も好きだって、言ってしまっていいの？

　単に久しぶりのキスで舞い上がってしまっただけだったら……お互い困るよね、その結末。

「返事、今はいいや」

　社長が言った。

　え？　そこはそうなんだ！　そりゃ、今すぐ答えが欲しいって言われても困る。でも……。

「時間はやるから、そのうち俺のものになれ、絹」

　私は意味がわからないのと、混乱しているのと、ものすごく嬉しいのと……とにかくぐちゃぐちゃな気持ちで社長を見つめた。

「勝手、バカ、意味不明」

　自然と悪態をついてしまうあたり、私たちの関係は現時点で変化なしだ。私の胸が猛烈に苦しいだけで。

「雇用主に言う言葉か？」

　社長は少し笑って、手を伸ばす。

　そして思いとどまったのか、私の頬の近くで指先を止めた。くしゃっと握られた手が落ちていく。

　私と彼は少しだけ見つめ合って、それから会社の前で別れた。




　金曜の夜、二十時。

　私はドラマの録画を流しながら、缶チューハイ片手に固まっていた。

　決して缶チューハイがまずいわけでも、目の前のドラマが面白くないわけでもない。さっき張り切って作った皿うどんがもたれているわけでもない。キャベツとさつま揚げを入れすぎた感はあるけれど。

　社長に、好きだって言われた。

　バーの帰りに三回目のキスをされたときから、なんとなく感じていたことが現実になった。

　社長は私が好き。最初のキスから、私のことを考えていた。

　それは、私も同じ。あのキスから、社長が特別になった。

　仲間で上司で相棒で、かけがえのない人。そこに恋愛の欲が加わってしまった。

　クリスマスイブは流されたくなくて、遊びの関係になってしまいたくなくて拒否したけれど、今なら向き合えるんじゃなかろうか。

　だけど、同時に考える。

　社長とはずっと仲間として過ごしてきた。ここで変化を加えることは正解？　ふたりとも一時的な気持ちで抱き合ったら、後悔しない？　それ以前に、社長が答えを求めてこなかったあたりに、やや引っかかるものもあり……。

　案外、社長も勢いで言ってみたものの、責任を取れるか悩み中だったりして。

　あー、あり得そう。あの人が適当と勢いで生きているっていうのは、私が一番よく知っている。

　結果、どうしたらいいのやら、現在わからないのであります。

　今日は一日外出だった社長とは、電話で用件を話しただけだ。なんの変化もない彼の態度に、昨日のことは夢だったのでは、と変な想像までしてしまった。

　私はまったく頭に入らない医療ドラマを停止した。劇中のナースとドクターが恋仲になるか心配している場合じゃない。

　缶チューハイを一気に飲み干す。ライムの香りが頭をスッキリさせてくれる。

　すると、メールが入っていることに気づいた。送り主は清塚さんだ。

【明日、急に東京に行く用事ができてしまいました。新宿のアナスタシアホテルで、先輩の研究発表の手伝いです。夕方には空きますので、もしよろしければ、食事にでも行きませんか？】

　明日は社長が、ご実家に説明に行くと言った日だ。

　はっとした。悩む理由はもうどこにもないのだ。

　清塚さん……私に好意を持ってくれている彼に、嘘をつくことはできない。社長に向かい合う前に、やることがある。けじめをつけなければ。

　私は思いきって、清塚さんのスマホにコールした。

『もしもし』

　数コールで彼が出た。私はごくんと生唾を飲み込み、口を開く。

「篠井です。今、よろしいでしょうか」

『ええ、大丈夫です。驚いちゃったな』

　清塚さんの嬉しそうな声が耳に刺さる。私はこの声の期待と、真逆なことを言うんだから。

「明日は、すみません。ご一緒できません」

　口にしながら、自分を奮い立たせる。誠実さに相対するのに、誠実さを欠いたらダメだ。

『急な誘いでしたもんね。お気になさらないでください。また別の機会に――』

「こんなことを言ったら、自意識過剰だと思われるかもしれませんが……」

　前置きして言いきった。

「好きかもしれない人ができました。もう、他の男性とふたりきりで食事には行けません」

　これ、清塚さんが私のこと好きじゃなかったら、とんでもない茶番だよね。

　しかし茶番にならないことは、次の長い間でわかった。ずいぶん無言が続き、ようやく彼が口を開く。

『僕の気持ちは、伝わってしまっていましたよね』

「なんとなく……ですが」

『まいったな。言い訳できそうにもない』

　清塚さんは明らかに傷ついた声で、ひそやかに笑った。

『その男性に告白されたんですか？』

　問われて、一瞬迷った。でも、答えるべきだと思った。

「はい。どこかで待っていたような自分に気づいてしまいました。これから、真剣にその人との関係を考えようと思っています」

『つけ入る隙もなさそうだなぁ』

　深いため息のあと、清塚さんが続けて言った。

『もう連絡はしません。いろいろとすみませんでした』

「とんでもないです。清塚さんみたいに素敵な人に、一瞬でも好きになってもらえて、本当に嬉しかったです。ごめんなさい」

『……ありがとう、篠井さん。さようなら』

　通話が切れた。

　ひどいことをした。気を持たせて拒絶した。

　でも、今言わなかったらきっと、もっと傷つけた。

　いつか、思うかもしれない。『清塚さんみたいないい男を振っちゃって、私のバカ野郎ー!!』って。

　でも、人生で後出しジャンケンが効くことなんて、ほとんどないんだ。前を向いたら、選んだ道を走るしかない。

　考えよう。自分の気持ちを。

　社長との長い関係に、変化をもたらしてもいいのか。一時の気の迷いじゃないか。

　私はまだ手にあるスマホで、堂上さんにメッセージを送った。

【社長のご実家の住所、ご存じですか？】




　土曜、朝八時半。

　小お田だ急きゅう線せんの梅うめヶが丘おか駅に降り立った私は、北きた沢ざわ警察署を右手に見ながら少々行く。

　狭いけれど両面通行の道をてくてくと歩き続け、八時四十分に、そのお宅前に到着した。

　これはこれは。結構な豪邸じゃないですか。

　八束家の邸宅は、近代的な造りの大きな戸建てだった。何ＬＤＫあるのか皆目見当もつかない。周囲を囲む外壁と門の中、庭と大きなクスノキが見える。

　堂上さんに住所を聞いた社長のご実家は、硲田家ほどではないにしろ、立派なお宅だった。

　さすがにこの真ん前じゃまずいかと、一本横の路地に入り、壁にぺたっと貼りついて陣取った。門を見つめ、長期戦の構えに入る。

　今日は、社長がご実家に行く日。お母様に話をつけると言っていた。

　私も一緒に行くと言ったけれど、彼は『大丈夫』とやんわり断ってきた。

　だからこその待ち伏せですよ！　これだけ早ければ、社長がおうちに入るタイミングで『来ちゃった』ってやれるでしょ!?　手段が、勘違い粘着女子みたいだけども。

　私だって嘘をついた張本人だし、ご家族に謝るならご一緒したい。それが……社長とのことを考えるけじめになるはず。

　大丈夫。一月の屋外で長時間待てるように、背中と腰とお腹にカイロを貼ってきたし、タイツはおばあちゃんがはいていそうな分厚いやつだ。さらに足が冷えない靴下もはいてきたし、あと、毛糸のパンツも！　とにかく、絶対社長と一緒にご実家に行くんだ。




　待つこと一時間。予想外のことが起きた。

　門が開いたのだけど、そこからなぜか社長が出てきた。すでに用事が済んだとばかりに、スッキリした表情だ。

　なんで!?　なんで、もうおうちから出てきちゃったの？　これから訪問するんじゃなかったの？

　今、九時半ですけど!?　早くない？

「社長！」

　驚きのあまり、なんの配慮もなく路地から飛び出してしまう私。

　すると社長と、後ろに幸弥さんの姿。どうやら、社長を送りに出てきたみたいだ。

「篠井？　おまえ、なんでここに」

「ど……堂上さんから、住所聞いて……。お母様に説明に行くなら、やっぱり私もって……」

　焦りながら説明する私に、幸弥さんが意味深な微笑みを向ける。

　ああ、なんか幸弥さんにいろいろ勘ぐられていそうだなぁ。

「もう、お話は済んじゃったんですか？」

「ああ。今日、両親は旅行の予定があったから。俺、八時にここに来たんだ」

　早い！　早いよ！　そりゃ間に合わないよ！　リサーチ不足の私が憎い！

「まぁ、今、旅行ってテンションじゃなくなっちゃったけどな」

　社長が苦笑いし、幸弥さんがすまなそうにうつむく。

「全部、話したんですか？」

「おう、嘘は謝った。その上で、着物のさこたは兄貴が継ぐってことで、親父と俺の総意を母親に伝えた」

「お母様は……」

「しばらく親父に『離婚だ！』って怒鳴って、俺に『勘当する！』って喚き散らして、今、部屋に閉じこもってる。今日はもうどこにも出かけないだろう」

　ちょ……ちょっと、えらい修羅場になっちゃったじゃないですか。

　どうせあなたのことだから、なんのオブラートにも包まず言ったんでしょう？　家族だろうが、それじゃダメなときもあるんですって！　だから私も一緒に行こうと思ったのに！

「もうじき、私の恋人が様子を見に来てくれるそうです」

　幸弥さんが穏やかに言った。

「義母は、私はともかく、私の恋人の真冬は悪しからず思っていますから。きっと落ち着かせられると思います」

　そうなんだ。幸弥さんにしたら複雑だろうけど、お母様の心に、頼れる同性の存在は必要かもしれない。

「おまえのことも、きちんと話してきたぞ！」

　社長ひとりがあっけらかんとしている。私はなにを言われたかと、険しい顔で社長を見つめ返す。

「なんて？」

「俺が狙ってる女。今回は嘘だったけど、そのうち本当に婚約者にするから、って」

「う、嘘……」

　そんなこっぱずかしい説明をしてきたのか、この人は！　これで断ったら、私すんごい悪印象じゃない？　八束家にとって。

「絹さん」

　幸弥さんが口を開いた。

「東弥にも言ったんですが、四月に私と恋人の結納をしようと思っています」

「本当ですか？　おめでとうございます！」

　ずっと社長に遠慮して、彼女を待たせてきたという幸弥さん。今回のことが、幸弥さんたちのご結婚の助けになったなら、まだ救いがある。

「家族だけで食事会も行う予定です。もしよろしければ、絹さんにもご参加いただきたいんです」

「私……も、ですか？」

　社長が困惑する私を遮って言う。

「おまえ、頭いいんだから気づけよ。兄貴が言いたいのは、その四月のめでたい日までに、俺のものになるか結論を出せってことだよ」

「え、えええ!?　ああ、そういう……」

　答えながら私の語尾は尻すぼみになっていき、気づけば両頬は燃えるように熱くなっていた。

　手袋の両手で頬を押さえていると、幸弥さんが覗き込んでくる。

「絹さん、勝手を言いましてすみません。私はやはり兄バカなんです」

「いえ、その……誠意を持って考えさせていただきたいと思います」

　私はたぶん真っ赤になった顔のまま、コクコクと頷いた。




　拍子抜けした上に果たせなかったお宅訪問の帰り道、私と社長はふたり並んで梅ヶ丘の駅まで歩いた。

「幸弥さんの結納、おめでたいですね」

「おう。俺たちも続いておくか」

「社長……どこまで本気なんですか」

「どこまでも本気」

　ちらんと横を見上げると、いつも通りの社長の横顔。まだ反対側の頬は腫れが残っているけれど、湿布はもうしていない。

　ずっと一緒にいた相棒。彼にこんなことを言われる日が来るなんて。

　そして私自身、こんな優しい気持ちで彼を見上げられるようになるなんて。

　四月まで待たせる必要は、ないかもしれない。だって、今ここにいる八束東弥を、誰よりも大事に想っている私がいる。

　家族のこと、会社のこと、みんなのこと……すべてに真剣に取り組むこの人。

　めちゃくちゃもやるし、すぐに勢いで仕事を取ってくるし、面倒ばっかりだけど、ものすごく魅力的なこの人。

　彼の右手を取って、手を繋いだら、私の気持ちは伝わるだろうか。

　あなたのことを今、一番考えているって伝わるだろうか。

　好きになってしまったって、言えるだろうか。

「絹」

「うわっ、はい！」

「兄貴ばっか名前で呼んでてずるいな、と」

「あはは、どうぞ。いいですよ、名前くらい呼べばいいじゃないですか」

　普通の声でそんなふうに言わないでよ。私たちが名前呼びするのは、ふざけたときだけだったじゃない。

「東弥って呼んでみろよ」

「素面しらふじゃ呼べません」

「おまえな、じゃあこれから酒飲みに行くぞ。ハモニカ横丁で、朝からやってる店があるからな！」

「嫌ですよ！　土曜の朝から酔っぱらうの！」

　社長が私の頭を捕まえて、ヘッドロックをしようとする。私は身をかわし、逃げる。こんな小学生男子みたいな関係が楽しかった。

　だけど、もう一歩進みたい。もう一歩あなたに近づきたい。

「東弥さん……」

「え」

　私は立ち止まり、社長を見つめた。

　彼が私を見つめ返す。

　私たちの間に、さあっと風が通り抜ける。三回目のキスをした夜みたい。心地よくて、世界がきらめいている。

　たったひとりに心を奪われると、世界は瞬時に色を変える。

　そのときだ。社長のスマホが鳴った。大音量で響き渡るアヒルの声。

　電車で移動してきたのに、さてはマナーモードにするの忘れてたな。っていうか、なに、この着信音。

「わりぃ、敬三さんからだ」

　敬三さん……私の一世一代の瞬間を邪魔しましたね。

　所在なく、駅のほうを見て電話が終わるのを待つ私。しかし、後ろで社長の焦ったような声が聞こえ、振り向いた。

「契約解除？　マジで言ってんですか？　向こうは」

　彼が電話に向かって怒鳴っている。なにかあったことはすぐにわかった。

「ええ、わかりました。敬三さん、今日は出てんの？　とにかく、一度そっちに向かいます」

　社長が電話を切るなり、私は詰め寄る。

「どうしたんですか？」

「……大沢キノコ農園のサプリメントプロジェクトの案件、向こうが仕事をバラすって言ってるらしい」

　バラすってことは、取りやめ？　なんで、急にそんなことに。

　今日は土曜だ。稼働日でもないのに連絡が来るなんて、おかしい。

　私が疑問を口にする前に、社長が憎々しげに言う。

「大沢社長が昨夜、入院したそうだ。それで副社長のばあさんが、自分がすべての業務を代行するって言いだしたらしい」

「え!?」

　清塚さんと話したのは昨夜だった。でもあのとき、彼におかしな素振りはなかった。もしかすると、そのあとの話かもしれない。

「正式契約前だったからな。副社長は、仲良しのクリエイターズフォレストと契約締結の方針だとさ。クソ、こっちはもう動きだしてるっていうのに」

「じゃあ、今回の仕事は……」

　すでに方々で動いていることは知っている。ざっと損害を計算して、血の気が引く。

　でも、安野産業から請け負っている立場の私たちだ。痛手ではあるけれど、これ以上本件を大きくせず、今回は引き下がっても問題ないのではなかろうか。

「うちは、まだいい。だけど、敬三さんの立場がまずい」

　社長が苦虫を噛み潰したような表情で言う。

　敬三さんがまずいっていうのは、どういうことだろう。

「今回の件は、厚労省のモデル事業なんだ。日本も医療費削減のため、欧米諸国並みにサプリメント推進をしていこうっていう。補助金が出るから、動く金の桁が違う」

　そうか。それほどの援助と利益がもたらされるから、副社長サイドは目の色を変えて奪いに来たのだ。

　そして、それは安野産業にも大きな利潤を生み出す予定だったはず。

「敬三さんは、上に利益見込みまで出した上で、特販部っつうでかいプロジェクトチームを作ってやっていた。それをよそに持っていかれたとなったら」

　社長の言葉は、私が真っ青になるのに充分な威力があった。

　敬三さんはキレ者の若き常務だ。彼の足をすくおうと虎こ視し眈たん々たんと狙っている敵は、社内外に多くいるだろう。

　今回の失策が、彼の失脚に繋がらないとはいえない。いや、この件で鬼の首を取ったように騒ぎ立てる者も出るに違いない。

「社長……」

「とにかく、俺は敬三さんのところに行く」

「私も行きます！」

　私は有無を言わさぬ強い口調で言った。
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　俺と篠井は新宿まで電車で出ると、休日の安野産業にたどり着く。敬三さんに玄関のロックを解除してもらい、特販部のフロアに上がる。

「敬三さん！」

　敬三さんは俺と篠井の声に、パソコンから振り向いた。たった今までメールのやり取りをしていたようだ。

「行方さんから、朝一で連絡が来た」

　彼は疲れたように片手で両目を押す。

「まだ正式な契約解除の連絡はないが、月曜には来るだろうな。クソ、契約書だけ固めて取り交わしておくんだった」

　契約書の取り交わしは、あちらの営業部から追加条項がいくつか出され、作り直しを余儀なくされていた。今にして思えば、契約を引き延ばされていたのかもしれない。

「大沢社長は胃い潰かい瘍ようで、命に別状はないらしいが、検査も含めて一ヵ月は入院。ゆうべ遅く、大沢キノコ農園の幹部が緊急招集されたそうだ。それで、副社長が出張ってきた」

「副社長ひとりが騒いで、どうにかできるもんじゃないでしょう」

　俺が見たところ、多くの役員や社員は、あのけばけばしいばあさんを持て余しているように思えた。

「社長の娘夫妻を味方につけたんだよ。娘婿の営業部長も、義母に泣きつかれて聞かざるを得なかったみたいだ。あとは……清塚さんってわかるか？」

　俺の横で篠井が固まったのが、気配でわかった。俺は頷く。

「挨拶しましたよ。開発部門の責任者でしょう」

「そう。あの人が副社長側につくって名言したそうだ」

　まさか。清塚さんは完全に大沢社長派だったはずだ。篠井に聞いたところ、大沢社長の大学の後輩にあたる上、人柄に心酔している、と。

「私のせいかもしれません……！」

　突然、篠井が泣きそうな声で言った。

「なにかあったのか？　清塚さんと」

「昨日、東京に行くからと食事に誘われました。それを……断りました。もう一緒に食事には行けないと」

　俺も敬三さんも黙ってしまった。

　大の大人が、振られたくらいで仕返しをするだろうか。しかし、ゼロとも言いきれない。清塚さんはどこからどう見ても、研究ひと筋の純朴そうな男だった。

　篠井、誘いを断ったのは、俺のためか？

　こんなことを考えるのは、俺のうぬぼれか？

　口にできない疑問を呑み込む。どちらにしろ、今解決すべき問題はそれじゃない。

　俺は顔を上げ、敬三さんに言った。

「これから清塚さんに会ってきます。あの人がこっちにつけば、状況はまたひっくり返るかもしれない」

　希望的観測だった。しかし、副社長の権勢を削そぐきっかけになるなら、やるべきだ。

　敬三さんが腰を浮かせる。

「東弥、それなら俺も行く」

「いえ、篠井を連れていこうと思います。清塚さんが寝返った理由が篠井なら、こいつの前でもカッコ悪いことができるかって話です。存分に動揺させてきますよ」

　俺は言うなり踵を返した。こういうことは早いほうがいい。

　篠井が慌てたようにバッグを持ち、あとに続きながら言い添える。

「それなら、アナスタシアホテルです！　清塚さん、今日はそこで先輩の手伝いがあるって！」

　じゃあ、俺たちの決着はそこでつけるしかないな。

　俺は篠井を伴って、安野産業のオフィスをあとにした。

　アナスタシアホテルは、駅でいえば都と庁ちょう前まえ駅が近い。安野産業とは逆方向だ。歩いて行くより早そうなので、タクシーを捕まえた。

　車内での道すがら、篠井がうつむいて言う。

「清塚さんは、大沢社長を大事に思っていたはずです。なんで……こんな」

「おまえのことも大事にしたくなっちまったってことだろ？」

　俺の答えに、篠井がますます苦しげに下唇を噛む。

「安心しろ。俺もおまえが大事だ」

「なにが安心しろですか。意味が通じませんから、もう！」

　篠井が冷たく怒る。

　あれ？　今カッコよく決めたつもりだったんだけど、外したっぽい。




　ホテルのロビーに入ると、掲示で今日の研修会をチェック。

　理学なんちゃら……えーと、ここだろう。中ホールでやっているらしい。

　三階のホール前には案の定、受付がついている。さらっと入ろうとしたら、呼び止められた。

「恐れ入ります。関係者以外ご遠慮いただいております」

　よく見ると、出入りするやつらは胸に通行証みたいなものをつけている。あれがなければ入れないってことか。

「すみません、清塚博之さんに緊急の用件なんですが」

　篠井が食い下がるけれど、受付の女性は困った顔で言うだけだ。

「発表の最中ですので、お呼び出しはできかねます」

　今日は手伝いで来ているらしい。演者でもない清塚さんがずっと会場にべったりでいるだろうか。

「篠井、俺があたりを探す。おまえはちょっと頼まれてくれ」

　俺は考えていたことを実行に移すため、篠井にささやいた。




「……タバコ、吸うんですね」

　俺が清塚さんを発見したのは、間もなくのこと。ホールのある三階から、ひとつ下った二階の喫煙室だった。

　予想的中。清塚さんと飲んだのは、あのクリスマスパーティーだけだけど、飲みながら手持ちぶさたそうに指でテーブルを叩いていたのを覚えている。

　また、打ち合わせで入ったラボで、彼のデスクには匂いを消すガムがボトルで置いてあった。喫煙習慣があるならと思って、ホテルの喫煙所を当たっていたのだ。案の定、今日は人の出入りの少ない下の階の喫煙所にいたってわけ。

　清塚さんは俺の顔を見ると、明らかにぎょっとした顔をした。

「喫煙、まわりには言ってないとか？　健康増進事業の手前、隠してるんですか？」

「八束さん……ですよね。どうも」

　清塚さんはわかりやすく敵意を示した表情で俺を見据え、タバコをゆっくりともみ消した。

　たぶん俺の顔を見た瞬間、自分の状況がわかったんだろう。もしかすると、自分の恋敵の正体も。

「偶然ですか？　こんなところでお会いするなんて」

　それでも白々しくとぼけるこの男。

「いえ、清塚さんがこちらだと伺って、追いかけてきました」

　俺は言葉を切ってから、彼の目を見つめた。

「サプリメントプロジェクトの件、どうして今さら副社長側についたんですか？」

「社の方針に従っただけです。大沢社長が昨夜入院したのはご存じですよね」

「清塚さんが、自己の利益を優先する副社長側につくとは思えません。あなたと大沢社長には深い絆があると思っていました。大沢社長が体調を崩された今こそ、あなたが中心になって、正しい道筋へ導くべきとは思わなかったのですか？」

　清塚さんの瞳によぎったのは苛立ちだ。そんなこと、わかっている。そう言いたげな瞳。

　そうか、やっぱりあんたは自分の気持ちと真逆のことをやらかしたんだな。好きな女に振られたっていう、一時の激情で。

「清塚さん！」

　そこに入ってきたのは篠井だ。おそらく、彼の判断を迷わせた原因。

「私のせいですか？　私があなたを拒絶する態度を取ったせいですか？」

　悲しげな表情で篠井が一歩近づくと、目に見えて狼狽した清塚さんが、じりっと下がった。

「やめてください！　篠井さん、あなたは関係ない！」

「じゃあ、なんで？　あんなに……大沢社長の助けになることを誇りに思っていたあなたが……」

　ぎりっと清塚さんが歯ぎしりをするのが見えた。イケメンは顔を歪めても綺麗なもんだ。

　鋭い瞳で俺と篠井を睨む彼は、このときには冷静で穏やかな草食系ではなくなっていた。

「……ええ、そうですよ。篠井さんが困るだろうなと思って、副社長につきました」

　右手を額に当て、吐き出すように告白する清塚さんは、瞳をギラギラ光らせていた。

　ゆらりとその細長い身体が揺れる。俺は無意識に篠井の前に立った。

「大人げないでしょう？　でもね、僕、本当にあなたを好きになってしまったんです。だから、この程度の復讐をしたっておかしくはない。あなたのミスです、篠井さん。あなたは僕を振るタイミングを間違えた」

　彼の長い指が俺を指し示す。

「八束さんがあなたの想い人なんでしょう？」

　今度は篠井が、俺を守ろうと一歩踏み出す。

　やめろ、おまえは下がっていろ。

「そうだ、挽ばん回かいのチャンスをあげますよ。篠井さん、今すぐ八束さんを振って、僕と結婚を前提に付き合ってください」

「はぁ？　なにを？」

　俺は剣けん呑のんに言い返す。しかし、かなり切羽詰まった様子の清塚さんに、こちらの怒りは通じてはいないようだ。

「篠井さん。僕を選ぶなら、僕はあなたを裏切らない。今から大沢社長側に戻ります。安野産業と八束デザインで、このプロジェクトを進めます。僕にはそれだけの裁量がある」

　たかが開発責任者だ。まさか、そこまでの権限があるとは思えない。

　しかし、彼が研究開発の中枢である以上、存在価値が高いことは容易に想像がつく。だからこそ、俺たちは説得に来たのだ。

　篠井がひゅっと息を吸い込むのがわかった。

　バカ、変なことを口にするな。

　俺は真横の篠井の肩をぐっと掴み、引いた。一歩前へ出直す。言葉は自然に口から溢れた。

「させるかよ、理系ハイスペックくん」

　最初にこの人につけた〝理系ハイスペックくん〟というあだ名がこんなときに出てきてしまった。

　本当は、悪態をつくつもりだったんだけどな。まあ、呼び方はなんでもいい。ここで言いたいことを言わなきゃ、俺のいる意味がない。

「絹は俺のものだ。あんたのダセえ逆恨みでホイホイやれるか。あんたがその気なら、俺たちはどんな手を使っても、副社長サイドを潰す」

　清塚さんがぐっと言葉に詰まる。畳みかけるように俺は言いきった。

「二度と切り札に絹の名前を出すんじゃねぇ！」

　しばし、沈黙があった。俺は清塚さんを睨みつけ、篠井も黙っていた。

　うつむいた彼は、ずいぶん経ってから顔を上げる。か細い声が聞こえた。

「……僕が間違っていることはわかるんです」

　その綺麗な瞳に、涙がにじんでいた。

　こんなに情けない男の涙が、あんなに綺麗なのは反則だろ。映画みたいな光景だ。

「悔しくて、悲しくて、暴走しました。……大沢社長に、僕はなんてひどいことをしてしまったんでしょう。僕を信頼して、責任者に抜擢してくれたのに……」

　ほろほろとこぼれる涙。

　おいおい。この綺麗な泣き顔に、どうか篠井がほだされませんように。

「清塚さん」

　横から、篠井が一歩進み出た。

　それから、ずっと手の中にあったスマホを清塚さんに向ける。そして、そこに唇を寄せると言った。

「……よろしくお願いします」

　次の瞬間、喫煙所を震わす大音声がスマホから飛び出してきた。

『清塚!!』

　その声に、清塚さんがはじかれたように顔を上げる。

「大沢社長!!」

『おまえってやつは！　……だから、遊び足りないって言ってるんだ！　一回失恋したくらいで、判断を誤りおって！　このバカ者!!』

　スマホから降り注ぐ怒声は、紛れもなく大沢社長のもの。

　篠井が小さく付け足す。

「すみません。最初から大沢社長と通話は繋がっていました」

　からくりはこうだ。

　俺が清塚さんを探す間、篠井に頼んだのは、担当の行方さんと連絡を取り合ってもらうことだった。

　あらかじめ病院で待機してくれていた行方さんが、大沢社長に昨夜からの事態を説明する。清塚さんの裏切りを信じられない大沢社長に、状況を丸ごとわかってもらうため、通話を切らずに、篠井が俺と清塚さんの対決に参戦。もちろん、大沢社長には合図するまで黙っていてもらった。

『清塚』

　大沢社長がかすれた声で言う。昨夜入院したばかりだ。調子がいいわけはない。それなのに、必死に説得しようとしてくれている。

『うちの家内はあの通りだ。自分と仲間が楽しくなる方法しか考えてない。俺はもう諦めてるけどな。ただ、それでうちの船を沈没させるわけにはいかねぇんだ』

「はい、社長」

　清塚さんは篠井からスマホを受け取り、涙ながらに画面に向かって頷いている。

『俺は大丈夫だ。すぐに退院してやるから、その間はおまえがこのプロジェクトの舵取りをしてくれ。後生だ！　おまえは俺の大事な息子だと思ってる』

　清塚さんがとうとう泣き崩れた。大沢社長の言葉ほど、清塚さんの心を動かすものはないだろう。

「社長……社長、申し訳ありませんでした。僕は本当にバカです。……もう二度と間違いません」

『おう、おまえを信用する。退院したら、出張経費付きで可愛い女の子がたっくさんいる店に連れてってやるからな！　失恋なんか即忘れられるぞ！』

　うーん。それは羨ましいかも、と心の中で思ったことは篠井にバレていたみたいだ。彼女が俺のことを呆あきれた目で見ていたから。

　通話を終えると、清塚さんは篠井にスマホを返した。

　号泣したばかりのその顔は奇妙に艶っぽくて、男の俺から見ても綺麗だ。イケメンっていうのはどれだけ得なんだ。

「篠井さん、本当にすみませんでした。僕はこの一ヵ月、あなたに本気で恋をしていました。……あなたにひどく失礼な態度を取ってしまいました。許してください」

　だーかーら、篠井と見つめ合うなってば！

　俺ひとり焦る中、篠井が美しく微笑んだ。

「いいんです。でも、私も心を決めました」

　清塚さんが悲しげにふっと微笑み、それから俺のほうを見た。

「申し訳ありませんでした。……どうか、お幸せに」




　ホテルの前で敬三さんへの電話を終え、俺と篠井は歩きだした。

　これから安野産業に戻って、ひとまず敬三さんと顔を合わせて事態を報告し、解散になるだろう。とんでもない休日になってしまった。

「清塚さんの意見で、副社長が黙りますかね」

　篠井が心配そうに呟く。俺はうーん、とひとつ伸びをしてから答える。

「今回のことで、あののんきな大沢社長も危機感を持っただろう。これからはいよいよ、奥方の封じ込め手段を考えるんじゃないか？　ともかく、本件は安野産業に戻ってくると信じたいな」

　横で篠井が、ホッと息をついた。これで敬三さんの進退にも明るい材料がそろった。

　都庁の横を歩き、新宿西口方面へ向かうため、地下道へ入る。

　さて、さっきのこと、なんて聞こうかな。

　俺は言葉を選んで、妙に話せないでいる。

　篠井は『心を決めた』と言っていた。

　それって俺とのことだよな。続き、言ってくれないのか？　そりゃ、答えを急ぐ気はなかったんだけど……『決まった』なら聞いてもいいような。

　そわそわしている俺の横で、篠井が大きな声で言う。

「あ！　例のビストロ！　いつ行きましょうか？」

「あー、うん」

「気のない返事ですね！」

　俺の返答が面白くないらしく、子犬のように食ってかかる篠井。

　ぷんぷんされても、困るんですけど。ビストロよりも気になることがあるんだよ、現在。

「当日予約は無理ですよね。明日は……どうだろうなぁ！」

「篠井ー」

「来週は？　平日で行けそうな日ありますか？」

「絹ちゃーん」

「水曜のディナーは特別メニューがあるらしいんで、そこに合わせてみるのは？」

「だからさー」

　篠井は勝手に話を進め、俺の言葉はスルーだ。

　俺が話したいのは別のこと。なあ、聞いて、篠井。

「東弥さん、好きです」

　日常会話と同じペースで言われたのは、俺が聞きたかった言葉だった。

　不意に耳に飛び込んできたそれに、慌てて首をねじった。横を歩いていた篠井は、真っ赤な顔をして立ち止まっている。

　地下道の埃っぽくて薄暗い通路で、向かい合う俺と篠井。

「……っ、東弥さん！」

　ちゃんと届いていただろうか、とあらためて声を張る篠井に、俺は微笑んだ。

「聞こえたよ」

　そう言って、大きく彼女に歩み寄る。そして、その細い身体をぎゅっと抱きしめた。

　柔らかくて心地いい篠井の温度。いつも近くで香っていたシャンプーの匂いが鼻をかすめ、俺の多幸感を煽った。

　きっと同じ気持ちでいてくれるだろうと見下ろすと、俺の胸に顔をうずめた格好で、ふがふがもがいている篠井。

　なんだ？　なにか言っているけど、聞こえない。

　耳をすますと、「苦しい！　息ができません！」とふがついている篠井。

　え、ごめん。ちょっと力入れすぎた。

　抱擁を緩めると、涙目の彼女の猛抗議に遭う。

「殺す気ですか！　だから、社長は荒っぽいって言うんですよ！　バカじゃないですか？」

「わりー、ちょっと感動しすぎて力加減を間違えた。初夜は気をつけます」

「しょっ、初夜……！」

　篠井が赤い顔に真ん丸い目で問い返す。

　だから、その反応がいちいち可愛すぎなんだよ、おまえは。口、とんがってんぞ。

　俺は堪えきれず吹き出して、ひよこのように突き出た唇ではなく、篠井の額にキスをした。

「で、さっきの言葉、取り消し効かねーぞ？　いいか？」

「……いいですよ。あなたのものになっても」

　ツン発言でも可愛い篠井。まいったな、本当。いつの間に、こんなに好きになっていたんだろう。

　たぶん、最初のキスはひとつのきっかけに過ぎない。

　俺はその前から、篠井が唯一の大事な存在だったんだろうな。彼女がどうかは知らないけれど、とにかく、もう俺がもらう。

　どこにもやらないし、離さない。一生、公私ともに縛りつけてやる。

「好きだ、絹。俺の嫁さんになって」

「二十四時間勤務ですね。やぶさかではないです」

「俺の仕事を支えまくって、俺の子どもを生みまくってくれ」

「承知しました。善処します」

　篠井が事務的に言って、自分から俺の首に腕を回してきた。

　キスは一瞬だった。触れておしまい。感触を味わう間もない。

「絹、足りない」

「たっくさん人が歩いてるので、これ以上は無理です！」

　真っ赤な顔の篠井は、俺をぐいーっと押しのけ、先に立って歩きだしてしまう。

　まあ、いいか。

　たぶん、こいつなりに精いっぱいのサービスだったんだろうと納得する。

　ありがとう、受け取るよ。そして、後悔させないように大事にする。

「じゃ、続きは人ひと気けのないところで」

　追いついて耳元でささやくと、篠井の頬の赤味が耳にまで達した。
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　あれから六日……。

「ラペってなに？」

「サラダのことみたいですよ」

　こんな会話をしながら向かい合うのは、私、篠井 絹と、このたびめでたく交際スタートの運びとなりました八束東弥。

　バタバタの告白劇から六日経った金曜。私たちは行こうと言っていたビストロに、ようやく訪れることができた。

「あ、ヤバいわ、これ。うまいわ」

「本当ですね。このあとのブイヤベースに期待大です」

　私がフォークで前菜をすくっている前で、社長は次々とパンをちぎっては口に運んでいる。

　この人、炭水化物が好きなんだよね。

「パン屋だけあって、パンがうますぎて止まらない」

「パン屋っていうか、ブーランジェリーっていうんですよ」

「意味一緒だろ？」

　入店してすぐ、メニューに魅了されている私たち。適当にちょこちょこ頼んだ前菜が美味しくて、くだらない会話が弾む。

　こうして社長と恋人同士になって、この店にやってくるとは思わなかったなぁ。

　ニンジンのラペを口に運びながら、しみじみ思う。

　大沢キノコ農園のサプリメントプロジェクトは、安野産業と八束デザインに戻ってきた。といっても、表向きにはなんの動きもなかったことになっている。

　担当の行方さんから、副社長側の動きが完全にストップしたという連絡を受けただけ。真相を知っているのは、ごくわずかな人間だ。それについては本当にホッとしている。

　あの日、どさくさ紛れに想いを伝えちゃったけど、こうなって約一週間、今までとあまり変わるところもない。

　会社では、まだなんの報告もしていない。それぞれの親が乗り込んでくる事件もあったので、みんなからはいろいろからかわれる。そのうち機会を見て報告することになるんだろう。

　仕事はいつも通りだ。しっちゃかめっちゃかに掻き回すこの人の面倒を、私を中心に全員で見るというお決まりの流れね。恋愛しながら、こんなに通常運転ができるなら、悩むまでもなかったかもなぁ。

「絹」

「なんですか？　東弥さん」

　強いて言うなら、ふたりっきりのとき、呼び方が変わったくらいだろう。

　社長がパンを咀嚼し、飲み込んでから、封筒を差し出してくる。

「これ、うちの大ばあちゃんからの手紙」

　大おばあ様から？

　たった一度、新年会で会った大おばあ様は、私と社長が嘘の婚約だとあっさり見破っていた。

　正式に付き合うことになったっていうのは、早速、翌日曜に八束家へ報告に行ったけど。大おばあ様の耳に入っているのかは不明だ。

　なんだろう、私に手紙って。なんか、怖い。

　食事の手は当然止まってしまい、ガサガサと封筒を開ける。

　中にはひと筆書きの細長い便箋が二枚。一枚に流麗な書体でこう書かれてあった。

【絹さんへ

　玄孫を楽しみにしています。

　硲田フキ】

　手紙を見て、唖あ然ぜんとする私。

　話、伝わるの早い。というか、玄孫って……やっぱりそこ？

　もちろん、内容は社長にも見えている。ニヤニヤと私を見つめているではないか。

「大おばあ様って、おいくつ？」

「ああ見えて百一歳。サイボーグ並みのスペックがあるけど、高齢だからな。一刻も早く玄孫を見せてやらなきゃいけない」

「百一歳……」

　あれだけしっかりされていたら、あと十年はお元気だと思うけど、社長が言いたいことってそれじゃないんだよね。

「なあ、今夜は俺の部屋に泊まっていくんだろ？」

　彼が眼力鋭く私を射抜いている。

　うう、それは……。

「大ばあちゃんの期待に応えて、玄孫作りしないと」

　本気度の高い……というか、今日こそ逃がす気はないぞ、という社長の言葉にたじろぐ。

「えっと、今夜は……」

「日曜は俺んちに行って疲れたから、って断ったよな。平日にお泊まりは仕事に障さわるって、ここ数日も断ってきたよな。おい、絹。今日は金曜だ。もう言い訳は聞かねーぞ」

　ふふふ、と企んだ笑顔になる社長。

　怖い。やつはやる気充分だ。一応用意してある逃げ口上が通用するか不明！

　ええ、実はそうなんです。やっと気持ちは通じたけど、私はここ六日、社長のお誘いを断り続けております。

　だって、いまだ本人には言えてないけど、私は処女なんだってば。今まであれだけこなれた大人の女感を出しといて、ここで『実はバージンです』ってなにそれでしょ？

　大人の女は、ベッドの上でも大人でないといけない。その覚悟がまだ決まっていないのよ！　一応、事前予習でラブシーン多めの洋画とか観たけどさ！

　いまいちイメージが掴めない！　本番でテンパらず振る舞える自信ゼロ！

　私はいろいろ考えつつ、運ばれてきた湯気をたてるブイヤベースをひとまず味わうことにする。

　間が欲しい、間が。

　目の前に、ブイヤベースに手をつけず、じとーっと私を見つめている社長がいるんですけどね。ここはひとつ、上手に切り抜けにゃならんですよ。

　ニコッと笑ってみせる。

「来月、私の実家に来てくださるんですよね」

　父には『付き合うことになったら挨拶に来い』と言われているし、社長は律儀に守ろうとしてくれている。その彼の真心を利用し、私は平然と提案する。

「父に挨拶してからじゃないと、やはりそういった関係はまずいんじゃないですか？　ほら、普通の始まり方じゃないですしね。私と東弥さんの恋愛って」

　逃げ口上ドーン。さあ、どう返す、八束東弥!?

「それだと、おまえの実家にお泊まりするときが俺たちの初夜になるぞ。いいのか？　ご家族に聞こえるくらい鳴かせちゃうぞ、俺」

　社長の言葉に、ワインが口から噴水になるところだった。

　耐えたけども！　さらっとエロい返しをすんな！

「あのですね、私たち、上司と部下としての付き合いは長いんですから、もう少々我慢できませんか？　別にこれからずっと一緒なんですし、焦ることはないんじゃないかと」

　言い訳に必死な私を見る社長の視線が変わった。

　おや、なんだろう。この余裕たっぷりかつ意地悪な笑顔は。なんか、嫌な予感。

「絹。あのさ、これはちょっと前から確信を持ってるんだけど」

「はぁ……」

「おまえ、処女だよな」

　今度こそ、ワインが飛び出そうになった。おしぼりで口元を押さえ、私は小さく呻いた。

　なんで？　なんで、気づいたの？

　私、全力で大人の女感出してきたんですけど！

　私が言葉にならないほど慌てふためいているのを見て、社長はやっぱりといった顔をした。

「だいたい、アンバランスなんだよ。キスはするのに身持ちは固いし。ベロチューかましてくるくせに、俺に責められるとすぐ可愛い声出すし。困った顔が隙だらけすぎるし」

「ちょ……東弥さん。ここ、お店の中なんで、声抑えて」

「最初は俺をからかうために、初心な女を演じてんのかと思ったけど、実際は逆なんだろ？　超恋愛初心者が、無理して大人女子の仮面を被ってたっつう」

　あああ、もうその辺で勘弁してください。見抜かれていたと知った瞬間から、私の脳内はボコボコ沸騰し続けております。恥ずかしくて、情けなくて、顔向けできないほど申し訳なくて。

「……ごめんなさい」

　小さな声で謝った。背を丸め、両手を膝に置いて頭を下げる。

　もう、素直に言うしか道がない。羞恥で死にそうであります。

「キスだけなら経験があったから、うまくできるかと思ったんです。でも、東弥さんと初めてしたキスに……」

「ハマった？」

　聞き返され、余計に脳内が沸いてくる。

　ああ、その通りなんだ！　自分からねだれなくて、大人の女の遊びぶってたんだ！

「キスしたいイコール東弥さんが好き……ってことだったのかもしれないですけど、あの時期はとにかくパニックでした。もう一回キスしたいって思いつつ、理由が見つからなかったり。勢いでしてみたものの、それでも東弥さんの遊び相手になるのは悲しいとか。……とにかく、いろいろ考えちゃって」

「いいよ。そういう告白、嬉しい」

　照れたように笑ってから、社長はいたずらに言う。

「つまりさ、絹の正体を知ってるこっちには、優しくする準備があるってことなんだけど」

「準備ってなんですか！」

　思わず突っ込んだ私に、返されると思わなかったらしい社長が苦笑い。

「いや～、心構え的な？」

「曖昧すぎます！　バレたから言いますけど、まだ私は覚悟が決まってませんので！　今しばらくお待ちを！」

「そんなこと言うなよ～。俺、このままじゃ仕事中におまえを襲っちゃうかもしんねー」

「獣ですか、あなたは！」

　わいわい騒ぎながら、私と社長の夜は更けていく。




　パンを二回もお代わりして、ワインもたくさん飲んで、散々笑ってから私たちは店を出た。

　一月も終わりの夜空は澄んでいて、こんな街中でも星がいくつも見える。吐く息の白さと相まって、すごく綺麗だ。

　公園近くの路地を歩きながら、私は横にいる社長の気配を噛みしめる。

　こうしてずっと一緒に歩いていきたいな。こんなふうに想えることが恋ならば、それはなんて幸せなんだろう。

　好きな人が、私を好き。同じ夜空を眺め、同じ空気を噛みしめる。胸がそれだけで、ホッと温かい。

　ここまで恋愛をサボってきたのは、八束東弥とこうなるためだったりして。いやいや、それはご都合主義ってやつでしょ。

　自分を笑いたくなったときだ。社長の腕が私を捕まえた。

　夜間は営業していない古着屋のシャッターに私を押しつけ、貪るように唇を奪ってくる。

　ワインの味のキス。

　柔らかく触れ合った唇は、すぐにトロトロに融解しそうに交わる。

「……っ、東……弥……さんっ！」

　はっ……と息を吐くと、低く命令してくる社長。

「キスは拒むな」

　拒めるわけがない。私にとって、そもそもの始まりはこのキスだったんだから。

　蜜みたいに甘いあなたの唇に、私は溺れきっている。

　ちょっと前まで想像がつかなかった、この恋。

　私の運命を大きく変えてくれちゃったんだから、責任取ってよ？

　私は誰も見ていないのをいいことに、社長の頭を引き寄せ、角度を変えて深く唇を味わった。

「今日は帰すつもりでいたけど」

　暫時唇を離し、社長がこぼした。

「やっぱ、無理」

　吐息まで甘い。

　私は愛しい彼の頭を掻き抱いた。

　社長の蜜な唇が、私を虜とりこにして離さない。
















番外編　今夜と明日とずっと先まで













　篠井 絹、二十八歳。結構なピンチ到来であります！

　幸せなキスで愛を再確認した私たちですが……すっかり盛り上がった結果、私はビストロの帰り道に社長……東弥さんの部屋に連れ込まれてしまった。

　この人に教えてもらったキスは、ひどい麻薬。

　なんて、言い訳していてもしょうがない。私も離れがたいなぁと思ってしまったんだから。

　何度か玄関やリビングまでは入ったことのある、東弥さんの１ＬＤＫのマンションに、おずおずと侵入する。これ以外の言い方が思いつかないほどの〝狼狽〟。

　ふたりで別々にシャワーを浴びて、東弥さんに借りたぶかぶかのトレーナーとハーフパンツという色気のない格好に着替え、現在、リビングの絨じゅう毯たんの床で正座で向かい合う私と東弥さん。

　なに、この状況。

　どうして、こうなった。

「えーと、寝室行く？」

　東弥さんは東弥さんで、ここに来て一気に弱腰だ。

　もしや、私の色気のない湯上がり姿を見て、気持ちが萎なえたかな？

　いや、そんな感じでもない。

「えっと、もう少しここで話しません？」

　不安と焦りを覚えながら、ベッドインを少しでも引き延ばそうという私。

「なにを？」

「えーと、株価とか」

「絹、一周回って激しくバカだな」

　悪かったですねぇ！　でも、緊張感が拭ぬぐい去れないんですよ、こっちは！

　東弥さんが、すうっと息を吸い込み、手を伸ばしてきた。

　右手が私の左肩に触れる。大きな手のひらが、肩に温度を伝えてくる。その瞬間、心音は一気に速度を増した。

　――トコトコトコトコ。ドラムロールみたい。

　っていうか、東弥さん……これは引き寄せようとしてるの？　それとも、愛あい撫ぶってやつのスタート？

　ああ、わかんない！　どうしたらいいか、わかんない！

　いっそう表情も身体も固くした私に、予想外の言葉が降ってくる。

「今日はやめとく？」

　やめるの？　呼んでおいて？　ここまで緊張させておいて？

　いやいや。やめてもらえたら、そりゃ助かるでござる。でもなんだろう、この一抹の寂しさ。

　頭の中が大混乱な私は、情けない顔を上げ、東弥さんを見つめる。

　東弥さんは正座を崩して、胡坐をかいた。

　短い髪を掻き上げ、こちらも困った表情だ。

「無理やり連れてきて、なんだけどさ。おまえの覚悟が決まらないなら、今日はいいよ。俺、こっちのソファで寝るから、おまえはベッド使ってくれ」

　怒っているわけじゃない。苦笑いをしている彼は、ひたすらに優しいのだ。

　そして、そんな優しさに触れた瞬間、私は別の意味で慌てだした。

　東弥さんとエッチする覚悟は決まってない。だけど、彼が望んでくれてるのに私が拒否って、ひどい状況じゃない？

　というか彼の性格上、ここは強引に事に及ばれてしまうんだろう、とビビりながらも期待していた勝手な私を発見。

　東弥さんが、すっと引いた途端に、悲しくて胸が潰れそうってどういうことよ。またしても『死因・自己嫌悪』で三途の川が見えてきた。

「東弥さん、私……」

　なんと言えばいいかわからず、もごもごと口ごもる。東弥さんは、苦笑いをもう少し寂しそうに歪めた。

「俺、実はクリスマスイブを引きずってんだよ」

　イブ？　えーと、あの出張の夜だよね。大人女子モードの私が、東弥さんを完全拒否したあの夜。

「押し倒したらさ、絹は怯えきった顔で俺を見てたじゃん。俺は、おまえが乗ってくるんじゃ、なんて期待してたんだよ。だから俺の行動でおまえをビビらせたっていうのは、だいぶショックだった」

　そんな繊細な思考、あなたにあったんですか！

　八束東弥の新たな一面を知り、逆に驚く。

　うーん、でもあのときの私は怯えていたんじゃないんだけど。ひとつの出来事でも、受け取り方ってかなり違うんだなぁ。

「あの夜の私は、東弥さんと遊びでやらしいことをしちゃまずいって思ったんです。怯えていたというよりも、軽い女を演じちゃった自分に、盛大に後悔していました。あと……」

　一瞬、言い淀んでから言葉にする。

　だって、口にしないと、きっと伝わらない。

「ものすごくドキドキしてました。あんなふうに強引に迫られるの、生まれて初めてだったので。東弥さんの男性としての顔を見て、もっと知りたいって……思いました」

　東弥さんが顔を上げた。

　あ、なんか照れてる。ほっぺためちゃくちゃ赤いし。割と、こういうところ硬派だよね、この人。

　ダメ押しの本音を付け加える。

「だから……！　あなたと身も心も繋がるのは嬉しいし、私も望んでいることです！　まあ、本気でビビってますけど。初めては痛いっていうし。あと、あり得ない行動したり、変な顔したり、変な声出したりして嫌われたらって思うと、慎重にならざるを得ないといいますか……」

「そんなこと気にしてたのかよ！」

　東弥さんが、ぶふっと吹き出す。

　そんなことって言うけど、処女・篠井 絹には大問題なんです!!

「絹は俺が好き？」

　東弥さんが私の顔を覗き込んでくる。まるで大型犬のように優しい瞳が、私を見ている。

　あらためて聞かれると、猛烈に恥ずかしい。だけど勇気を出して頷く。

「大好きです」

　偽らざる気持ちだ。あなたに夢中。大好き。

「じゃ、俺の気持ちだってわかるだろ。どんなおまえも好き。大好き。変な顔したり、変な声出したりしていいよ。痛くて騒いで逃げてもいいよ」

「東弥さん」

「絹に触れたい」

　東弥さんが胡坐のまま、腕を伸ばしてくる。少し足りない距離を補うように、私は絨毯に手をつき、前かがみになる。

　彼の手が、さらっと私の髪を撫でた。

　なんだろう、不思議。

　さっきまでの不安がするすると融けていく。

　緊張感よりも大きな気持ちは、東弥さんの手でもっと触れてほしいってこと。

　私は前についた手に力を込め、正座の膝を、いざるように前にずらす。距離がわずかに縮まる。

　東弥さんの手が、私の頬に触れた。ぺたりと確かな感触を持って。それから、今日二回目のキスがやってきた。

　口を開け、迎えてしまう私は、もう彼の術中にあるのだろう。柔らかく合わさる唇が、熱と湿度とたまらない欲情を伝えてくる。

　感触を確認するように重ね合い、それから深く結びつくように絡ませる。

　息が弾む。まだ数えるくらいしか交わしていないキスは、驚くほど身体に馴染んで、私の心を浸食する。

　離れたくない。もっともっと欲しい。

　私は腕を伸ばし、彼の首に巻きつけた。




「東弥さんのケダモノ」

　私は毛布でミノムシになりながら、呻いた。

　もう少し寝ていたい土曜の朝七時。私も東弥さんもベッドの中で目覚めていた。寝室に射し込む薄日が眩しい。

「俺ほどのジェントルマンを捕まえて、なにを」

　東弥さんは肘をベッドにつき、頭を支えながら私を覗き込んでいる。

「なんだよ、優しかっただろ？　おまえが痛がったらすぐにやめたじゃん」

　よく言いますわ。

　私は毛布を頭まで引き上げた状態で、恨みがましく睨んだ。

　確かに、やめてくれたよ！　行為に苦悶の表情を見せた私に、優しくキスしてくれたよ？

　そして『今日はこれで満足』なんて言って、ろくに動きもせずに私を痛みから解放してくれた。

　だけど……。

「三十分も経たないうちに『ダメだ、我慢できない』とか言って襲いかかってきたじゃないですか！」

　東弥さんの我慢は、そうそうもたなかった。結局、私は彼に組み敷かれ、初めてだというのに彼の激しすぎる愛を受け入れることとなった。

　これが痛いのなんのって！　お兄さん、腹筋割れてるだけあるわ！

「おまえだって、ノリノリだったじゃねーか！　あんあん言ってただろ？」

「痛がってたんです！」

　私は布団から飛び出して、東弥さんの両頬を、ぐにーっと掴む。

　うん、予想通りの変な顔のでき上がり。

　すると東弥さんも腕を伸ばして、私の頬をむにーっと掴む。

　痛い痛い！　この野郎、やる気かー？　バッチコイじゃー！

　私たちはほっぺたをつねり合うという、小学生男子並みの喧嘩をようやく実現し、ベッドの上で転げながら戦った。

　しばしドタバタやっていたけれど、冷えてお互いの温度が恋しくなったので、布団の中で抱き合う。

　本当に、子どもか動物かってところだね、私たち。

「あんな恥ずかしいことされて、もうお嫁に行けない」

「これ以上どこへ行く気だ。覚悟決めて、俺んとこ来い」

　うん、そうします。

　言葉にする代わりに、東弥さんの広い胸に顔をこすりつけた。

　この人と、あんなに甘くて激しい夜を過ごすことになるとは。この人と、こんなに愛しい朝を迎えることになるとは。

「まだ、夢みたい……とか思ってた？」

　図星を突かれて、焦る。

　もー、心の声を読まないでください。

「夢かどうか、もう一回しとく？」

「そんなドラマみたいなこと言って」

　私は彼の身体沿いに這い上がり、自らキスをした。

　もうこの人が欲しくなっている。欲張りだ。

　自分の知らなかった一面を恥ずかしくも嬉しく感じつつ、あえて身体を起こした。

「絹？」

　急に起き上がり、ベッドに座った格好の私を、東弥さんが寝転んだ姿勢で見上げている。

「東弥さん、起きてシャワー浴びて、朝ごはんにしましょう。昨日のビストロでパンを買ってあります」

　意外そうな顔をされる。

　そうだよね、今の雰囲気だったら、甘い朝をもう少しって感じだよね。

　だからこそ提案する。

「それからふたりで出かけましょう。初デートをするんです」

　東弥さんが「あ」と短く呟く。気づいたみたいだ。

「そっか、メシや酒はあったけど、デートっつうのはまだしてないな」

「ね。六年も一緒にいるのに、ほとんどの思い出はオフィスでしょ？　私、東弥さんとお日様の下で思い出を作りたい」

　仲間で相棒から始まった私たち。居心地のよさはお互い折り紙付きなんだもん。これからは、もっと楽しいことを覚えていこう。

　ふたりで行けるところはどんどん行って、ふたりで笑えることをたくさんしよう。

「どこに行きたい？」

「初心者カップルとして、映画とかどうでしょう？　今、ドラマでやってた医療ものの劇場版やってるんです。ドラマ観てなくても楽しめますから」

「おまえ、なーんか、その辺詳しそうだよな。ドラマとか映画とか」

　私は、へへへと苦笑い。インドアな本性は、徐々にバラしていく方針であります。

「夜は、ここに帰ってきましょう」

「メシ作ってくれよ」

「もちろん。それからふたりでのんびりして、眠るんです」

　もっと早くこうなっていれば、私たちの人生は違ったはず。

　結婚していただろうか。うーん、案外もう別れて、別々な道を歩いていたかもしれない。

　このタイミングでよかった。

　出会った頃は若さばかりが目立った荒削りな私たちが、六年の熟成期間を経て溶け合った。それは、すごく幸福なこと。

　受け止めよう。

　そして、彼とこれからも歩いていこう。明日も明後日も、ずっと先まで。

　私は東弥さんに顔を近づけ、頬を撫でる。

「東弥さん、大好き。もう一回キスしていいですか？」

「絹は本当にキスが好きだな」

「はい。ずっとしたいの、我慢してましたから。……嫌いですか？　キスは」

　東弥さんが私の顎を捕らえ、ささやいた。

「いや、おまえとのキスは最高」

　私たちは軽くキスをして、身体を起こした。

　新しい一日が始まる。

　あなたとだから、世界はキラキラと楽しい。
















特別書き下ろし番外編　見栄っ張りと我儘













　特急〝スーパーあずさ〟に乗り換え、私たちは新宿を目指していた。外は小雪がちらつき、ペットボトルのホットの紅茶は、ホームで待つわずかな間に冷めてしまった。

「絹、熱あつ燗かん飲みたくねぇ？」

　横で缶ビールを開けているのは東弥さん。

　熱燗と言いつつ、そのビールとするめはなんなの？　寒くないの？　早く飲みたくてしょうがないの？

「特急の座席で一杯始めるとか、出張帰りのおっさんみたいですよ」

「出張みたいなもんだろ？　彼女の実家に挨拶なんて！」

　東弥さんが、ぶうぶうと文句をつける。失礼なことを言うなぁ。

　そう。私たちは一泊二日で、私の実家である長野に、交際の挨拶に行ってきた帰り道だ。

　告白、幸せな初体験、週末のデートを重ね、交際スタートから早一ヵ月。まだ結婚が見えているわけじゃないけれど、私たちの始まり方にも問題があったから、早々に父に挨拶に行くべきだと判断しての、この旅行だ。

　そろって現れた私と東弥さんに、父はふて腐れていたものの、母と弟は大歓迎だった。旅館の従業員たちも、こぞって『絹ちゃんが初めて彼氏を連れてきた』と大騒ぎだった。

　初めてとか……みなさんよくご存じで……。

「結構楽しかったよ、絹の実家」

「それはどーも。フォローありがとうございます」

「絹がスノボできないのには驚いた」

　東弥さんが、するめをがしがしとかじりながら私を見る。私は痛いところを突かれ、顔を引きつらせた。

「今、それを蒸し返しますか？　仕方ないじゃないですか、授業でやってないんですから」

　昨日到着してすぐに、実家横のスキー場で東弥さんと滑ったんだけど、私は小中高と授業でやったスキーしかできない。雪国生まれだからって、スノボなんて習わなければできないのだ。

　そしてインドア派な上、運動がたいして得意ではない私は、好んで習わなかった。スキーですら久しぶりだから、あまりカッコいいところは見せられなかった。

　……ううん。正直に言えば、何度も転んでかなりカッコ悪かった。

「なんでもできそうには見えるんだよなぁ」

　じとーっと見つめられるので、居心地悪く唸る。

「その含みのある嫌味、やめてもらえません？」

　今までのイメージ戦略で、デキる女を気取ってきた私としては、もたもたとスキーを滑っている姿はあまり見せたいものではない。

　ああ、行くんじゃなかった、スキー場。

　東弥さんは若い頃からスキー場に通っていたそうで、スノボもなかなかの腕前だった。『教えてやろうか？』なんて言われて、ムッとしたから遠慮したけれど。

「絹って、お母さん似なんだな。べっぴんさんだった」

　私の不機嫌を察したのか、東弥さんがぐびぐびとビールを飲みながら話題を変える。

「うちの母、若い頃、どこかのミスコンで何番目かの賞をもらったらしいですよ」

「情報がファジーすぎるんだけど。もう少し、自分の母親の受賞歴に興味を持ってあげて」

「えー？　そんなたいした賞じゃなかったと思いますよ」

　私は冷めきった紅茶の蓋を開け、ひと口含んで、ぶるりと震えた。

　故郷はとても寒かった。いまだに寒気がするから、もしかして風邪のひき始めかな。この前、タチの悪い風邪をひいて喉がガサガサになったばかりだから、今夜はあったかくして早寝したほうがいい。明日は月曜。仕事は休みたくない。

　そもそもこの旅は、土日を使って行くつもりだったから、社内にも特に報告しなかった。しかし金曜の時点で、沙都子さんや堂上さんにお土産を依頼され、他の社員からは『結納ですか？』などと聞かれ、恥ずかしい思いをしたっけ。

　きっと、あまり隠す気のない東弥さんが、ぺらっと喋っちゃったんだと思う。『篠井んち行ってくる』なんて。おかげ様で、日頃からアットホームすぎる社内の仲間たちに、冷やかされて困っています。

「なあ、このまま買い物に行く？　一回俺んちに戻らねぇ？」

「今日、堂上さんの結婚祝いを買う予定でしょう？　誰よりも先にベビー用品を贈るんだって、張り切って宣言してたのは誰ですか？」

「俺ですね」

　東弥さんは、だるそうに背もたれに身体を預けながら言う。一泊二日の電車の旅は、確かにせわしない。しかし、この日程を決めたのは東弥さん自身だ。

　副社長の堂上さんのご結婚が決まったのは、昨年末。しかし、結婚式のご予定を決めるより先に、奥様のリカさんの妊娠がわかったのだ。そこで張り切ったのが、この八束東弥。親友の初めての子どもに最初のプレゼントを贈る、と先週末に豪語したばかりだ。

　土日の長野の旅はずらさず、その帰り道にベビー用品を見る約束を東弥さんとしていたんだけれど、この人、どうやら疲れたみたい。

　そりゃそうだよね。一度殴られたことがある父と差し向かいで『絹さんと正式にお付き合いさせていただきます』なんて挨拶したんだもん。精神的にどっと疲れたはず。電車に乗る時間だって、短いわけじゃない。

「赤ちゃんが生まれるのは秋だそうですし、性別もわからないんですから、急いで買うのはやめましょうか？　今日はこのまま帰宅ということで……」

「いや、やっぱ買いに行く」

「無理する必要ないですよ」

「もうちょっと絹といたいしな」

　そう言って、ふっと口の端を緩める東弥さんは文句なしにカッコよく、私はううっと胸を押さえた。

「そういう不意打ち、やめてくれませんか？」

「不意打ちのつもりはないけど……この程度で真っ赤になる絹は可愛い」

「やめてくださいってば」

　ぷいと通路側に顔をそむけると、首筋に東弥さんの吐息と甘い声がぶつかってくる。

「ゆうべはおまえの実家だから我慢したけど、そういう顔されると我慢できなくなる」

「電車の中で盛り上がらないでください」

「このまま、おまえを連れて帰っちゃえば、明日の朝まで一緒にいられるよな」

「私は疲れているので、自宅に帰りたいです」

　冷たく返せば返すほど、東弥さんの声は甘く、低くなる。

　私の左側の髪を耳にかけて、ちゅ、と東弥さんが耳にキスをする。乗客は少ないけれど、公共の場であまり妙なちょっかいはやめてほしい。こっちは免疫ないんだから。

「東弥さん、ダメですよ。ステイ」

　振り向いて、ぐぐっとおでこを押す。それを必死に、おでこで押し返してくる東弥さん。

　もう！　ムキにならないでよ！

「ステイってなんだよ、俺は犬か」

「大型犬みたいなものです。しつけ教室に入れるか検討してます」

「おま……恋人で上司に、なんて言い様……」

　私は東弥さんを見事に押しのけ、一度外したマフラーを首に巻き直し、背もたれに身体を預けた。

　ドキドキもしているけど、ゾクゾクもしているのよ。さっさと用事済ませて、帰って風邪薬飲んで寝ちゃわなきゃ。篠井 絹ともあろう女が、旅行のあとに風邪ひいて休んでいたら、他の社員に示しがつかないもんね！




　新宿のデパート、赤ちゃん用品売り場に到着する。

　性別のわからない赤ちゃんには、黄色や白の贈り物……というセオリーを無視して東弥さんが選んだのは、真っ赤なベビーチェアと真っ赤なロンパースだった。

「東弥さん。あのね、女の子って決まったわけじゃないんですよ」

　さっさとレジに持っていこうとする東弥さんに、念のため忠告してみる。

「女の子な気がするんだよな。たとえ男の子でも、赤ならカッコいいだろ。戦隊もののセンターはレッドだぞ」

　案の定、こんな答えが返ってきた。

　理由はわかりましたけどね。相変わらずマイペースだよなぁと嘆息してしまう。

　私はこっちのオフホワイトのポンチョがいいと思うんだけどなぁ。ほら、フードに長い耳がついてるよ。これを着たらウサギみたいになるのになぁ。きっと可愛い。

「絹はそっちがいいのかよ」

　私が従わずにポンチョを手に取っていると、東弥さんが覗き込んでくる。

「可愛いですよ」

「思ったより少女趣味だな」

　女子が可愛いもの好きで、なにが悪いんじゃい！　いや、確かに性別無視は、私もだけど……。

　私が反論する前に、東弥さんは、うんうんと勝手に頷いて言うのだ。

「わかったぞ。俺たちの子どもにはそういうの買ってやろうな」

「子ども……」

　何年先になるんですか、なんて聞けなかった。この人は本気でそう望んでくれていて、そんな気持ちが猛烈に嬉しい私がいるんだから。

　結局、贈り物は赤尽くしで決定してしまった。




　買い物を終え、吉祥寺まで戻る。いよいよ私は本格的に寒気がし始めていた。

　東弥さんが『家まで送れ』ってしつこいからついてきたけど、一刻も早く帰りたい。ボストンバッグもあるし、この人を送り次第、電車ではなくタクシーを捕まえちゃおうかな。

　そして東弥さんのマンションに到着。彼の部屋の玄関前で頭を下げる。

「実家まで、ご足労ありがとうございました」

「これで堂々と付き合えるな！」

「後ろめたいことはないですね。……それでは、明日会社で」

　踵を返そうとする私の腕を、がしっと東弥さんが掴んだ。私はよろめき、ボストンバッグをどさりと落っことした。

「待て待て待て。なんで帰る気なんだよ」

　東弥さんが焦った声で言いながら、私を引っ張る。私も負けじと踏ん張って、彼を睨んだ。

「疲れてるんで帰りたいって言いましたよ」

「それは聞いたけどさぁ、俺、ずっとアピールしてるじゃん。絹とふたりっきりでイチャイチャしたい的な趣旨のこと、言ってんじゃん」

　力では、どうやったって東弥さんに軍配が上がる。私はずるずると玄関の中に引きずり込まれ、間近く東弥さんを見上げることになった。ボストンバッグは外に置き去りだ。

「風邪っぽいんです！　私が仕事休んだら、困るのは東弥さんでしょう？」

「それは困る！　けど、ふたりでいたいんだってば！　そうだ、寒気がするなら俺があっためてやるよ！」

「下心っ!!」

　両手首を掴まれ、壁に押しつけられるので、ぎりぎりと体重をかけながら押し返す。

「いい加減にしてください。うつさないように、帰って寝ます。そして明日は仕事します」

「んな冷たいこと言うなよ～」

「東弥さんも疲れてるんでしょう？　ひとりでぐっすり寝て!!」

　頭突きせんばかりに額を近づけ、睨む。すると東弥さんの手の力が、しゅるしゅると緩んだ。

　こっちを見ているのは、困り果てた犬みたいな顔。

「絹とふたりでいたかっただけなのに」

　東弥さんが唇を尖らせて言い、ゆっくりと私の両手を解放した。しょんぼりとした大きな背中を向け、のそのそと靴を脱いでいる。

「東弥さん……」

「別にいいけどさ。いつまで経っても隙を見せてくれなくて、俺、寂しいなぁ」

　そういう話じゃないでしょう。

　恨みごとっぽく言われるので、ついつい応戦したくなってしまうのは、私の悪い癖。

　だけど、ぐっと堪えて彼を見つめる。ちろりと東弥さんがいじけた顔で振り返った。

「カッコつけで、見栄っ張りな秘書様も好きだけどね。俺にだけは頼ってほしいし、甘えてほしいし、弱いとこ見せてほしい」

　私の作り上げたデキる女の中身は、少しずつ見せていくつもり。

　見栄ばっかりでプチプラでできているところ、趣味はドラマ鑑賞でかなりインドア派なところ、朝から牛丼食べちゃうくらい女子っぽくないところ……。スキーもそうだけど、本物の私ってそんなにカッコよくない。今さら嫌われる心配はしていないけど、ゆっくりゆっくりお披露目していきたいのよ。

　でも、彼はきっと納得してくれない。

　私がまだ、距離を置いていると思っている。私は深呼吸をすると言った。

「正直に言えば、今日は帰って、カップ雑炊にお餅と生しょう姜がチューブ半分入れてがつがつ食べて、風邪薬と栄養ドリンク飲んで、腹巻もレッグウォーマーもネックウォーマーまでもして、二十時にはお布団にくるまって寝ちゃおうと思ってました！」

「お、おう」

「栄養ドリンクお湯割りを三本飲むんですよ？　靴下は五本指ソックスでないと、いつまで経っても足先があったまらないんです、こんなときは！　腹巻なんて高校から使ってます！　それが一番あったかいんです！」

「それ、うちでできない？　代わりのもの買ってきてやるから」

「そんな私、カッコ悪いじゃないですか、もーっ！　モコモコに着ぶくれて、ダサくて！　まだ見せる勇気がないんですってば！」

「関係ない！」

　怒鳴る私を見つめる東弥さんは、真剣な表情をしている。彼もどうやら引く気はないらしい。

「取り繕わないおまえが見たいの！」

　その言葉のパワーに、胸がキュンとしてしまう。

　ああもう！　どうしてこういうときのあなたって、男らしいのよ！

　反論するよりなにより、胸がいっぱいになってしまって、私は諦めた。

　折れます。根負けしました。

　結局、東弥さんが大好きな私は、つまらない見栄なんか放り出すしかなくなってしまうのだ。

　東弥さんの首に腕を回し、思いきって飛びついた。体勢不充分だった東弥さんの肩を強く押し、そのまま玄関の上がり框がまちに押し倒す。

　スカートだけどいいや。馬乗りになって、東弥さんを見下ろした。

「風邪、うつっても知りませんよ？」

「わお。絹ちゃん積極的」

　ニヤニヤしている東弥さんは、自分の挑発成功を喜んでいるのだ。私の扱いを心得ている。

　まったく。頭にくるから、本気で風邪をうつしてやろう。

「キス以上しませんからね」

「んー、それはどうだろう？」

「栄養ドリンクと、あったかグッズ一式！」

「はいはい。買ってきてあげるし、今夜はたっぷりあっためてあげるからな」

「下心っ!!」

　私は東弥さんの顎を掴み、勢いよくその唇にキスをした。

　あったかく眠らせてはもらえそうだけど、その前になにもされないか、とっても心配。まあ、すでに半分ほど覚悟しているけど……それは内緒。

「東弥さん、好き」

「知ってるよ」

　我儘で、魅力的で、男らしくて、私を翻弄し続けるこの人。あなたに最初から陥落してます。

　額をぐりぐりと広い胸に押しつけ、私はささやいた。

「大好きですから……カッコ悪い篠井 絹も好きになってください」

「カッコ悪いおまえ、むしろ興奮するわ」

　おかしそうに、愛おしそうに言う東弥さんの声が、身体に響く。

　ボストンバッグが廊下に置き去りだなぁ、なんて思いながら、私はもう一度東弥さんにキスをした。
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　こんにちは、砂川雨路です。『強引社長の不器用な溺愛』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。おかげさまで、ベリーズ文庫で七冊目の書籍を出させていただくこととなりました。

　強引なガキ大将社長と見栄っ張り秘書のキスから始まるラブコメディ、楽しんでいただけましたでしょうか？　せっかく『社長』というハイスペック男子がヒーローなのに、八束社長は皆様のご想像とはおそらく違う三枚目タイプの男性になってしまいました。おかしいなあと反省しております。

　お話のテーマは〝キス〟。当たり前だった関係を破壊し、新たな絆を作るキスを書きたいなと思ったことがスタートでした。激しいキス、ロマンチックなキス、片想いのキス、気持ちが通じ合ったキス、一生を誓うキス……キスにもいろいろありまして、初心者の絹には盛りだくさんな内容だったのではないでしょうか？　社長と絹にはもっともっとキスをさせたかったのですが、ページの都合でここまでとなってしまいました。

　社内公認となったふたりが、冷やかされつつも抜群のパートナーシップで仕事をこなしていく毎日や、結婚に向けてじっくり愛を積み重ねていく様子など、書きたいことはまだまだありますが、ふたりのその後は、皆様のご想像にお任せしたく思います。

　最後になりましたが、このお話を書籍化するにあたり、お世話になった皆様に御礼申し上げます。

　艶やかで美麗なふたりの表紙を描いてくださいました羽柴みず様、デザイナーの根本様、今回もお世話になりっぱなしの担当・三好様、矢郷様、本当にありがとうございました。

　小説サイト『Berry's Cafe』で楽しんでくださった読者様、書籍で初めて手に取ってくださった読者様、心より感謝を申し上げます。

　家族には頭が下がりっぱなしです。いつも自分のことで精いっぱいのお母ちゃんでごめんなさい！　本当にありがとう！

　またこうした場所でお会いできることを祈りつつ、最後の挨拶とさせてください。お読みいただき、本当にありがとうございました！





砂すな川がわ雨あめ路みち


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










強引社長の不器用な溺愛
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